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第197図　竪穴住居２c

幅 33㎝、深さ 32㎝、断面形が逆台形状を呈する溝が検出された。この溝は竪穴住居２に沿うように

してのびていることから周堤溝の可能性が高い。

竪穴住居２ａは平面形が円形を呈しており、規模は長さ 620㎝、深さ 22㎝、推定床面積 28.3㎡を測

る。床面の周囲には幅 25㎝、深さ７㎝、断面形が「Ｕ」字状を呈する周壁溝が断片的にめぐる。主

柱穴は２基検出されており、その配列から４本柱と考えられる。残り２基のうち１基は調査区外にあ

り、もう１基は竪穴住居２ｃ - Ｐ２が重複しているものと推察される。柱穴はそれぞれ周壁溝から約

50㎝離れた位置にあり、柱間距離は推定で東西 320㎝、南北 269㎝を測り、その主軸はほぼ南北とな

る。柱穴の掘り方は円形を基本とし、規模は長さ 37 ～ 50㎝、深さ 52 ～ 72㎝を測る。床面の中央で

は竪穴住居２ｃの中央ピットに壊され不明瞭ながらも長さ 32 ～ 38㎝、深さ 20 ～ 30㎝、心身距離 78

㎝を測る柱穴を２基確認した。この他の施設として、竪穴住居外において長さ 141㎝、幅 87㎝、深さ

36㎝、平面形が長方形で、底面の周りに幅 11 ～ 20㎝、深さ８㎝、断面形が「Ｕ」字状を呈する溝が

めぐる土坑を検出した。さらに、中央ピット付近からこの土坑へと接続し、その外側へと続く幅 22㎝、

深さ 24㎝、断面形が「Ｕ」字状を呈する溝を確認した。
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第198図　竪穴住居２ａ・ｂ・ｃ出土遺物

竪穴住居２ｂは平面形が不定形な円形ないしは多角形を呈し、竪穴住居２ｃの内側に築かれてい

る。規模は長さ 633㎝、推定床面積 27.2㎡を測る。竪穴住居２ａの周壁溝に沿うようにして幅 10 ～

28㎝、深さ６㎝、断面形が「Ｕ」字状を呈する溝がめぐる。主柱穴は２基検出され、その配列から５

本柱の住居と考えられる。残り３基のうち２基は竪穴住居２ｃ - Ｐ２・Ｐ５が重複し、残りの１基は

調査区外に存在するものと思われる。柱穴は周壁溝から 24 ～ 71㎝離れた位置にあり、柱間距離は推

定で 254 ～ 294㎝を測る。掘り方は円形を基本とし、規模は長さ 40 ～ 58㎝、深さ 54 ～ 73㎝を測り、

このうちＰ１では幅 22㎝の柱痕跡が認められた。床面の中央では竪穴住居２ｃの中央ピットを挟む

ようにして長さ 30 ～ 38㎝、深さ 28㎝、心身距離 171㎝を測る柱穴２基を検出した。このうちＰ３で

は幅 14㎝の柱痕跡が確認された。

竪穴住居２ｃは竪穴住居２ｂの内側に築かれている。床面の周囲には幅 22㎝、深さ８㎝、断面形

が「Ｕ」字状を呈する周壁溝がめぐる。これらは断片的にしか確認していないため、住居の平面形・

規模など全容は不明である。主柱穴は４基検出されており、これらは周壁溝から 13 ～ 23㎝に位置し

ている。主軸はほぼ南北となり、柱間距離は東西 266 ～ 307㎝、南北 306 ～ 316㎝を測る。掘り方は

円形ないしは隅丸長方形を呈し、規模は長さ 64 ～ 82㎝、深さ 56 ～ 80㎝を測る。柱穴の全てにおい

て幅 18 ～ 24㎝ほどの柱痕跡が認められた。床面の中央には長さ 72㎝、深さ 38㎝の中央ピットが掘

られており、Ｐ１からのびる幅 22㎝、深さ 10㎝ほどの溝が接続する。中央ピットの東西には、長さ

54 ～ 68㎝、深さ 52 ～ 60㎝、心身距離 160㎝を測る柱穴２基を検出し、柱穴には幅 15㎝ほどの柱痕

跡が認められた。この周辺からは 21 ～ 46㎝ほどの被熱部分を３箇所で確認した。

遺物は埋土中から 686 ～ 695・Ｓ 40 が出土した。時期は弥生時代中期後葉と考えられる。
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第199図　竪穴住居４ａ・ｂ

竪穴住居４（第199・200図、ＰＬ.21）

竪穴住居２の東側約 14.5 ｍに位置しており、黒褐色土上面で検出した。平成 16 年度に調査した続

きにあたり、前回調査した部分と合わせて全体の 3/4 を調査した。竪穴住居４は建て替えが行われて

おり、切り合い関係から竪穴住居４ａ→４ｂの順に築かれたと考えられる。

竪穴住居４ａは平面形が不定形な円形を呈しており、規模は長さ 460㎝、深さ 33㎝、推定床面積

15.8㎡を測る。床面の周囲には幅 14 ～ 24㎝、深さ６㎝、断面形が「Ｕ」字形を呈する周壁溝がめぐる。

主柱穴は３基検出されており、その配置状況から４本柱の竪穴住居と考えられる。柱穴は周壁溝から

12㎝ほどの距離にあり、全て竪穴住居４ｂの主柱穴と重複する。床面の中央には長さ 69㎝、幅 60㎝、

深さ 22㎝ほどの平面形が隅丸方形を呈する中央ピットが掘られており、これを挟むようにして、長

さ 26 ～ 50㎝、深さ 22㎝、平面形が円形ないしは楕円形を呈する柱穴２基が検出された。この他、北

側において長さ 46㎝、深さ 52㎝、平面形が楕円形を呈する掘り方をもち、幅 18㎝の柱痕跡を有する

柱穴１基を確認した。

竪穴住居４ｂは竪穴住居４ａの外側に築かれている。平面形は円形を呈し、規模は長さ 514㎝、深

さ 24㎝、推定床面積 19.3㎡を測る。床面には貼り床が貼られており、その周囲には幅 28㎝、深さ８

㎝、断面形が「Ｕ」字形を呈する周壁溝がめぐる。主柱穴は３基検出されており、これらは周壁溝か

ら33～ 40㎝の距離に位置している。軸はほぼ南北となり、柱間距離は東西225㎝、南北 215㎝を測る。

掘り方は不定形な円形ないしは楕円形を呈しており、規模は長さ 62 ～ 84㎝、深さ 44 ～ 82㎝を測る。

このうちＰ１・Ｐ３では幅18～26㎝を測る柱痕跡が認められた。床面の中央には長さ64㎝、深さ18㎝、

平面形が円形を呈する中央ピットが掘られており、これを挟むようにして長さ 24㎝、深さ 32 ～ 48㎝

の柱穴２基が検出された。
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第200図　竪穴住居４ａ・ｂ・出土遺物
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第３章　門前上屋敷遺跡の調査成果

第201図　竪穴住居９・出土遺物
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第９節　17区の調査

第202図　遺構に伴わない遺物①

遺物は埋土中より 696 ～ 701・Ｓ 41 が出土した。時期は弥生時代中期後葉と考えられる。

竪穴住居９（第 201図、ＰＬ .21・43）

調査区西側、竪穴住居２の西側約 12 ｍに位置しており、ＡＴ上面で検出した。平面形は隅丸方形

を呈し、規模は長さ 492㎝、幅 416㎝、深さ 32㎝、床面積 18.8㎡を測る。床面の周囲には幅 18 ～ 28

㎝、深さ 10㎝を測る溝がめぐり、断面観察において幅６㎝、深さ 13㎝ほどの板状の痕跡を捉えるこ

とができた。床面には貼り床が施されており、北東隅では推定長 180㎝、幅 94㎝、高さ 20㎝ほどのベッ

ド状遺構を検出した。なお、この周辺において幅 14㎝、深さ４㎝ほどの溝を断片的に確認した。また、

床面中央では長さ 32 ～ 40㎝、深さ 66 ～ 72㎝、平面形が円形を呈する主柱穴２基を検出し、このう

ちＰ２では幅 18㎝の柱痕跡が認められた。軸はＮ－ 32°－Ｗと西に振れており、柱間距離は 230㎝を

測る。この他、ベッド状遺構上において長さ 31㎝、深さ 28㎝のピットを検出した。さらに、西壁中

央付近では長さ 58㎝、幅 46㎝、深さ 18㎝を測る特殊ピットを確認した。貼り床除去後、３方の壁に

沿うようにして幅 18 ～ 120㎝、深さ 10㎝ほどの平面形が不明瞭な溝を検出した。この溝は掘り方が

不定形であることから、竪穴を掘り下げる際にできた痕跡と思われる。

遺物は床面直上から土師器の低脚坏703、南西隅からは礫12個が２箇所でまとまって出土した。１

は長さ19.0㎝、厚さ4.5㎝、重さ880ｇ、２は長さ18.5㎝、厚さ2.8㎝、重さ800ｇ、３は長さ16.7㎝、厚

さ5.0㎝、重さ820ｇ、４は長さ16.7㎝、厚さ4.5㎝、重さ855ｇ、５は長さ9.2㎝、厚さ6・8㎝、重さ394

ｇ、６は長さ14.9㎝、厚さ3.0㎝、重さ835ｇ、７は長さ16.0㎝、厚さ3.0㎝、重さ650ｇ、８は長さ16.0

㎝、厚さ4.0㎝、重さ725ｇ、９は長さ16.0㎝、厚さ3.8㎝、重さ1025ｇ、10は長さ15.0㎝、厚さ5.5㎝、

重さ815ｇ、11は長さ17.2㎝、厚さ4.5㎝、重さ755ｇ、12は長さ15.2㎝、厚さ3.5㎝、重さ680ｇを測

る。他に埋土中から702・704～706が出土した。これらは全て土師器であり、702は甕、704・705は鼓

形器台、706は高坏である。時期は古墳時代前期と考えられる。

（２）遺構に伴わない遺物（第 202～ 205 図、ＰＬ .22・42・43）

古代以前の遺物包含層であるⅤ層から出土した遺物は僅かであり、この時期に伴わない遺構埋土及
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第203図　遺構に伴わない遺物②
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第204図　遺構に伴わない遺物③

び包含層から出土したものが大半を占める。縄文時代から古代までの遺物が出土しており、このうち

弥生時代中期後葉のものが多く出土し主体となる。

707 ～ 715 は縄文土器であり、これらは全て河岸段丘中段の調査区東側から出土したものである。

707 ～ 709・711 ～ 715 は深鉢で、707 は外面に縄文と沈線文によって施文する。709 は「く」の字状

に屈曲する口縁部をもち、外面屈曲部に連続した刺突文、体部外面に横方向のハケメ、内側に縦方向

のハケメを施す。714・715 は口縁部に刻目付貼付突帯文が付き、714 の体部には焼成後に外面から孔

を穿つ。710 は浅鉢と考えられ、内外面に横方向のヘラミガキを施す。

716 ～ 760 は弥生土器で、716 ～ 721・744・745・749・750・758 ～ 760 は壺で、716 は下に拡張し
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第205図　遺構に伴わない遺物④

た口縁端部の外側に凹線文を

施し、内面頸部には浅い段が

つく。718・719 は口縁端部

が「く」の字状に屈曲し、外

面に凹線文を施す。また外面

頸部には凹線文を施す。720

は口縁端部が上下に肥圧し、

口縁部内外面に横方向のナデ

を施す。744 は肩部に連続し

た刺突文を配した３条の突帯

文が付く。745 が頸部で外面

にユビオサエを施した粘土紐

が貼り付く。749 は口縁端部

が下に拡張し、外面に４条の凹線文を施す。外面頸部には押圧の施された粘土粒が付く。750 は底部

で底部外面にハケメを施す。722 ～ 743・751 ～ 757 は甕で、724 ～ 726・739 は頸部に連続した刺突

文を配する貼付突帯文が付く。733 は複合口縁をもつ甕で、５条の平行沈線文を施す。755 ～ 757 は

底部で短い脚が付く。746 ～ 748 は高坏の脚部であり、747 は外面に沈線文、内面まで貫通しない透

かしを有す。748 は端部が上下に拡張し、外面に凹線文や透かしが付く。

761 ～ 764 は土師器で、761・762 は口縁部が「く」の字状に屈曲する甕であり、端部が内側に引き

上げられる。ともに内面頸部までヘラケズリを施す。763は口縁部が複合口縁状に屈曲する甕であり、

外面は横方向のハケメ、内面は胴部中位まで横方向のヘラケズリが施され、肩部にはユビオサエの痕

跡が認められる。764 は羽釜の鍔の部分であり、外面にユビオサエの痕跡が認められる。

Ｓ 42 は石鏃でサヌカイト製である。Ｓ 43 は楔形石器で、一部に磨った痕跡が認められることから、

磨製石器を転用したものと思われる。Ｓ 44 は未成品で緑色凝灰岩製である。

２　中世以降の遺構・遺物

検出した遺構は竪穴住居３棟、土坑２基、溝３条、耕作痕、落ち込みを確認した。このうち掘立柱

建物 18 は９区で検出した溝 21 を切っており、また埋土の状況から中世後期以降に築かれたと推察さ

れ、掘立柱建物１・２・12 ～ 15 との関連性がうかがわれる。土坑は上段と中段で検出されており、

中段に位置する土坑 71 は壁面において礫を多く検出していることから、土坑とするよりも 11 区の石

列２のつづきと捉えた方がよいのかもしれない。溝は全て中段で検出されており、このうち溝 34 は

掘り方が不明瞭であることから落ち込みの可能性が高い。他の溝 32・33 はⅦ層に由来する灰褐色粘

質土を埋土にもつことから、耕作に伴う溝の可能性が考えられる。耕作痕、落ち込みは上段で検出さ

れ、耕作痕８～ 10 はⅡ・Ⅲ・Ⅳ層をそれぞれ埋土にもつことから、耕作痕８→耕作痕９→耕作痕 10

の順に形成されたと考えられる。落ち込み２はⅢ層を埋土にもち、その配置状況から９区の溝 22 ～

25、14・15 区の水田 1・２、畠１～３と関連するものと考えられ、耕作に伴う落ち込みないしは段の

可能性が高いといえよう。
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第206図　掘立柱建物16

第207図　掘立柱建物17

（１）掘立柱建物

掘立柱建物 16（第 206図、ＰＬ .21）

調査区西側に位置しており、ＡＴ上

面で検出した。北側の２間分を確認

し、残りは南側の調査区外にのびてい

る。柱間距離は 193 ～ 240㎝を測り、

軸はＮ－ 72°－Ｅと若干北に振れてい

る。柱穴は平面形が円形ないしは楕円

形を呈しており、規模は長さ 49 ～ 92

㎝、深さ 52㎝～ 72㎝を測る。Ｐ１・

Ｐ３では幅 20㎝ほどの柱痕跡を確認

し、Ｐ３の底面では柱が沈み込んだと

考えられる幅 24㎝ほどの円形の落ち

込みが認められた。埋土中からは遺物

が出土しておらず時期の特定ができな

いが、埋土の状況から中世後期以降の

ものと捉えている。

掘立柱建物 17（第 207図、ＰＬ .21）

掘立柱建物16と重複して検出されて

おり、切り合いから当遺構が古いとい

える。北側３間、南側１間分を確認
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第208図　掘立柱建物18・出土遺物

し、残りは東側にのびると考えられる。確認した範囲で桁行は640㎝、梁行は350㎝、桁行の柱間距離

は194～250㎝を測り、主軸はＮ－82°－Ｅとほぼ東西方向を向く。柱穴は平面形が円形ないしは楕円

形を呈しており、規模は長さ50～63㎝、深さ28～58㎝を測る。Ｐ１では幅24㎝の柱痕跡を確認し、Ｐ

２の底面には幅22㎝ほどの柱が沈み込んだと考えられる落ち込みが認められた。遺物は出土しておら

ず時期の特定はできないが、埋土がⅡないしはⅢ層に由来する灰褐色土となっていることから中世後

期以降と考えられる。
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第209図　土坑70・出土遺物

第210図　土坑71・出土遺物

第211図　溝32・33

掘立柱建物 18（第 208図、ＰＬ .21・44）

掘立柱建物 16・17 と重複し、溝 21 を切

る。当遺構は部分的な調査であることから

全容を捉えることが難しく、調査中に建物として認識することができず、整理作業時に掘立柱建物と

してまとめたものである。

遺構は北側２間、南側１間、西側２間分を確認した。規模は確認した範囲で桁行 662㎝、梁行 430

㎝を測り、軸はＮ－ 84°－Ｗとほぼ東西となる。柱間距離は 216 ～ 392㎝であり、Ｐ２- Ｐ３間が広く

なる。柱穴は平面形が円形を呈し、規模は長さ 34 ～ 62㎝、深さ 36 ～ 46㎝を測る。Ｐ２・Ｐ３にお

いて幅 18 ～ 24㎝ほどの柱痕跡を確認し、Ｐ３の底面において幅 16㎝ほどの柱が沈み込んだと考えら

れる円形の落ち込みを確認した。また、Ｐ２の柱痕跡内からは鉄製の馬具Ｍ 153 が出土した。時期は

溝 21 を切っていること、周囲の遺構の状況から中世後期以降と考えられる。

（２）土坑

土坑 70（第 209図）

掘立柱建物 16 の東側 1.5 ｍに位置しており、ＡＴ上面で検

出した。平面形は隅丸長方形を呈しており、規模は長さ 114㎝、

幅 63㎝、深さ 27㎝を測る。床面はほぼ平坦で、やや浮いた状

態で一辺 30㎝ほどの礫を検出した。遺物は埋土中から鉄製の

釘Ｍ 154 が出土した。時期は中世以降と考えられる。

土坑 71（第 210図）

調査区東隅に位置しており、淡灰褐色細砂上面で検出した。

大半が調査区外にのびているため全容は不明である。壁面には

６～ 50㎝ほどの礫が多量に置かれており、11 区で検出した石

列２と同じ様相を示す。このため、石列２の続きとなる可能性
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第３章　門前上屋敷遺跡の調査成果

第212図　溝34・出土遺物

第213図　耕作痕８～ 10①

が高いといえる。

（３）溝

溝 32・33（第 211 図）

土坑 71 の西側約５ｍに位置しており、淡灰

褐色細砂上面で検出した。溝 32・33 は重複し

ているが、重複部分がピットによって壊され切

り合いは不明である。これらは幅 32 ～ 50㎝、

深さ約 14㎝を測り、断面形は「Ｕ」字状を呈

する。埋土がともにⅦ層に由来する灰褐色粘質

土となることから、中世のものと考えられる。

溝 34（第 212図、ＰＬ .21）

溝 32・33 の西側約 10 ｍに位置しており、暗

灰褐色細砂上面で検出した。西岸は円礫が多く

堆積し、その西側が黄褐色ロームとなることか

ら、段丘と氾濫原との境にあたると考えられ

る。規模は幅 325㎝、深さ 28㎝を測り、断面形

は皿状を呈する。平面形及び掘り方が不明瞭と

なることから落ち込みの可能性がある。

（４）耕作痕

耕作痕８～ 10（第 213・214 図、ＰＬ .21）

調査区の中心に位置しており、Ⅴ層上面で検出した。これらは埋土の違いによって分離することが
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第９節　17区の調査

第214図　耕作痕８～ 10②
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第３章　門前上屋敷遺跡の調査成果

第215図　落ち込み２

第216図　遺構に伴わない遺物①

可能であり、Ⅳ層を埋土にもつものを耕作痕８、Ⅲ層を埋土にもつもの

を耕作痕９、Ⅱ層を埋土にもつものを耕作痕 10 とした。これらは埋土

の状況から、耕作痕８→耕作痕９→耕作痕 10 の順に変遷していくと考

えられる。耕作痕８～ 10 は北西から南東方向にかけて直線的にのびる

溝群で構成される。掘り方は不明瞭であり、平面形は不定形でいびつな

ものとなっている。規模は幅 12 ～ 50㎝、深さ６～ 12㎝を測り、断面形

は皿状を呈する。時期は遺物が出土しておらず不明瞭であるが、埋土の

状況から耕作痕８は中世前期、耕作痕９は中世前期～後期、耕作痕 10

は中世後期以降のものと推察される。

（５）落ち込み

落ち込み２（第 215図）

土坑 70 の東側 1.2 ｍに位置しており、Ⅴ層上面で検出した。大半が

調査区外にあるため全容は不明である。遺構は検出面から 12㎝ほど落

ち込み、段を形成する。埋土はⅢ層であり、これと同様の埋土をもつ耕

作痕９がすぐ東側で確認されており、15 区で検出した水田１・２の段

と同様、耕作に伴う可能性が高いといえる。
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第９節　17区の調査

第217図　17区遺構に伴わない遺物②

（６）遺構に伴わない遺物（第 216・217 図、ＰＬ .47）

遺物はⅡ～Ⅴ層及び遺構検出時に出土したものが大半である。第 216 図に掲げたものは中段から、

第 217 図のものは上段から出土したものである。

767～ 775 は土師器である。767～ 770 は坏で、底部との境に段を有する。768の底部は回転糸切り、

770 は回転ヘラ切りの可能性が高い。他は器面が摩滅し不明である。771・772 は手づくね成形による

皿であり、口縁部は横方向のナデにより仕上げる。773 は「く」の字状に屈曲する口縁部をもつ鍋、

774 は受け部状の口縁部をもつ鍋、775 は鉢である。

776 は須恵器で、外面胴部から頸部にかけて縦方向のハケメ後、横方向のハケメを行い、一部にお

いて横方向のナデを施す。当地域において珍しい特徴をもつことから胎土分析を行ったところ、勝間

田産であることが判明した（第５章第４節参照）。

777 は瓦質の鍋で、受け部状の口縁部をもつ。778 は須恵器の壺、779・780 は須恵器の甕で、779

は外面格子状の叩き、内面にナデを施す。780 は外面に格子状の叩きを施した後ハケメを行い、一部

においてヘラ状工具による沈線文を施す。内面にはうっすらと同心円状の当具の痕跡が残る。781 は

備前Ⅲ期の擂鉢と考えられるが、焼きが悪く軟質である。782 は直縁大皿で瀬戸美濃産である。783

は唐津の碗である。Ｓ 45 は石錘、Ｓ 46 は硯、Ｓ 47 は磨石、Ｍ 155 は洪武通寶である。
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第３章　門前上屋敷遺跡の調査成果

表２　門前上屋敷遺跡土器観察表（１）

挿図 遺物
番号 遺構・地区・層位名 種類 器種 材質 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第５図 1 15区
試掘トレンチ 弥生土器 甕 器高△6.3 外面口縁部2条以上凹線。体部タテハケ。

内面ヨコナデ。肩部指押さえ。 密 良好 内外面とも浅黄橙色。 外面肩部黒斑あり

第５図 2 15区
試掘トレンチ 弥生土器 底部 器高△4.0

底径※4.0
外面体部縦方向ミガキ。底部ナデ。
内面上方向ケズリ。 密 良好 外面にぶい橙～黄橙

色。内面にぶい黄橙色 底部外面黒斑あり

第５図 3 15区
試掘トレンチ 土師器 小皿

口径※8.2
器高1.2
底径※5.8

外面体部ヨコナデ。底部回転糸切り。
内面ヨコナデ。 密 良好 外面灰褐色。内面明赤

褐色

第５図 Ｓ１ 15区
試掘トレンチ 石製品 鏃 サヌカイト

最大長1.9
最大幅1.4
最大厚0.4
重さ0.7g

小型の平基鏃。三角形状を呈す。

表１　門前上屋敷遺跡15区試掘トレンチ出土遺物観察表

第10節　遺物観察表

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第19図 1 8 掘立柱建物２ 土師器 坏 器高△1.4 回転台成形。底部は糸切りか。内外面ともに器
面が摩滅し調整不明。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい橙色

第19図 2 8 掘立柱建物２ 白磁 碗 器高△1.7 白磁碗Ⅳ類。口縁部は玉縁状を呈する。 密 良好 胎土　灰白色
釉　　灰白色

第21図 3 8 柱穴10 土師器 皿
器高△3.0 
口径※11.2
底径※7.5

回転台成形。底部は糸切りか。内外面ともにヨ
コナデを施す。外面に煤が付着する。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい黄橙色

第21図 4 8 柱穴18 土師器 皿 器高△1.0 
底径※7.4

回転台成形。底部は糸切りか。内外面ともに器
面が摩滅し調整不明。

密、石英・雲
母・橙色粒を
含む

良好 内外　にぶい黄橙色

第21図 5 8 柱穴20 白磁 皿 器高△1.7 白磁皿E類か。口縁部は外反する。 密 良好 釉　　灰白色
胎土　灰白色

第22図 6 8 土坑36 染付 碗 器高△ 2.6 外面に暗緑色の 網目文を配す。 密 良好 釉　　灰白色
胎土　灰白色

第24図 7 8 土坑38 土師器 坏 口径※13.2
器高△3.2

回転台成形か。内外面口縁部はヨコナデを施
す。 密 良好 内外　にぶい黄橙色

第24図 8 8 土坑38 土師器 皿 口径※6.0
器高△1.4 回転台成形か。外面口縁部はヨコナデを施す。 密 良好 外　浅黄橙色

内　にぶい黄橙色

第24図 9 8 土坑38 土師器 皿
口径8.2
器高1.4
底径6.9

回転台成形。底部は回転糸切り後ナデか。内面
底部は不定方向のナデ、他はヨコナデか。内外
面ともに器面が摩滅し調整不明瞭。

密、石英・長
石・橙色粒を
含む

良好 内外　淡橙色

第24図 10 8 土坑38 土師器 皿
口径7.7
器高1.4
底径6.3

回転台成形。底部は回転糸切り後ナデか。内面
底部は不定方向のナデ、他はヨコナデか。内外
面ともに器面が摩滅し調整不明瞭。

密、石英・長
石・橙色粒を
含む

良好 内外　浅黄橙色

第25図 11 8 土坑39 陶器 鉢 口径※16.4
器高△10.0

口縁部が内側に張り出す。内外面ともに釉を施
す。 密 良好 釉　　オリーブ黄色

胎土　灰黄色

第26図 12 8 土坑40 土師器 坏 器高△1.6
底径※8.7

回転台成形。底部は糸切り。内面はナデ、外面
はヨコナデを施す。 密 良好 内外　浅黄橙色

第26図 13 8 土坑40 土師器 坏 器高△1.1
底径※10.0

回転台成形。底部は糸切り。内外面ともに器面
が摩滅し調整不明。 密 良好 内外　明黄褐色

第26図 14 8 土坑40 土師器 皿
口径※8.2
器高△1.4
底径※7.0

回転台成形。底部は回転糸切り。内面は不定方
向のナデ、外面はヨコナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　暗褐色

第26図 15 8 土坑40 土師器 皿
口径※8.0
器高△1.2
底径※7.8

回転台成形。底部は糸切り。内面は不定方向の
ナデ、外面はヨコナデを施す。内面に稲籾の圧
痕がみられる。

密 良好 内外　淡黄色

第26図 16 8 土坑40 土師器 皿 器高△1.0 回転台成形。底部は回転糸切り。内面底部には
不定方向のナデを施す。 密 良好 内外　灰黄色

第26図 17 8 土坑40 弥生土器 壺 器高△5.4 外面は縦方向のハケメ後４条の凹線文を施す。
内面は横方向のナデを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

断　　褐灰色

第28図 18 8 土坑42 土師器 皿 器高△1.3 回転台成形か。内外面ともに器面が摩滅し調整
不明。 密 良好 内外　灰白色

第28図 19 8 土坑42 白磁 碗 器高△2.5 内外面ともに施釉。 密 良好 釉　　灰白色
胎土　灰白色

第30図 20 8 たわみ１ 備前焼 壺 器高△3.3
備前Ⅳ期か。口縁部は外側に折り曲げ玉縁状を
呈す。内外面ともにナデ、内面口縁部に釉が付
着する。

密、長石を含
む 良好 内外　にぶい赤褐色

第31図 21 8 Ｐ483 土師器 皿 器高△1.6
手づくね成形。口縁部は外反し、横方向のナデ
により外面に段が付く。口縁端部直下に凹線が
付く。内面は丁寧なナデを施す。

密 良好 外　にぶい橙色
内　にぶい黄橙色

第31図 22 8 Ｐ484 土師器 鼓形器台 器高△2.6 外面は横方向のナデ、内面はヘラミガキを施
す。

密、石英・長
石・雲母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第31図 23 8 Ｐ485 土師器 坏 器高△2.5 回転台成形か。内外面ともに器面が摩滅し調整
不明。 密 良好 内外　浅黄橙色

第31図 24 8 Ｐ486 土師器 坏 器高△1.9
底径※6.3

回転台成形。底部は静止糸切りか。内面底部は
ナデ、他はヨコナデか。器面が摩滅し調整不明
瞭。

密 良好 内外　にぶい黄橙色

第32図 25 8 Ⅴ層 弥生土器 蓋 器高△3.1
底径※12.2

下に拡張した口縁端部をもち、外面体部との境
が突出する。外面にはナデ後３条以上の沈線
文、内面は横方向のヘラケズリを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　橙色　

第32図 26 8 Ⅴ層 須恵器 坏身 口径※12.6
器高△2.7

内外面ともにヨコナデを施す。外面体部に釉が
付着する。 密 良好 内外　灰色

断　　灰褐色

第32図 27 8 Ⅴ層 須恵器 甕 器高△8.9 外面に平行叩き、内面に同心円状の当具痕が残
る。口縁部の接合面に叩き痕が認められる。 密 良好 内外　灰色
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第10節　遺物観察表

表３　門前上屋敷遺跡土器観察表（２）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第32図 28 8 Ⅴ層 備前焼 甕 器高△5.8
底径※12.4 内外面ともにナデ。内面底部に釉が付着する。 密、長石・雲

母を含む 良好 内外　赤灰色

第33図 29 8 遺構外 須恵器 壺 器高△2.3
底径※7.8

細く短い口縁部をもつ。内外面ともにナデを施
す。外面に釉が付着する。 密 良好 内外　灰色

第33図 30 8 遺構外 土師器 坏 器高△1.4
底径※7.6

回転台成形。底部は静止糸切りか。内面底部は
不定方向のナデを施す。 密 良好 外　黒褐色

内　灰白色

第33図 31 8 遺構外 瓦質土器 羽釜 器高△3.3 外面口縁部直下に短い鍔が付く。口縁端部は内
傾し、内面端部直下に浅い凹線が付く。

密、石英・長
石を多く含む 良好 内外　黄褐色

第33図 32 8 遺構外 須恵器 甕 器高△5.2 外面には格子状の叩き、内面には横方向のナデ
が施される。勝間田系。 密 良好 外　灰色

内　灰白色

第33図 33 8 遺構外 須恵器 甕 器高△7.5 外面には格子状の叩き、内面には横方向のナデ
が施される。勝間田系。 密 良好 外　褐灰色

内　にぶい褐色

第33図 34 8 遺構外 須恵器 甕 器高△4.3 外面には格子状の叩き、内面には横方向のナデ
が施される。勝間田系。 密 良好 外　褐灰色

内　にぶい褐色

第33図 35 8 遺構外 陶器 壺 器高△2.0
底径※6.6

削り出しによる高台部をもつ。内面の一部に釉
がかかる。 密 良好 胎土　灰オリーブ色

第33図 36 8 遺構外 陶器 皿 口径※8.2
器高△1.4 内面に釉がかかる。 密 良好 釉　暗

外　にぶい褐色

第36図 37 9 柱穴29 弥生土器 甕 器高△2.7
底径※6.8

底面はナデ、底部外面は縦方向のヘラミガキ、
内面はナデを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　褐灰色

第36図 38 9 柱穴40 弥生土器 壺 器高△1.8
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の
凹線文を施す。内外面ともに横方向のナデを施
す。

密 良好 内外　橙色　　　　
断　褐灰色

第38図 39 9 P487 弥生土器 高坏 口径※18.4
器高△5.7

口縁端部は水平で外側に拡張する。口縁部外面
には２条の凹線文、内外面にはヘラミガキを施
す。器面が摩滅し調整不明瞭。

密、石英・長
石・橙色粒を
含む

良好 内外　明黄褐色

第38図 40 9 遺構外 弥生土器 甕 口径※15.0
器高△2.2

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。内外面ともに横方向のナデを施
す。器面が摩滅し調整不明瞭。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　灰黄褐色

第38図 41 9 遺構外 弥生土器 甕 器高△4.1
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに凹線文
を施す。内外面ともに器面が摩滅し調整不明。
外面口縁部に煤が付着する。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　浅黄色

第38図 42 9 遺構外 弥生土器 甕 器高△3.4
上に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の凹
線文を施す。内外面ともに器面が摩滅し調整不
明。

密、長石・雲
母を含む 良好 外　灰黄色

内　浅黄色　

第38図 43 9 遺構外 弥生土器 甕 器高△2.1
上下に肥厚した口縁部をもち、そこに２条の凹
線文を施す。内外面ともに横方向のナデを施
す。

密、石英・長
石・雲母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第38図 44 9 遺構外 弥生土器 甕 器高△2.2 上下に拡張した口縁端部をもち、２条の凹線文
を施す。内外面ともに横方向のナデを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第38図 45 9 遺構外 弥生土器 甕 器高△2.1
くの字状に屈曲した口縁端部をもち、そこに３
条の凹線文を施す。内外面ともに器面が摩滅し
調整不明瞭。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　橙色

第38図 46 9 遺構外 弥生土器 甕 器高△3.6
上下に拡張した口縁端部をもち、外面頸部に連
続した刺突文を配す貼付突帯が付く。内外面と
もに器面が摩滅し調整不明。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好
外　にぶい黄橙色
内　橙～にぶい黄橙
　　色

第38図 47 9 遺構外 弥生土器 甕 器高△3.4 複合口縁をもち、そこに６条の沈線文を施す。
内外面ともにナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含む 良好 外　黄灰色

内　淡黄色

第38図 48 9 遺構外 弥生土器 甕 器高△3.1 上下に拡張した口縁端部をもち、そこに凹線文
を施す。内外面ともに器面が摩滅し調整不明。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第38図 49 9 遺構外 弥生土器 甕 器高△2.8
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
沈線文を施す。内外面口縁部はナデ、内面は頸
部まで横方向のヘラケズリを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 外　灰黄褐色

内　にぶい黄橙色

第38図 50 9 遺構外 弥生土器 甕 口径※11.6
器高△6.0

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに４条の
平行沈線文を施す。外面肩部には連続した刺突
文を配す。外面は縦方向のハケメ後頸部にかけ
て横方向のナデ、内面は頸部付近まで横方向の
ヘラケズリを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい黄橙色

第38図 51 9 遺構外 弥生土器 甕 器高△2.2
上に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の凹
線文を施す。外面に赤色顔料を塗布した痕跡が
みられる。

密、石英・長
石を多く含む 良好 内外　淡黄色

断　　褐灰色

第38図 52 9 遺構外 弥生土器 甕 器高△2.1 口縁端部を外側に折り返す。内外面ともに器面
が摩滅し調整不明。 密 良好 内外　にぶい黄橙色

第38図 53 9 遺構外 弥生土器 甕 器高△1.9
底径※6.6

内外面ともにナデを施す。外面には黒斑がみら
れる。

密、石英・長
石・雲母を含む 良好 内外　淡黄色

第38図 54 9 遺構外 弥生土器 甕 器高△3.4
底径※8.0 内外面ともに器面が摩滅し調整不明。 密、雲母を含

む 良好 内外　淡黄色

第38図 55 9 遺構外 弥生土器 壺 器高△4.2
底径※8.4 外面はハケメ、内面はナデを施す。 密、石英・長

石・雲母を含む 良好 外　浅黄～黄灰色
内　黄灰色

第38図 56 9 遺構外 弥生土器 高坏 器高△1.8 端部は水平で内側に肥厚し、外側に２条以上の
凹線文、内面にはナデを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 外　黄灰色

内　浅黄色　                 

第38図 57 9 遺構外 弥生土器 脚部 器高△2.8 端部は肥厚する。内外面ともに器面が摩滅し調
整不明。

密、石英・長
石・雲母を含む 良好 外　橙～褐灰色

内　にぶい黄橙色

第38図 58 9 遺構外 須恵器 坏 器高△1.7
底径※8.4

外面底部境に貼付による高台が付く。内外面に
ヨコナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰白色

第38図 59 9 遺構外 須恵器 坏身 口径※11.3
器高△2.6 内外面ともにヨコナデを施す。 密 良好 内外　青灰色

第38図 60 9 遺構外 須恵器 坏 器高△1.6
底径※8.2

底部は回転糸切り。内面底部は不定方向のナ
デ、内外面体部はヨコナデを施す。

密、長石を含
む 良好 内外　暗緑灰色

第38図 61 9 遺構外 須恵器 坏 器高△1.4
底径※9.1 外面底部のやや内側に高台が付く。 密 良好 内外　緑灰色

第38図 62 9 遺構外 須恵器 坏 器高△1.3
底径※9.0

外面底部のやや内側に高台が付く。内面底部は
不定方向のナデを施す。 密 良好 内外　青灰色

第38図 63 9 遺構外 須恵器 坏 器高△1.6
底径※11.0

外面底部のやや内側に高台が付く。内面底部は
ナデを施す。使用により摩滅する。

密、長石を少
し含む 良好 内外　青灰色

第38図 64 9 遺構外 須恵器 坏 器高△2.2
底径※10.8

底面やや内側に高台が付く。内外面口縁部には
ヨコナデを施す。 密 良好 内外　灰色

第38図 65 9 遺構外 須恵器 坏 器高△3.2
底径※11.0

底面のやや内側に高台が付く。内外面口縁部は
ヨコナデ、内面は使用により摩滅する。 密 良好 内外　灰色
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第３章　門前上屋敷遺跡の調査成果

表４　門前上屋敷遺跡土器観察表（３）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第38図 66 9 遺構外 須恵器 皿 器高△2.6
底径※11.9 内外面ともにヨコナデを施す。 密、長石・雲

母を含む 良好 外　緑灰色
内　暗青灰色

第38図 67 9 遺構外 須恵器 甕 口径※13.4
器高△2.9

口縁端部がやや下に張り出し段を有す。内外面
ともにヨコナデを施す。内面口縁部に釉が付着
する。

密 良好 内外　灰色

第43図 68 9 溝３ 土師器 坏 器高△1.7
底径※6.8

回転台成形。底部は糸切り。内外面ともに器面
が摩滅し調整不明。 密 良好 内外　浅黄橙色

第43図 69 9 溝３ 土師器 皿
口径※7.4
器高△1.6
底径※6.0

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面口縁部
はヨコナデを施す。

密、長石を含
む 良好 内外　橙色　

第43図 70 9 溝３ 土師器 皿
口径※7.4
器高△1.6
底径※5.6

回転台成形。底部は糸切り。内外面ともに器面
が摩滅し調整不明。 密 良好 内外　橙色　

第43図 71 9 溝21 土師器 皿 器高△2.5
　　

手づくね成形。口縁端部付近で細くなる。内面
に煤が付着する。 密 良好 内外　にぶい黄橙色

第43図 72 9 溝21 土師器 皿？ 器高△2.6
　　

手づくね成形か。口縁端部に工具による刺突を
行う。外面全体は発泡する。

密、石英・橙
色粒を含む 良好 内外　明黄褐色

第45図 73 9 溝22 土師器 坏 器高△1.4
底径※6.3

回転台成形。底部は静止糸切り。内面底部は不
定方向のナデ、外面口縁部はヨコナデを施す。 密 良好 内外　浅黄橙色

第45図 74 9 溝22 土師器 皿 口径※11.6
器高△2.5

手づくね成形。外反する口縁部をもつ。内外面
口縁部には横方向のナデを施す。 密 良好 内外　淡黄色

第45図 75 9 溝22 瓦質土器 羽釜 口径※13.0
器高△4.8

口縁部直下に短い鍔が付く。口縁端部はやや内
傾し、内面端部直下に浅い凹みが付く。口縁部
内外面は横方向のナデ、外面体部は粗いナデ、
内面は丁寧なナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　淡黄色

第45図 76 9 溝25 土師器 甕 器高△3.9
　　

くの字状に屈曲する口縁部をもつ。内外面口縁
部ともにナデ、内面頸部まで横方向のヘラケズ
リを施す。

密、長石・雲
母・橙色粒を
含む

良好 内外　明黄褐色

第47図 77 9 石列１ 土師器 坏 器高△1.8
底径※6.8

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
器面が摩滅し調整不明。

密、長石・雲
母・橙色粒を
含む

良好 内外　橙色

第47図 78 9 石列１ 土師器 皿 口径※11.0
器高△1.7

手づくね成形。外反する口縁部をもち、外面に
僅かな段が付く。内面口縁端部直下には微かな
凹線が付く。

密、長石を含
む 良好 内外　にぶい黄褐色

第47図 79 9 石列１ 土師器 鍋 器高△2.9
受け部状の口縁部をもつ。端部は平坦で内側が
やや引き出される。内外面ともに器面が摩滅し
調整不明。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第47図 80 9 石列１ 須恵器 甕 器高△6.0 外面は格子状の叩き、内面はナデを施す。勝間
田系。 密 良好 外　灰色

内　黄褐色

第47図 81 9 石列１ 備前焼 甕 器高△4.2 底面と底部の境に横方向のヘラケズリ、内外面
底部はナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　赤灰色

第47図 82 9 石列１ 瀬戸 天目茶碗 口径※11.6
器高△3.5 口縁部はやや屈曲しながら立ち上がる。 密 良好 胎土　灰白色

釉　　黒褐色

第47図 83 9 石列１ 白磁 碗 器高△2.5
底径※6.2

白磁碗Ⅴ類。内面見込みに段を有す。高台は細
く高く直立する。外面にはヘラケズリが施され
る。

密 良好 胎土　灰白色
釉　　灰オリーブ色

第47図 84 9 石列１ 青磁 香炉 口径※10.0
器高△3.0 口縁端部に断面形が三角形の煙返しがつく。 密 良好 内外　灰オリーブ色

胎土　灰白色

第47図 85 9 石列１ 陶器 鉢 器高△5.2
底径※14.0

内面底部は不定方向のナデ、内外面体部は横方
向のナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　明赤褐色

第47図 86 9 石列１ 陶器 擂鉢 器高△2.8
底径※12.2

外面底部に型による高台が付く。内面は放射状
に卸目が施される。

密、石英・長
石を含む 良好 外　暗褐色

内　明黄褐色

第48図 87 9 土坑44 土師器 皿 器高△3.5
手づくね成形。外反する口縁部をもち、外面に
段が付く。内外面ともに器面が摩滅し調整不明
瞭。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　浅黄橙色

第48図 88 9 土坑44 青磁 碗 器高△2.5
　　

高麗青磁か。口縁部は外側へ屈曲し、端部が肥
厚し断面形がにぶい三角形状を呈する。 密 良好 胎土　灰白色

釉　　灰オリーブ色

第49図 89 9 遺構外 土師器 鉢 器高△2.5
　　

口縁端部内側が上に拡張し、外側付近に１条の
凹線が付く。外面はナデ、内面は横方向のヘラ
ミガキを施す。内面には煤が付着する。

密、石英・長
石を含む 良好 外　橙色

内　灰黄褐色

第49図 90 9 遺構外 須恵器 甕 器高△4.4 外面には格子状の叩き、内面にはナデを施す。 密 良好 外　灰色
内　にぶい黄橙色　

第49図 91 9 遺構外 陶器 鉢 器高△4.5
口縁部外面を横方向に強くナデて段を付ける。
内面には卸目が施される。内外面に釉がかけら
れる。

密 良好 内外　褐灰色
断　　にぶい赤褐色

第49図 92 9 遺構外 青磁 碗 器高△3.6 龍泉窯系青磁碗Ⅰ類。内面に片彫・櫛目で施し
た花文様を有す。 密 良好 胎土　灰白色

釉　　オリーブ黄色

第49図 93 9 遺構外 青磁 碗 器高△4.1 龍泉窯系青磁碗Ｄ類。２次火を受けたためか外
面の器面に発泡がみられる。 密 良好 胎土　灰白色

釉　　明緑灰色

第49図 94 9 遺構外 青磁 碗 器高△1.7
底径※6.0

龍泉窯系青磁碗Ⅰ類。内面に片彫蓮花文を有
す。 密 良好 胎土　浅黄橙色

釉　　灰オリーブ色

第49図 95 9 遺構外 青磁 碗 器高△3.5
底径※7.2

龍泉窯系青磁碗。底部のみ残存。内外面全体に
釉がかかる。 密 良好 胎土　灰白色

釉　　オリーブ灰色

第53図 96 10・13 溝27 土師器 皿
口径※12.6
器高2.4
底径※8.2

回転台成形。底部は静止糸切り。口縁部は外反
し、内面底部は不定方向のナデ、内外面口縁部
はヨコナデを施す。

密 良好 内外　明黄褐色

第53図 97 10・13 溝27 土師器 皿
口径※12.6
器高3.2
底径※9.2

回転台成形。底部は静止糸切り。内面底部は不
定方向のナデ、内外面口縁部はヨコナデを施
す。

密 良好 内外　黄橙色

第53図 98 10・13 溝27 白磁 皿
口径※15.0
器高3.5
底径※8.0

白磁皿E類。高台の畳付け部分は露胎する。 密 良好 胎土　灰白色
釉　　灰白色

第55図 99 11 柵列３ 土師器 坏 器高△2.1
底径※5.9

回転台成形。底部は回転糸切り後板目が付く。
底部内面は不定方向のナデを施す。

密、雲母を含
む 良好 内外　にぶい橙色

第55図 100 11 柵列３ 土師器 皿
口径※7.6
器高△1.2
底径※6.3

回転台成形。底部は静止糸切り。内面は不定方
向のナデ、外面はヨコナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい橙色

第55図 101 11 柵列３ 土師器 皿 器高△0.9
底径※4.0

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面体部は
ヨコナデを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄褐色
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第10節　遺物観察表

表５　門前上屋敷遺跡土器観察表（４）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第55図 102 11 柵列３ 弥生土器 甕 器高△2.1
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに４条の
凹線文を施す。内外面ともに横方向のナデを施
す。内面には赤色顔料を塗布した痕跡が残る。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄褐色

第57図 103 11 土坑47 土師器 坏
口径※12.3
器高△3.0
底径※7.0

回転台成形。底部は回転糸切り。外面はヨコナ
デを施し凹凸が顕著に残る。内面はヨコナデ後
ナデを施し、凹凸を磨り消す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　橙～にぶい黄

　　　橙色

第57図 104 11 土坑47 土師器 皿 口径※13.2
器高△2.5

手づくね成形。外面口縁部には横方向のナデ、
内面には不定方向のナデが施される。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　橙～浅黄色

第57図 105 11 土坑47 土師器 皿 口径※14.2
器高△2.6

手づくね成形。内外面口縁部には横方向のナデ
が施される。

密、雲母・褐
色粒を含む 良好 内外　橙色

第57図 106 11 土坑47 土師器 皿 器高△2.6 手づくね成形。内面口縁部には横方向のナデを
施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　灰白色

断　　褐灰色

第57図 107 11 土坑47 土師器 坏 口径※11.2
器高△2.4

手づくね成形か。内外面ともに器面が摩滅し調
整不明。器壁は薄い。

密、石英・長
石・橙色粒を
含む

良好 内外　橙～浅黄橙色

第57図 108 11 土坑47 土師器 坏 器高△1.8
底径※6.6

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
器面が摩滅し調整不明。内面には凹凸が認めら
れる。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　浅黄橙色

第57図 109 11 土坑47 土師器 坏 器高△1.8
底径※6.2

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
器面が摩滅し調整不明。内面には凹凸が認めら
れる。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい橙色　

　　　　　

第57図 110 11 土坑47 土師器 皿 口径※8.5
器高△1.7

手づくね成形。内外面口縁部には横方向のナデ
が施される。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

断　　褐灰色

第57図 111 11 土坑47 土師器 皿 口径※9.2
器高△1.2

手づくね成形。内外面口縁部には横方向のナデ
が施される。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい橙色

第57図 112 11 土坑47 土師器 皿
口径※8.2
器高△1.4
底径※6.2

回転台成形。底部は糸切り。内外面口縁部とも
にヨコナデを施す。

密、長石を含
む 良好 内外　灰白色

第57図 113 11 土坑47 土師器 皿 器高△1.0
底径※5.4

回転台成形。底部は回転糸切り。内面底部はナ
デ、内外面口縁部はヨコナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい橙色

第57図 114 11 土坑47 土師器 皿 器高△1.1
底径※4.6

回転台成形。底部は回転糸切り。内面底部は不
定方向のナデ、外面口縁部はヨコナデを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい橙色

第57図 115 11 土坑47 土師器 鍋 器高△3.7
　　

受け部状の口縁部をもち、内面端部がやや肥厚
する。端部には面取り様のナデ、内外面口縁部
は横方向のナデ、外面体部は縦方向のハケメ、
内面は横方向のハケメを施す。外面には煤が付
着する。

密、長石・雲
母を含む 良好 外　灰黄褐色

内　にぶい橙色

第57図 116 11 土坑47 瓦質土器 鍋 器高△2.7
　　

受け部状の口縁部をもち、内面端部直下に微か
な凹線が付く。内外面ともに横方向のナデを施
す。器面が摩滅し調整不明瞭。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　黄灰色

第57図 117 11 土坑47 弥生土器 甕 器高△3.5
　　

上に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の凹
線文を施す。内外面ともに縦方向のハケメ後頸
部付近まで横方向のナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　灰白色　　　
　　　　　

第57図 118 11 土坑47 弥生土器 甕 器高△4.9
底径※7.4

底面はナデ、外面底部は縦方向のヘラミガキ、
内面は縦方向のナデを施す。内面には煤が付着
する。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第59図 119 11 たわみ２ 弥生土器 甕 口径※16.7
器高△1.6

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。内外面ともに横方向のナデを施
す。

密、雲母を含
む 良好 内外　にぶい黄橙色

第59図 120 11 たわみ２ 弥生土器 甕 器高△3.6
上に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の凹
線文を施す。外面は縦方向のハケメ、内面は縦
方向のハケメ後頸部付近まで横方向のナデを施
す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　明褐色～褐灰
色

第59図 121 11 たわみ２ 弥生土器 甕 器高△2.7
上に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の凹
線文を施す。外面は縦方向のハケメ、内面は横
方向のナデを施す。外面に赤色顔料を塗布した
痕跡がある。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第59図 122 11 たわみ２ 弥生土器 高坏 器高△12.2
底径※10.2

上下に拡張した端部をもち、そこに２条の沈線
文を施す。外面は縦方向のヘラミガキ後端部付
近で横方向のナデ、内面はナデを施す。外面全
体に赤色顔料を塗布する。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 外　赤色
内　灰白色

第59図 123 11 たわみ２ 土師器 皿
口径※7.3
器高△1.4
底径※5.0

回転台成形。底部は回転ヘラ切りか。内面底部
は不定方向のナデ、内外面口縁部はヨコナデを
施す。

密 良好 内外　にぶい橙色

第59図 124 11 たわみ２ 瓦質土器 鍋 口径※28.9
器高△4.2

受け部状の口縁部をもち、内面端部直下に凹線
が付く。内外面ともに横方向のナデを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　灰白色

第60図 125 11 溝28 土師器 坏 口径※15
器高△3.8 

回転台成形。外面はヨコナデを施し凹凸が顕著
に残る。内面はヨコナデ後ナデを施し凹凸を磨
り消す。外面に煤が付着する。

密 良好 内外　にぶい橙色

第60図 126 11 溝28 土師器 皿 口径※8.8
器高△1.9 回転台成形。内外面ともにヨコナデを施す。 密、長石・雲

母を含む 良好 内外　にぶい橙色

第60図 127 11 溝28 土師器 皿 口径※8.0
器高△1.5 

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい橙色

第60図 128 11 溝28 土師器 鍋 口径※30.5
器高△10.2

口縁部はくの字状に屈曲し、端部は引き上げら
れる。端部と内面全体に横方向のハケメ、外面
は縦方向のハケメ後横方向のハケメを施す。外
面には煤が付着する。

密、長石・雲
母を含む 良好 外　黒褐色

内　にぶい黄橙色

第60図 129 11 溝28 須恵器 甕 器高△10.6
　　

外面には格子状の叩き、内面には横方向のナデ
を施す。 密 良好 内外　灰黄色

第60図 130 11 溝28 青花 皿 器高△1.6
底径※5.8

端反りの皿か。畳付け部分のみ露胎。２次火を
受け内外面の文様が失われる。 密 良好 胎土　灰白色

釉　　にぶい黄橙色

第60図 131 11 溝28 縄文土器 鉢 器高△2.4
外面口縁部直下には連続した刺突文を施す断面
形が三角形を呈す刻目付貼付突帯文が付く。内
外面ともにナデを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　黒褐色

第60図 132 11 溝28 青磁 壺？ 器高△1.7 肥前系。 密 良好 胎土　灰白色
釉　　明オリーブ灰

第61図 133 11 石列２ 土師器 坏 器高△1.6
底径※6.1

回転台成形。底部は回転糸切り。内面底部には
不定方向のナデを施す。内面底部に同心円状の
凹凸がみられる。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい橙色

第61図 134 11 石列２ 土師器 坏 口径※14.1
器高△2.1 

回転台成形か。内外面ともに器面が摩滅し調整
不明瞭。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色
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第３章　門前上屋敷遺跡の調査成果

表６　門前上屋敷遺跡土器観察表（５）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第61図 135 11 石列２ 土師器 坏 器高△1.5
底径※4.6

回転台成形。外面底部との境に段を有す。内外
面ともに器面が摩滅し調整不明。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　浅黄橙色

第61図 136 11 石列２ 弥生土器 甕 器高△3.4

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条以
上の凹線文を施す。外面頸部には連続した刺突
文を配す貼付突帯文が付く。内外面ともに横方
向のナデを施す。内外面ともに器面が摩滅し調
整不明瞭。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい黄橙色

第63図 137 11 遺構外 弥生土器 甕 口径※15.4
器高△3.3

上下に拡張した口縁端部をもち、２条の沈線文
を施す。口縁部は横方向のナデ、内面体部はハ
ケメを施す。内外面ともに煤が付着する。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　灰黄褐色

第63図 138 11 遺構外 弥生土器 甕 器高△4.0
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに４条の
沈線文を施す。内外面ともに縦方向のハケメを
施した後、頸部付近まで横方向のナデを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 外　灰黄色

内　にぶい黄色

第63図 139 11 遺構外 弥生土器 甕 器高△2.4
底径※4.7

底面はナデ、外面底部は縦方向のヘラミガキ後
底面付近で横方向のナデ、内面はナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　褐灰色　

第63図 140 11 遺構外 須恵器 坏身 器高△2.3 内外面ともにヨコナデを施す。 密、長石を含
む 良好 内外　灰色

第63図 141 11 遺構外 須恵器 坏 器高△1.9
底径※10.8

外面底部のやや内側に貼付による高台が付く。
器面が摩滅し調整不明。 密 良好 内外　緑灰色

第63図 142 11 遺構外 須恵器 壺 器高△3.3
底径※8.2

底部は回転糸切り。内外面体部はヨコナデを施
す。内面は凹凸が顕著にみられる。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　灰色

第63図 143 11 遺構外 土師器 坏 器高△2.2
底径※7.4

回転台成形。底部は糸切り後ナデ、内面底部は
不定方向のナデ、内外面口縁部はヨコナデを施
す。

密 良好 内外　明黄褐色

第63図 144 11 遺構外 土師器 坏 器高△1.6
底径※6.6

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
器面が摩滅し調整不明。２次火を受けた可能性
がある。

密 良好 内外　橙色　

第63図 145 11 遺構外 土師器 坏 器高△1.6
底径※6.8

回転台成形。外面底部との境に段を有す。内外
面ともに器面が摩滅し調整不明。 密 良好 内外　浅黄橙色

第63図 146 11 遺構外 土師器 坏 器高△2.1
底径※6.2

回転台成形。外面底部との境に段を有す。内外
面口縁部はヨコナデを施す。器面が摩滅し調整
不明瞭。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　灰白色

第63図 147 11 遺構外 土師器 坏 器高△1.1
底径※5.6

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
煤が付着する。外面底部に赤色顔料を塗布した
痕跡がある。

密 良好 内外　黄褐色　　　

第63図 148 11 遺構外 土師器 坏 器高△2.1
底径※6.4

回転台成形。外面底部との境に段を有す。内外
面ともに器面が摩滅し調整不明。 密 良好 内外　浅黄橙色

断　　褐灰色

第63図 149 11 遺構外 土師器 坏 器高△2.0
底径※5.6

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
器面が摩滅し調整不明。

密、長石・雲
母を含む 良好 外　にぶい黄橙色

内　浅黄橙色

第63図 150 11 遺構外 土師器 皿
口径※8.0
器高△2.2
底径※6.0

回転台成形。底部は回転糸切り。外面体部に糸
切りの失敗した跡がみられる。内面底部はナ
デ、内外面口縁部はヨコナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　浅黄橙色

第63図 151 11 遺構外 土師器 皿
口径※7.6
器高△1.7
底径※6.8

回転台成形。底部は糸切り。内外面口縁部はヨ
コナデを施す。 密 良好 内外　淡黄色

第63図 152 11 遺構外 土師器 皿
口径※7.8
器高1.5　
底径※5.9

回転台成形。底部は回転糸切り。内面底部には
不定方向のナデ、内外面口縁部にはヨコナデを
施す。外面に粘土接合痕がみられる。

密 良好 内外　灰白色

第63図 153 11 遺構外 土師器 皿
口径※8.4
器高△1.5
底径※6.6

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデを施す。外面に赤色顔料を塗布した痕
跡がみられる。

密 良好 内外　明赤褐色

第63図 154 11 遺構外 土師器 皿
口径※7.8
器高△1.6
底径※6.2

回転台成形。底部は糸切り。内外面ともに器面
が摩滅し調整不明。

密、長石・雲
母・橙色粒を
含む

良好 内外　明赤褐色

第63図 155 11 遺構外 土師器 皿
口径※8.0
器高△1.4
底径※5.8

回転台成形。底部は回転糸切り。口縁部内外面
にはヨコナデを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 外　明黄褐色

内　にぶい褐色

第63図 156 11 遺構外 土師器 皿
口径※6.9
器高△1.5
底径※5.1

回転台成形。外面底部は切り離し後ナデ、内面
は不定方向のナデ、外面口縁部はヨコナデを施
す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第63図 157 11 遺構外 土師器 坏 器高△1.1
底径※4.3

回転台成形。底部は回転ヘラ切り。内面底部は
不定方向のナデを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　明黄褐色

第63図 158 11 遺構外 土師器 坏 器高△1.0
底径※5.0

回転台成形。底部は回転糸切り。内面底部には
稲籾の圧痕が付く。外面底部との境に段を有
す。内外面ともに器面が摩滅し調整不明。

密 良好 内外　灰白色

第63図 159 11 遺構外 土師器 皿 口径※7.4
器高△1.5 手づくね成形。口縁部は横方向のナデを施す。 密、長石・雲

母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第64図 160 11 遺構外 土師器 鍋 口径※28.0
器高△6.4

くの字状に屈曲し、やや湾曲する口縁部をも
つ。外面は縦方向のハケメ後頸部付近まで横方
向のナデを施す。内面は横方向のハケメ後肩部
付近まで横方向のナデを施す。外面には煤が付
着する。

密 良好 外　黒褐色
内　褐色

第64図 161 11 遺構外 土師器 鍋 口径※28.0
器高△9.6

くの字状に屈曲する口縁部をもち、端部は上に
引き上げられる。端部と内面全体に横方向のハ
ケメ、外面は縦方向のハケメ後横方向のハケメ
を施す。外面には煤が付着する。

密 良好
外　黒褐色
内　明黄褐色
断　褐灰色

第64図 162 11 遺構外 土師器 鍋 口径※24.2
器高△6.1

くの字状に屈曲する口縁部をもつ。外面口縁部
は横方向のナデ、体部はハケメ後ナデ、内面全
体はハケメ後ナデを施す。外面には煤が付着す
る。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 外　黒褐色
内　にぶい黄褐色

第64図 163 11 遺構外 瓦質土器 鍋 器高△5.0
受け部状の口縁部をもつ。端部は面取り様のナ
デを施し、内側が突出する。内外面口縁部はヨ
コナデ、内面体部はハケメ、内側はナデを施
す。外面には煤が付着する。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　褐灰色

断　　灰白～黒色

第64図 164 11 遺構外 瓦質土器 羽釜 器高△3.6
内湾して立ち上がる口縁部をもち、外面口縁部
の直下に鍔が付く。端部は横方向のナデにより
凹み、内側は引き出される。内外面ともに横方
向のナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰色

断　　灰白色

第64図 165 11 遺構外 瓦質土器 鉢 口径※31.0
器高△4.6

端部は外傾し、内側がやや上に拡張する。内面
は横方向のハケメ、外面はナデを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　黒褐色

第64図 166 11 遺構外 土師器 風炉 口径※27.6
器高△5.5

口縁部は直立し、端部は水平となる。口縁部の
境には突帯が付く。外面口縁部には連子紋が施
される。 内外面は横方向のナデを施す。

密 良好 外　淡黄色
内　橙色
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第10節　遺物観察表

表７　門前上屋敷遺跡土器観察表（６）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第64図 167 11 遺構外 須恵器 甕 口径※31.6
器高△3.5

外反する口縁部をもつ。外面端部直下には１条
の凹線が付く。外面は縦方向のハケメ後横方向
のナデ、内面は横方向のナデを施す。

密 良好 内外　灰色

第64図 168 11 遺構外 須恵器 甕 器高△6.4
内外面口縁部は横方向のナデ、外面体部は格子
状の叩き、内面は横方向のナデを施す。勝間田
系。

密、長石・雲
母を含む 不良 内外　灰白色

第64図 169 11 遺構外 須恵器 甕 器高△4.3 外面には格子状の叩き、内面には横方向のナ
デ、ハケメが施される。勝間田系。 密 不良 内外　灰白色

断　　褐灰色

第64図 170 11 遺構外 白磁 碗 器高△1.6 白磁碗Ⅳ類。口縁部は玉縁状を呈する。 密 良好 胎土　灰白色
釉　　灰白色

第64図 171 11 遺構外 白磁 碗 器高△2.3 白磁碗Ⅳ類。口縁部は玉縁状を呈する。 密 良好 胎土　灰白色
釉　　灰白色

第64図 172 11 遺構外 白磁 皿 口径※11.8
器高△2.7 内面は櫛状の工具で文様が施される。 密 良好 胎土　灰白色

釉　　灰白色

第64図 173 11 遺構外 白磁 碗 器高△3.0
底径※6.6

白磁碗Ⅴ類。高台は細く高く直立する。高台の
一部にまで釉がかかる。 密 良好 胎土　にぶい黄橙色

釉　　灰白色

第64図 174 11 遺構外 青磁 碗 器高△2.8
底径※5.6

龍泉窯系青磁碗。高台内部は露胎。２次火を受
けたためか内外面の器面に発泡がみられる。 密 良好 胎土　灰白色

釉　　オリーブ灰色

第64図 175 11 遺構外 白磁 合子 器高△2.1
底径※4.8

外面には蓮弁を有す。口縁部外面と内面の一
部、底部の外面が露胎している。 密 良好 胎土　灰白～浅黄色

釉　　浅黄色　

第64図 176 11 遺構外 青磁 碗 器高△1.7 龍泉窯系青磁皿Ⅰ類。 密 良好 胎土　灰白色
釉　　オリーブ黄色

第64図 177 11 遺構外 青磁 皿 器高△1.7
底径※5.0

龍泉窯系青磁皿Ⅰ類。内面見込み部分に櫛状の
工具による花文を有す。底部外面の釉は削り取
られる。

密 良好 胎土　灰白色
釉　　灰オリーブ色

第64図 178 11 遺構外 青磁 碗 器高△3.2
底径※6.4

龍泉窯系青磁碗D類。内面に文様を有す。２次
火を受けたためか内外面の器面に発泡がみられ
る。

密 良好 胎土　灰白色
釉　　オリーブ灰色

第64図 179 11 遺構外 青花 皿 器高△1.4
端反りの皿か。高台を持ち、胴部外面と内面見
込み部分に文様を描く。２次火を受けたためか
内外面の器面に発泡がみられる。

密 良好
胎土　灰白色
釉　　明青灰色、暗
　　　青色

第64図 180 11 遺構外 唐津 碗 器高△3.3
底径※5.0

釉が内外面にかかるが、体部外面の下半から高
台部分にかけて露胎。高台は削り出しによる。 密 良好 胎土　灰白色　　　

釉　　灰黄色

第64図 181 11 遺構外 唐津 碗 器高△1.8
底径※4.6

唐津。底面には削り出しによる高台が付く。内
外面ともに釉がかかる。内面に耐火粘土が付着
する。

密、長石を含
む 良好 内外　褐灰色

断　　にぶい褐色

第68図 182 12 竪穴住居５ 弥生土器 壺 口径※17.0
器高△2.5

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに２条以
上の凹線文を施す。外面は横方向のナデを施
す。内面は器面が剥離し調整不明。

密、石英・長
石を多く含む 良好 外　橙色

内　にぶい橙色

第68図 183 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 口径※13.8
器高△3.3

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。外面は縦方向のハケメ後と横方
向のナデ、内面は横方向のナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい黄橙色

第68図 184 12 竪穴住居５ 弥生土器 壺 器高△2.3 下に拡張した口縁端部をもつ。内外面ともに器
面が摩滅し調整不明。

密、石英・雲
母を含む 良好 内外　淡黄色

第68図 185 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△1.3 上に引き上げられた口縁部をもつ。内外面とも
にナデを施す。 密 良好 内外　灰黄色

第68図 186 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 口径※15.8
器高△1.4

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。内外面ともに横方向のナデを施
す。

密 良好 内外　にぶい黄橙色

第68図 187 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 口径※14.6
器高△3.0

上下に拡張した口縁端部をもつ。器面が摩滅し
調整不明。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　灰黄褐色

第68図 188 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△2.0 上下に拡張した口縁端部をもつ。外面に赤色顔
料を塗布する。 密 良好 内外　橙色

第68図 189 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△2.0 上下に拡張した口縁端部をもつ。器面が摩滅し
調整不明。 密 良好 内外　にぶい黄橙色

第68図 190 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△3.3
上下に拡張した口縁をもち、そこに２条の凹線
文を施す。内外面ともに器面が摩滅し調整不
明。

密、石英・長
石を含む 良好 外　にぶい黄橙色

内　橙色

第68図 191 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△2.5
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。内外面ともに横方向のナデを施
す。

密 良好 内外　にぶい黄橙色

第68図 192 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△2.5
上に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の凹
線文を施す。内外面ともに器面が摩滅し調整不
明瞭。

密 良好 内外　にぶい黄橙色

第68図 193 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△2.4
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の
凹線文を施す。内外面ともに器面が摩滅し調整
不明。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第68図 194 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△2.4
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに２条以
上の凹線文を施す。外面頸部には刺突文を配す
貼付突帯文が付く。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　橙色

第68図 195 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△2.0 上下に拡張した口縁端部をもつ。内外面ともに
器面が摩滅し調整不明。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　にぶい黄色

第68図 196 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△1.9
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の
凹線文を施す。内外面ともに器面が摩滅し調整
不明。

密 良好 内外　灰白色

第68図 197 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△1.8 上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
沈線文を施す。 密 良好 内外　にぶい黄橙色

第68図 198 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△2.5
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに４条の
凹線文を施す。内外面ともに器面が摩滅し調整
不明。

密 良好 内外　浅黄色

第68図 199 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△1.9
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに１条の
沈線文、２条の平行沈線文を施す。内外面とも
にナデを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第68図 200 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△3.1
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。内外面ともに器面が摩滅し調整
不明。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　橙色

断　　にぶい黄橙色

第68図 201 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△2.8
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。内外面ともに器面が摩滅し調整
不明。内面に赤色顔料を塗布した痕跡がある。

密、0.5～1㎜
程度の雲母、
石英を含む

良好 内外　浅黄色

第68図 202 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△2.5 くの字状に屈曲した口縁端部をもち、そこに３
条の凹線文を施す。

密、石英・長
石・雲母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色
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第３章　門前上屋敷遺跡の調査成果

表８　門前上屋敷遺跡土器観察表（７）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第68図 203 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△2.6
くの字状に屈曲した口縁部をもち、そこに３条
以上の凹線ないしは沈線文を施す。器面が摩滅
し調整不明。

密 良好 内外　灰黄色

第68図 204 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△2.7
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条以
上の凹線ないしは沈線文を施す。器面が摩滅し
調整不明。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第68図 205 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△3.5
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の
凹線文を施す。内外面口縁部は横方向のナデ、
内面肩部までヘラケズリを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第68図 206 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△3.3 上に拡張した口縁端部をもつ。器面が摩滅し調
整不明。

密、石英・長
石・雲母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

断　　褐灰色

第68図 207 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△2.2 口縁部直下に焼成前の穿孔を配す。内外面とも
にナデを施す。 密 良好 外　にぶい黄橙色

内　にぶい橙色

第68図 208 12 竪穴住居５ 弥生土器 壺 器高△6.0
外面にはハケメ後４条１単位の櫛描波状文と横
方向の沈線文、内面はナデを施す。内外面とも
に器面が摩滅し調整不明瞭。

密、長石を少
し含む 良好 内外　灰黄色

第68図 209 12 竪穴住居５ 弥生土器 壺 口径※7.8
器高△3.1

外面に３条以上の凹線文を施す。外面肩部に連
続した刺突文、外面脚部に11条以上の沈線文を
施す。外面脚部に赤色顔料を塗布する。

密 良好
内外　にぶい黄橙～
　　　橙色
断　　褐灰色

第68図 210 12 竪穴住居５ 弥生土器 壺 器高△3.8
底径※9.8 内外面ともに器面が摩滅し調整不明。 密、石英・長

石を多く含む 良好 内外　にぶい黄色　
断　　褐灰色

第68図 211 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△4.6
底径※6.2

内面底部に縦方向のナデを施す。外面は器面が
摩滅し調整不明。

密、石英・長
石を含む 良好 外　にぶい黄橙色

内　にぶい橙色

第68図 212 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△2.8 内外面ともにナデを施す。 密、長石・雲
母を含む 良好 外　にぶい橙色

内　灰黄色

第68図 213 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△2.2
底径※5.1

底面はナデ、外面底部は縦方向のヘラミガキ、
内面はナデを施す。外面には煤が付着する。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　暗灰黄色

第68図 214 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△3.1
底径※5.4

外面底部は縦方向のヘラミガキ、内面は縦方向
のナデを施す。外面底部は２次火のために器面
が剥離する。

密、長・雲母
を含む 良好 内外　にぶい黄褐色

第68図 215 12 竪穴住居５ 弥生土器 甕 器高△2.2
底径※6.3

内外面ともにナデを施す。内面には煤が付着す
る。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　にぶい黄褐色

第76図 216 12 遺構外 須恵器 蓋 器高△2.0 宝珠状のつまみ部分。 密 不良 内外　灰白色

第76図 217 12 遺構外 須恵器 坏 器高△2.1
底径※10.6

外面底部の境に貼付による高台が付く。内面底
部は一定方向のナデを施す。

密、長石を含
む 良好 内外　明晴灰色

第76図 218 12 遺構外 須恵器 高坏 器高△1.9 内外面ともにナデ。 密 良好 内外　灰色

第76図 219 12 遺構外 緑釉陶器 坏 器高△1.2
底径※6.4

底部には高台が付く。内面と体部外面に釉がか
かり、内面見込みに段・文様らしき沈線を有
す。

密 良好 胎土　灰色
釉　　灰オリーブ色

第78図 220 12 掘立柱建物４ 須恵器 坏 器高△2.1 口縁端部内側がやや肥厚する。内外面ともにヨ
コナデを施す。 密 良好 内外　灰色

第78図 221 12 掘立柱建物４ 陶器 坏 器高△1.7 内面と外面口縁部に釉がかかる。内外ともにヨ
コナデを施す。瀬戸美濃産か。

密、瀬戸美濃
のものと近似 良好

釉　　灰オリーブ～
赤褐色
胎土　灰白色

第80図 222 12 土坑53・54 染付 皿 口径※13.4
器高△2.6 内外面ともに施釉し、内面に文様を施す。 密 良好 内外　灰白色

第82図 223 12 遺構外 土師器 皿 器高△2.3
口径※9.9

回転台成形。内面底部はナデ、内外面口縁部は
ヨコナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　浅黄橙色

第82図 224 12 遺構外 土師器 皿 口径※11.0
器高△2.2 回転台成形か。内外面ともにヨコナデを施す。 密 良好 内外　にぶい橙色

第82図 225 12 遺構外 土師器 皿 器高△1.8 回転台成形か。内外面ともにヨコナデを施す。 密 良好 内外　にぶい橙色

第82図 226 12 遺構外 土師器 坏 器高△1.5
底径※6.0

回転台成形。底部は静止糸切りか。器面が摩滅
し調整不明。 密 良好 外　黄灰色

内　灰白色

第82図 227 12 遺構外 土師器 皿 器高△0.6 回転台成形。底部は回転糸切り。内面底部はヨ
コナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい橙色

第82図 228 12 遺構外 土師器 皿 口径※1.3
器高△7.6

回転台成形か。内外面ともに器面が摩滅し調整
不明。器壁は薄い。 密 良好 内外　浅黄橙色

第82図 229 12 遺構外 備前焼 擂鉢 器高△3.3 備前ⅣA期。端部内側が上にのび、外側がやや
突出する。内面には卸目が付く。

密、石英・長
石・橙色粒を
含む

良好 外　赤褐色
内　褐灰色

第82図 230 12 遺構外 瀬戸 卸皿 器高△1.8
底径8.0

古瀬戸中期か。内面に卸目を有す。底部は回転
糸切り。内外面の一部に釉がかかる。 密 良好 胎土　灰白色

釉　　オリーブ灰色

第86図 231 14・15 竪穴住居７ 弥生土器 壺 口径※22.2
器高△6.1

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに４条の
凹線文を施す。口縁部内面には２条の凹線文を
施す。内外面ともに器面が摩滅し調整不明。

蜜、石英・長
石を多く含む 良好 内外　橙～褐灰色

第86図 232 14・15 竪穴住居７ 弥生土器 甕 口径※21.9
器高△9.3

上に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の凹
線文を施す。外面は縦方向のハケメ後横方向の
ナデを施す。内面は肩部までヘラケズリを施
す。

密、長石・石
英・雲母・橙
色粒を含む

良好 内外　にぶい黄橙色

第86図 233 14・15 竪穴住居７ 弥生土器 甕 口径※17.4
器高△12.2

上に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の凹
線文を施す。外面は丁寧なナデを施した後縦方
向のヘラミガキを施す。内面は体部の中位まで
ヘラケズリを施す。外面に煤が付着。

密、長石を多
く、雲母を少
し含む

良好 外　灰褐色
内　浅黄橙色

第86図 234 14・15 竪穴住居７ 弥生土器 甕 口径※16.6
器高△6.0

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。外面は縦方向のハケメ、内面は
肩部までヘラケズリが施される。外面の一部に
赤色顔料を塗布した痕跡がある。

密、石英・長
石を多く含む 良好 内外　浅黄橙色

第86図 235 14・15 竪穴住居７ 弥生土器 甕 口径※25.4
器高△10.2

上に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の沈
線文を施す。外面は叩き後ナデ、縦方向のヘラ
ミガキ風の工具によるナデ（条痕か）を施す。
内面は頸部付近まで横方向のヘラケズリを施
す。体部には黒斑がみられる。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい黄橙色

第86図 236 14・15 竪穴住居７ 弥生土器 甕 口径※15.6
器高△2.4

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに４条の
凹線文を施す。外面頸部には連続した刺突文を
施す貼付突帯文が付く。内外面ともに横方向の
ナデを施し、外面口縁部付近に赤色顔料の塗布
した痕跡がある。

密、石英・長
石を含む 良好 外　灰赤色

内　灰褐色

第86図 237 14・15 竪穴住居７ 弥生土器 甕 口径※14.3
器高△5.0

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。内面の頸部付近までヘラケズリ
が施される。外面は器面が摩滅し調整不明。内
面に黒斑が認められる。

密、石英・長
石を多く含む 良好 内外　浅黄橙色　

第86図 238 14・15 竪穴住居７ 弥生土器 甕 口径※13.0
器高△2.9

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。外面頸部以下にハケメを施す。
他は横方向のナデ。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　浅黄橙色
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第10節　遺物観察表

表９　門前上屋敷遺跡土器観察表（８）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第86図 239 14・15 竪穴住居７ 弥生土器 壺 器高△6.1
底径※7.1

内面に縦方向のヘラケズリを施す。外面は器面
が摩滅し調整不明。外面に黒斑が認められる。

密、石英・長
石を多く含む 良好 外　にぶい黄橙色　

内　褐灰色

第86図 240 14・15 竪穴住居７ 弥生土器 壺 器高△3.3
底径※7.0

外面底部はハケメ、内面はナデを施す。内外面
ともに器面が摩滅し調整不明瞭。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 外　浅黄橙色
内　褐灰色

第86図 241 14・15 竪穴住居７ 弥生土器 壺 器高△2.8
底径※7.8

底面及び底部内面にはナデを施し、底部外面に
はヘラミガキを施す。

密、石英・長
石を多く含む 良好 外　黒褐色

内　灰黄褐色

第88図 242 14・15 竪穴住居８ 弥生土器 甕 口径※21.6
器高△3.7

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに４条の
凹線及び沈線文を施す。内面は頸部まで横方向
のヘラケズリを施す。外面は器面が摩滅し調整
不明。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい橙色

第88図 243 14・15 竪穴住居８ 弥生土器 甕 口径※18.2
器高△2.4

上に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の凹
線文を施す。内外面ともに横方向のナデ、内面
の一部に赤色顔料を塗布した痕跡がみられる。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　浅黄橙色

第88図 244 14・15 竪穴住居８ 弥生土器 甕 口径※16.0
器高△4.6

上に拡張する口縁端部をもち、そこに３条の凹
線文を施す。外面は縦方向のハケメ後ナデ、内
面は肩部付近までヘラケズリを施す。

密、石英・長
石を少し含む 良好 内外　灰白色

第88図 245 14・15 竪穴住居８ 弥生土器 甕 口径※16.0
器高△2.7

複合口縁をもち、そこに８条の平行沈線文を施
す。 密 良好 外　にぶい黄橙色

内　灰白色

第88図 246 14・15 竪穴住居８ 弥生土器 甕 口径※11.0
器高△4.8

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。外面頸部には連続した刺突文を
施し、その直下に１条の沈線文を配す。内面口
縁部は横方向のナデ、内面体部は横方向のヘラ
ケズリ後ナデ、外面は器面が摩滅し調整不明。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　橙色

第88図 247 14・15 竪穴住居８ 弥生土器 壺 器高△6.3
外面は７条１単位の櫛描沈線文を２段以上施
し、その間に７条１単位の櫛描波状文を施す。
外面は縦方向のハケメ、内面は中位まで横方向
のヘラケズリを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 外　浅黄橙色
内　橙色

第88図 248 14・15 竪穴住居８ 弥生土器 脚部 口径※11.6
器高△5.0

下に拡張した端部をもつ。器面が摩滅し調整不
明。台付鉢か。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 外　にぶい黄橙色
内　浅黄～褐灰色

第88図 249 14・15 竪穴住居８ 弥生土器 壺 器高△4.5
底径※8.0

底部のみ残存。内外面は器面が摩滅し調整不
明。２次火を受けており、一部が赤く変色す
る。

密、石英・長
石を少し含む 良好 外　浅黄橙色

内　褐灰色

第94図 250 14・15 遺構外 縄文土器 鉢 器高△3.8
外面口縁部には文様を意識したのか左上方向へ
の強いナデが認められる。調整は内外面ともに
ナデ。外面には煤が付着。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 外　黒褐
内　にぶい黄橙

第95図 251 14・15 遺構外 弥生土器 壺 口径※26.0
器高△5.2

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。外面口縁部直下には断面三角形
状の貼付突帯が付く。内面はハケメ後ナデ、外
面は器面か摩滅し不明。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい橙色

第95図 252 14・15 遺構外 弥生土器 壺 口径※24.1
器高△3.3

上下に肥厚した口縁端部をもち、若干引き上げ
られる。外面口縁部には５条の沈線文を施し、
口縁部直下には断面形が三角形状の貼付突帯が
付く。内外面ともにナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰褐色

断　　褐灰色

第95図 253 14・15 遺構外 弥生土器 壺 口径※28.0
器高△3.3

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに４条の
凹線文を施す。外面はナデ、内面はハケメ後ナ
デを施す。

密、石英・長
石・雲母・橙
色粒を含む

良好 内外　橙色

第95図 254 14・15 遺構外 弥生土器 壺 口径※21.0
器高△3.2

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに４条の
凹線文を施す。内外面ともにナデか。器面が摩
滅し調整不明瞭。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい橙色

第95図 255 14・15 遺構外 弥生土器 壺 口径※16.5
器高△20.9

上下に拡張した口縁端部をもち、４条の凹線文
を施した後、連続した刻目状の沈線文を施す。
口縁部内面には波状文、頸部外面には８条の凹
線文、胴部には５～６条を１単位とした沈線文
を３段施し、その間に波状文を配する。調整は
内外ともにハケメ。外面に赤色顔料を塗布した
痕跡が認められる。

密、長石・石
英・雲母を含
む

良好 内外　浅黄色

第95図 256 14・15 遺構外 弥生土器 壺 器高△8.5
頸部外面に２条の貼付突帯文を施す。外面には
縦方向のハケメ、内面の一部には斜め方向のハ
ケメを施す。

密、石英・長
石・雲母・橙
色粒を含む

良好 内外　にぶい橙色
断　　褐灰色　

第95図 257 14・15 遺構外 弥生土器 壺 口径※17.0
器高△6.2

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに４条の
凹線文を施す。頸部には凹線文を１条以上配
す。外面に縦方向のハケメ後ナデ、内面にナデ
を施す。

密、長石を多
く含む 良好 内外　にぶい橙～黒

　　　褐色

第95図 258 14・15 遺構外 弥生土器 壺 口径※16.8
器高△3.1

複合口縁をもち、そこに６条の沈線文を施す。
内外面ともに横方向のナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第95図 259 14・15 遺構外 弥生土器 壺 口径※16.0
器高△9.2

複合口縁をもち、そこに６条の沈線文を施す。
外面頸部には縦方向のハケメ後２条の沈線文を
施す。内面はハケメ後ナデ、内外面口縁部は横
方向のナデを施す。

密、石英・長
石・雲母・褐
色粒を含む

良好 内外　浅黄橙色

第96図 260 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※16.4
器高△19.0

口縁部はくの字状に屈曲し、端部は引き上げら
れる。外面は頸部にかけて縦方向のハケメ後、
縦方向のヘラミガキを施す。内面は体部の上半
部に縦方向のハケメ、下半部に縦方向のヘラミ
ガキを施す。

密、石英・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第96図 261 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※16.0
器高△16.0

口縁部はくの字状に屈折し、端部は引き上げら
れる。外面は縦方向のハケメ後縦方向のヘラミ
ガキ、内面はハケメ後ヘラミガキを施す。

密、石英・長
石・雲母を多
く含む

良好。 外　黄灰色
内　赤灰色

第96図 262 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径16.0
器高9.5

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の
凹線文を施す。外面は縦方向のハケメ、内面は
ハケメ後ナデを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　浅黄橙色

第96図 263 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※15.4
器高△10.9

口縁部はくの字状に屈曲し、端部は粘土紐を貼
付け上に拡張させ、その外面には凹線文を１条
施す。外面は縦方向のハケメ、内面はハケメ後
ナデを施す。外面には黒斑が認められる。

密、石英・長
石、石英・雲
母を含む

良好 内外　浅黄橙色

第96図 264 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※16.2
器高△7.4

上下に肥厚した口縁端部をもち、若干引き上げ
られる。外面には２条の凹線文が施される。内
面口縁部はナデ、体部はハケメ、外面は器面が
摩滅し調整不明。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　浅黄橙色

第96図 265 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※14.4
器高△5.5

上下に引き出された口縁端部をもち、そこに２
条の凹線文を施す。外面はハケメ後ナデ、内面
はナデか。器面が摩滅し調整不明瞭。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい黄橙色

第96図 266 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径15.0
器高6.8

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。内面口縁部は横方向のナデ、内
外面体部は縦方向のハケメを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　灰白色　　　
　　　　　　　

第96図 267 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※14.0
器高△3.9

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに４条の
凹線文を施す。内外面ともに器面が摩滅し調整
不明。

密、石英・長
石を多く含む 良好 内外　浅黄橙色

断　　灰褐色　
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第３章　門前上屋敷遺跡の調査成果

表10　門前上屋敷遺跡土器観察表（９）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第96図 268 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※14.2
器高△6.4

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに４条の
凹線文を施す。外面は叩き後縦方向のハケメを
施し、肩部付近までナデを施す。内面はハケメ
後頸部付近まで横方向のヘラケズリを施す。

密、石英・長
石を多く含む 良好 外　にぶい橙色

断　褐灰色

第96図 269 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※17.2
器高△7.2

上に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の凹
線文を施す。外面は縦方向のハケメ、内面は斜
め方向のハケメを施す。外面に赤色顔料を塗布
した痕跡がある。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 外　橙～浅黄橙色
内　浅黄橙色

第96図 270 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径18.0
器高7.0

くの字状に屈曲した口縁端部をもち、そこに３
条の凹線文を施す。外面頸部には連続した刻目
を施した貼付突帯文を配す。外面はナデ、内面
はハケメ後ナデを施す。外面には煤が付着す
る。

密、長石・雲
母・橙色粒を
含む

良好 内外　浅黄橙色

第96図 271 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※15.9
器高△7.1

上に拡張した口縁端部をもち、そこに４条の凹
線文を施す。内外面ともに器面が摩滅し調整不
明。外面に煤が付着する。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　浅黄橙～灰黄
　　　褐

第96図 272 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※15.0
器高△8.7

上に拡張した口縁端部をもち、そこに４条の沈
線文を施す。外面は縦方向のハケメ後ナデ、内
面は肩部までヘラケズリを施す。内面には黒斑
がみられる。

密、長石、石
英、金雲母、
輝石を含む

良好
外　浅黄橙～にぶい
　　黄橙
内　浅黄橙～褐灰

第96図 273 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※17.0
器高△5.3

くの字状に屈曲した口縁端部をもち、そこに2
条の凹線文を施す。内面頸部との境に凹線状の
段が付く。内外面ともにナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい橙色　
断　　黒褐色

第96図 274 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径16.6
器高4.0

上下に拡張した口縁端部をもつ。外面はハケメ
後ナデ、内面は頸部付近までヘラケズリを施
す。

密、石英・長
石・雲母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第96図 275 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径16.0
器高2.4

下に拡張した口縁端部をもつ。外面はナデ、内
面は横方向のヘラミガキを施す。

密、石英・長
石・雲母を多く
含む

良好 外　橙色
内　黒色

第96図 276 14・15 遺構外 弥生土器 壺 口径※14.0
器高△5.2

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。内面頸部以下ハケメ、外面はハ
ケメ後ナデを施す。内外面ともに赤色顔料を塗
布する。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　橙～浅黄橙色

第96図 277 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※11.5
器高△3.5

上下に拡張した口縁端部をもち、外面に１条の
凹線文を施す。口縁部内面は強い横方向のナデ
により段を有す。内面は頸部までヘラケズリを
施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　橙色

第96図 278 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※10.0
器高△5.5

上下に拡張した口縁端部をもち、そこには凹線
文２条を施す。外面には縦方向のハケメ、内面
には頸部までヘラケズリを施す。器面が摩滅し
調整不明瞭。

密、石英・長
石・角尖石・
雲母を含む

良好 外　橙色
内　橙～浅黄橙色

第96図 279 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※10.6
器高△5.3

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに凹線文
を施す。内面には頸部までヘラケズリを施す。
外面は器面が摩滅し調整不明。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 外　橙～にぶい橙色
内　橙色

第96図 280 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※17.4
器高△3.8

上に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の凹
線文と１条の沈線文を施す。内面頸部までヘラ
ケズリを施す。

密、石英・長
石・黒色粒・
雲母を含む

良好 内外　浅黄橙色

第96図 281 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※16.0
器高△3.4

上に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の凹
線文を施す。内外面ともにナデ。

蜜、石英・長
石を含む 良好 内外　浅黄橙色

第96図 282 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※19.0
器高△3.2

口縁部のみ残存。内外面に拡張した口縁端部を
もち、４条の凹線文を施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 外　橙～褐灰色
内　褐灰色

第96図 283 14・15 遺構外 弥生土器 甕 器高△2.4 口縁端部は外側に屈曲する。内面に連続した刺
突文を配す。内外面ともにナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい橙色

第97図 284 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※21.2
器高△4.5

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに４条の
凹線文を施す。外面頸部には連続した刺突文を
配す。内面は頸部まで横方向のヘラケズリを施
す。

密、長石・橙
色粒・小石・
雲母を含む

良好 内外　灰白色

第97図 285 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※18.0
器高△3.3

複合口縁をもち、そこに４条の沈線文を施す。
内外面口縁部は横方向のナデ、内面は頸部まで
ヘラケズリを施す。

密、石英・長
石・雲母・小
石・橙色粒を
含む

良好 内外　浅黄橙色

第97図 286 14・15 遺構外 弥生土器 壺 口径※10.8
器高△5.5

上に拡張した口縁端部をもち、そこに２～３条
の凹線文を施す。外面肩部には連続した刺突文
を配す。内面は頸部付近まで横方向のヘラケズ
リが施される。外面全体と内面頸部まで赤色顔
料を塗布する。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　赤褐～暗赤灰

　　　色

第97図 287 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※16.2
器高△5.0

複合口縁をもち、そこに５条の沈線文を施す。
内面は頸部付近までヘラケズリを施す。

密、石英・長
石・雲母を多
く含む

良好 内外　浅黄橙色

第97図 288 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径15.0　
器高3.0

複合口縁をもち、そこに３条の沈線文を施す。
内外面ともにナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含む 良好 外　黒褐色

内　橙色

第97図 289 14・15 遺構外 弥生土器 甕 口径※15.2
器高△3.7

複合口縁をもち、そこに６条の沈線文を施す。
内外面ともに器面が摩滅し調整不明。 密 良好 内外　灰黄褐色

第97図 290 14・15 遺構外 土師器 甕 口径10.4　
器高12.6

口縁部はくの字状に屈曲し、外反しながら立ち
上がる。頸部に２個１対の焼成前に穿孔した孔
を配す。外面は縦方向のハケメ後斜め方向のハ
ケメ、内面は頸部までヘラケズリを施す。

密、長石を含
む 良好 内外　にぶい黄橙色

第97図 291 14・15 遺構外 土師器 壺 口径※10.6
器高△2.3

口縁部はくの字状に屈曲し、直線的にのびる。
胴部にはヘラケズリが施される。口縁部の外面
には赤色顔料の痕跡、内面には黒斑が認められ
る。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　橙色　　　　

　　　　　　　　

第97図 292 14・15 遺構外 弥生土器 鉢 口径※13.0
器高△7.1

口縁部は胴部付近で屈曲し、内傾しながら立ち
上がり、端部は水平となる。口縁端部と屈曲部
には連続した刺突文が配される。内外面ともハ
ケメ後ヘラミガキを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　橙色

第97図 293 14・15 遺構外 弥生土器 脚部 器高△4.4 脚部のみ残存。台付鉢の脚部か。内外面ともに
器面が摩滅し調整不明。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第97図 294 14・15 遺構外 弥生土器 高坏 口径※28.4
器高△3.2

口縁部はやや外反しながら立ち上がり、端部付
近で肥厚する。内外面ともに横方向のナデを施
す。一部に赤色顔料が塗布された痕跡がある。

密 良好 内外　にぶい橙色

第97図 295 14・15 遺構外 弥生土器 高坏 口径※23.0
器高△2.5

上下に肥厚した口縁端部をもち、上に引き上げ
られる。内外面ともにナデか。器面が摩滅し調
整不明瞭。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい橙色

第97図 296 14・15 遺構外 弥生土器 器台 口径※2.6
器高△1.7

下に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の凹
線文を施す。下端には凹線状の凹みが認められ
る。内面は横方向のハケメ後端部直下に５状１
単位の櫛描波状文を施す。内面に黒斑が認めら
れる。

密、石英・長
石、石英を含
む

良好 内外　褐灰色
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第10節　遺物観察表

表11　門前上屋敷遺跡土器観察表（10）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第97図 297 14・15 遺構外 弥生土器 器台 口径41.0
器高4.8

口縁部は大きく外反して立ち上がり、端部は上
下に拡張する。そこには４条の凹線文を施す。
内面端部直下には６条１単位の櫛描文、その下
方には６条１単位の櫛描波状文を施す。内外面
はナデを施す。

密、長石を僅
かに含む 良好 内外　浅黄橙色

第97図 298 14・15 遺構外 弥生土器 壺 器高△6.4
底径※8.4

底面にはハケメ、外面底部には縦方向のハケ
メ、内面にはナデが施される。外面に煤が付着
し、内外面に黒斑がみられる。

密、長石・雲
母を多く含む 良好 内外　浅黄橙色

第97図 299 14・15 遺構外 弥生土器 壺 器高△8.0
底径※7.6

底面はハケメ、底部は縦方向のハケメを施す。
内面の調整は器面が摩滅し不明。外面底部には
黒斑、虫が粘土を削り取った痕跡が認められ
る。

密、石英・橙
色粒を含む 良好 外　浅黄橙色

内　橙色

第97図 300 14・15 遺構外 弥生土器 壺 器高△3.8
底径※9.4

底面はナデ、外面底部は縦方向のヘラミガキ、
内面はナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好
外　橙色
内　にぶい黄橙色　
断　黒褐色

第97図 301 14・15 遺構外 弥生土器 壺 器高△2.8
底径※9.6

底面はナデ、外面底部は縦方向のヘラミガキ、
内面底部はナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第97図 302 14・15 遺構外 弥生土器 甕 器高△2.9
底径※3.0

突出した底部をもつ。内面はヘラケズリ、外面
は不明。外面は２次火を受けたためか赤色化
し、煤が付着する。

密　石英・長
石・雲母を含
む

良好 外　赤色
内　にぶい黄橙色

第97図 303 14・15 遺構外 弥生土器 甕 器高△2.5
底径※6.0

底面はナデ、外面底部は縦方向のヘラミガキ、
内面はナデ。外面に煤が付着する。

密、石英・長
石・雲母を含む 良好 外　黒褐色

内　にぶい橙色

第97図 304 14・15 遺構外 弥生土器 甕 器高△3.5
底径※6.0

底部には短い脚部が付く。内外面ともにナデを
施す。

密、長石を含
む 良好 内外　灰褐色

第97図 305 14・15 遺構外 弥生土器 甕 器高△4.7
底径※6.0

底面はナデ、外面底部は縦方向のヘラミガキ、
内面は横方向のナデ後縦方向のナデを施す。外
面底部に黒斑が認められる。

密、長石・石
英含む 良好 外　灰白色

内　浅黄橙色

第97図 306 14・15 遺構外 弥生土器 甕 器高△4.3
底径※5.4

底部のみ残存。底面及び外面底部はナデ、内面
は縦方向のヘラケズリ後一部にナデ。内外面に
煤が付着。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　淡橙色

第97図 307 14・15 遺構外 弥生土器 壺 器高△3.2
底径※7.0

内外面は器面が摩滅し調整不明瞭。２次火を受
けており、底部は赤く変色する。

密、石英・長
石・雲母を含む 良好 外　赤橙～橙色

内　灰黄褐色

第97図 308 14・15 遺構外 弥生土器 壺 器高△7.0
底径※8.0

底面はナデ、外面底部は縦方向のヘラミガキ、
内面は縦方向のナデを施す。外面底部に黒斑が
認められる。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい橙色

第97図 309 14・15 遺構外 弥生土器 甕 器高△9.3
底径※5.0

底面はナデ、底部は縦方向のハケメ後縦方向の
ヘラミガキ、内面底部は縦方向のヘラミガキを
施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　灰褐色

第97図 310 14・15 遺構外 弥生土器 甕 器高△7.1
底径※5.8 内外面ともにナデを施す。 密、石英・長

石・雲母を含む 良好 外　にぶい橙色
内　褐灰色

第97図 311 14・15 遺構外 弥生土器 壺 器高△4.0
底径※7.0

底面はナデ、外面底部は縦方向のヘラミガキ、
内面はナデを施す。底面には黒斑がみられる。

密、石英・長
石・雲母を多
く含む

良好 外　橙色
内　灰色

第97図 312 14・15 遺構外 弥生土器 注口部 内外面ナデ。 密、石英・長
石・雲母を含む 良好 内外　橙色

第101図 313 14・15 掘立柱建物５ 須恵器 坏
口径※12.6
器高△3.9
底径△8.5

底部は回転ヘラ切り後ナデ、内面は不定方向の
ナデ、他はヨコナデを施す。 密 良好 内外　灰白色

第105図 314 14・15 段状遺構１・２ 土師器 坏
口径※11.6
器高△3.0
底径※8.2

伯耆国庁２段階。底部を僅かに押圧する。内面
底部は不定方向のナデ、内外面口縁部は横方向
のナデを施す。内外面に赤色顔料を塗布した痕
跡がある。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　赤～にぶい黄
　　　橙色

第105図 315 14・15 段状遺構１・２ 土師器 坏 器高△1.5
底径※7.6

外面底部の内側に貼付による高台が付き、静止
糸切りの痕跡と考えられる凹凸がみられる。

密、長石・雲
母を少し含む 良好 内外　橙色

断　　褐灰色

第105図 316 14・15 段状遺構１・２ 土師器 高坏 器高△1.7 坏部と脚部の一部のみ残存。
密、石英・雲
母・橙色粒を
含む

良好 内外橙色

第105図 317 14・15 段状遺構１・２ 土師器 甕 口径※26.6
器高△3.3

口縁部はくの字状に屈曲し、端部付近で上方に
屈曲する。内面頸部以下ではヘラケズリ、他は
横方向のナデが施される。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好
外　灰褐色
内　にぶい橙色
断　褐灰色

第105図 318 14・15 段状遺構１・２ 土師器 甕 口径※26.8
器高△3.7

口縁部はくの字状に屈曲し、端部付近で上方に
屈曲する。内面頸部以下ではヘラケズリ、他は
ナデが施される。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい黄橙色

第105図 319 14・15 段状遺構１・２ 土師器 甕 口径※32.6
器高△2.4

口縁部はくの字状に屈曲し、外反して立ち上が
る。内外面口縁部はともに横方向のナデ。内面
頸部までヘラケズリを施す。

密　石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　橙色

第105図 320 14・15 段状遺構１・２ 土師器 甕 器高△5.1 口縁部はくの字状に屈曲し、外反する。内外面
ともに器面が摩滅し調整不明。

密、石英・長
石を多く含む 良好 外　橙色

内　浅黄橙色

第105図 321 14・15 段状遺構１・２ 土師器 甕 口径16.6器
高3.3

口縁部は大きく外反して立ち上がる。内外面と
もにナデを施す。

密、長石・雲
母を多く含む 良好 内外　橙～にぶい橙

　　　色　　　　

第105図 322 14・15 段状遺構１・２ 土師器 甕 口径25.0器
高5.0

口縁部はくの字状に屈曲し、端部付近で若干上
方に上がる。内外面口縁部は横方向のナデ、内
面頸部はヘラケズリを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外橙色

第105図 323 14・15 段状遺構１・２ 土師器 甕 器高△3.1 口縁部はくの字状に屈曲し、外反する。内外面
ともに横方向のナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい黄橙色

第105図 324 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏
口径※12.6
器高△3.8
底径※8.6

内外面ともにヨコナデ。 密　 良好 内外　灰白色

第105図 325 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏 口径※4.8
器高△5.5 内外面ともにヨコナデ。 密 良好 内外　黄灰色

第105図 326 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏 器高△9.5
底径※7.6

底部は回転ヘラ切り後ナデ、内面はヨコナデを
施す。 密 良好 内外　青灰色

第105図 327 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏 器高△0.6
底部は回転ヘラ切りで、やや内側に高台が付
く。内面はヨコナデ後、十字状のヘラ記号を施
す。内面底部は使用のため摩滅している。

密、長石を僅
かに含む 良好 内外　灰白色

第105図 328 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏 器高△2.5 底部には高台が付く。内外面ともにヨコナデを
施す。 密 良好 内外　灰色

第105図 329 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏 口径※13.5
器高△2.5

口縁端部はやや外反する。内外面ともにヨコナ
デを施す。 密 良好 内外　灰色

第105図 330 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏
口径※6.9
器高△4.4
底径※9.2

底部のやや内側には高台が付く。内面底部は不
定方向のナデ、内外面口縁部はヨコナデを施
す。内面底部は使用のため摩滅する。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰色

第105図 331 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏 器高△2.3
底径※7.6

体部との境に高台が付く。内面底部は不定方向
のナデ後ヘラ記号が施される。また、使用のた
め摩滅している。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　灰白色

第105図 332 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏 器高△3.0
底径※7.8

底部はヘラ切り。内外ともにヨコナデが施され
る。底部のやや内側に高台がつく。高台端部は
若干外側へ引き出される。

密、長石を含
む 良好 内外　灰色
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第３章　門前上屋敷遺跡の調査成果

表12　門前上屋敷遺跡土器観察表（11）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第105図 333 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏 器高△2.9
底径※11.0

体部との境に高台が付く。内外面ともにヨコナ
デを施す。 密 良好 内外　暗青灰色

第105図 334 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏蓋 口径※18.9
器高△2.1

口縁端部は僅かに下へ屈曲する。天井部は回転
ヘラケズリ後頂上部付近でヨコナデ、内面天井
部は不定方向のナデ、他はヨコナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰色

第105図 335 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏 口径※17.0
器高△3.8

口縁端部が若干外側へ引き出される。内外とも
にヨコナデを施す。 密 良好 内外　灰色

第105図 336 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏
口径※16.4
器高△5.6
底径※10.8

口縁部の中位から下位にかけて凹凸が顕著にみ
られる。外面底部との境には貼付による高台が
付く。

密、石英・長
石・橙色粒を
僅かに含む

良好 内外　灰色

第105図 337 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏 器高△3.7
底径※10.0

底部のやや内側にはハの字状に広がる高台が付
く。端部はナデにより凹む。底部内面は使用の
ため摩滅している。

密、石英・長
石を僅かに含
む

良好 内外　黄灰色

第105図 338 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏 器高△1.9
底径※10.8

底部は糸切り。体部との境に高台が付く。内面
底部は不定方向のナデ、他はヨコナデを施す。
底部内面は使用のため摩滅している。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　緑灰色

第106図 339 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏 口径※14.0
器高△4.6

口縁部は湾曲しながら立ち上がり、端部で若干
外側に折れる。内外面ともにヨコナデで、体部
内外面に凹凸が顕著にみられる。回転台の方向
は左方向。

密、長石を含
む 良好 内外　灰色

第106図 340 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏 口径※9.8
器高△3.5

口縁部は湾曲して立ち上がり、端部は内側が若
干肥厚する。内外面ともにヨコナデを施す。回
転台の方向は右方向か。

密、長石を少
し含む 良好 内外　暗オリーブ灰

　　～灰オリーブ色

第106図 341 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏
口径※13.1
器高△3.6
底径※9.0

底部は糸切り。口縁部は湾曲して立ち上がる。
端部はくの字状に屈曲し、直下に凹線を有す。
内面底部は不定方向のナデ、他はヨコナデを施
す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰色

第106図 342 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏 器高△3.6
底径※9.0

底部は糸切りで上げ底状となる。、口縁部にか
けて湾曲して立ち上がる。内外面体部はヨコナ
デ、内面底部はナデ、外面底部には植物の茎状
の圧痕がみられる。

密 良好 内外　にぶい褐色

第106図 343 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏 器高△2.0
底径※9.0

底部は回転糸切り。内面底部には不定方向のナ
デ、他はヨコナデを施す。

密、長石を含
む 良好 内外　灰オリーブ色

第106図 344 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏 器高△1.8
底径※8.6

底部は回転糸切りで若干上げ底となる。外面は
ヨコナデ、内面は不定方向のナデを施す。

密、長石を少
し含む 良好 内外黄灰色

第106図 345 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏 器高△1.1
底径※9.4

底部は糸切り。外面はヨコナデ、内面は不定方
向のナデを施す。

密、長石を含
む 良好 内外　灰色

第106図 346 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏
口径※11.8
器高△4.2
底径※8.4

底部は回転糸切り。器面には空気の膨張による
歪がみられる。外面底部は糸切り後に茎状の圧
痕が付く。内面底部と外面口縁部に凹凸が顕著
にみられる。内外面ともにヨコナデ。回転台の
方向は右方向。

密 良好 内外　灰色

第106図 347 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏
口径※12.6
器高△3.6
底径※8.5

底部は糸切り。口縁端部はくの字状に屈曲し、
直下に凹線を有す。内外面口縁部はヨコナデを
施す。

密、石英・長
石を含む 良好

内外　灰色　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　

第106図 348 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏 器高△2.4
底径※7.4

底部は回転糸切り。内面底部は不定方向のナ
デ、内外面体部はヨコナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰色　　

第106図 349 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏
口径※12.0
器高△3.4
底径△7.8

底部は糸切り。口縁端部は外反し、直下に明瞭
な凹線を有す。底部内面は不定方向のナデ、他
はヨコナデを施す。

密、長石を僅
かに含む 良好 内外　青灰色

第106図 350 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏
口径※11.4
器高△4.3
底径※7.8

口縁部は湾曲して立ち上がり、端部付近で外反
し、直下に段を有す。内外面体部はヨコナデ、
外面底部は回転糸切り後不定方向のナデ、内面
底部は不定方向のナデを施す。

密 良好 内外　青灰色

第106図 351 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏 口径※2.3
器高△4.0

底部は回転糸切り。内面底部は不定方向のナ
デ、外面体部はヨコナデを施す。

密、石英・長
石を含む 不良 外　橙色

内　黄灰色

第106図 352 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 坏 器高△1.2
底径※7.6

底部は糸切り。内面底部は不定方向のナデ、他
はヨコナデか。内外面ともに器面が摩滅し調整
不明瞭。

密 良好 内外　灰黄色

第106図 353 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 壺 器高△4.7
底径※11.0

底面は不定方向のナデ、他はヨコナデ。底面に
煤が付着する。 密 良好 内外　灰白色

第106図 354 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 高坏 器高△8.8 内外面ともにヨコナデ。外面には沈線がめぐ
り、内面には自然釉が付着する。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰色

釉　　オリーブ黄色

第106図 355 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 甕 口径※18.6
器高△3.4

外面は平行叩き後横方向のナデ、内面は横方向
のナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰色

第106図 356 14・15 段状遺構１・２ 須恵器 横瓶 器高△5.9 外面には平行叩き、内面には同心円状の当具痕
が残る。内面に釉が付着する。

密、長石・雲
母を僅かに含
む

良好
外　黒褐色
内　オリーブ黒色
断　灰白色

第107図 357 14・15 遺構外 土師器 甕 口径※26.4
器高△3.5

口縁部くの字状に屈曲し、外反する。内外面口
縁部にはナデ、内面頸部はヘラケズリを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい黄橙色

第107図 358 14・15 遺構外 土師器 甕 口径※26.4
器高△4.1

口縁部はくの字状に屈曲し外反する。内外面口
縁部には横方向のナデ、内面頸部はヘラケズリ
を施す。外面には煤が付着する。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい橙色

第107図 359 14・15 遺構外 土師器 甕 口径※29.2
器高△3.7

口縁部はくの字状に屈曲し外反する。内外面口
縁部は横方向のナデ、内面は頸部までヘラケズ
リを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　橙色

第107図 360 14・15 遺構外 土師器 甕 口径※28.6
器高△3.2

口縁部はくの字状に屈曲し、端部付近で上に屈
曲する。内面頸部付近までヘラケズリ、他はナ
デを施す。外面に煤が付着。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい黄橙色

第107図 361 14・15 遺構外 須恵器 坏蓋 口径※12.0
器高△0.4

外面天井部はヘラ切り不調整、内面天井部は不
定方向のナデ、他はヨコナデを施す。 密 良好 内外　暗晴灰色

第107図 362 14・15 遺構外 須恵器 坏蓋 口径※12.0
器高△1.9

内面口縁部には短いかえりがつく。外面天井部
は回転ヘラケズリ、内面は不定方向のナデを施
す。内外面体部はヨコナデ。

密、長石を僅
かに含む 良好 内外　灰色

第107図 363 14・15 遺構外 須恵器 坏 器高△1.9
底径※9.4

体部との境に高台が付く。外面高台の接合部分
が残り粗雑。外面はヨコナデ、内面は不定方向
のナデ。底面には粘土紐接合痕がみられる。

密 良好 内外　灰色

第107図 364 14・15 遺構外 須恵器 壺 器高△2.7
底径※8.2

体部との境に高台が付く。高台端部は平坦で、
外側に若干張り出す。外面はナデ、内面はヨコ
ナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　灰色

第107図 365 14・15 遺構外 須恵器 壺 器高△2.4
底径※9.0

体部の境に高台が付く。底部は回転糸切り。内
外面ともにヨコナデ、内面底部には釉が付着す
る。

密、長石を含
む 良好 内外　灰色　　　　
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第10節　遺物観察表

表13　門前上屋敷遺跡土器観察表（12）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第107図 366 14・15 遺構外 須恵器 坏 器高△2.1
底径※7.6

体部の境に高台が付く。外面はヨコナデ、内面
底部は不定方向のナデ。内面底部は使用のため
摩滅する。

密 良好 内外　黄灰色

第107図 367 14・15 遺構外 須恵器 坏 器高△1.8
底径※10.2

底部に高台が付く。内面は使用のための磨耗が
顕著。２次火を受けたのか器面が発泡し、煤が
付着する。外面はヨコナデ、内面は不明。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　灰色

第107図 368 14・15 遺構外 須恵器 坏 器高△1.7
底径※8.7

体部との境に高台が付く。高台端部は段が付
く。内面底部は不定方向のナデ、他はヨコナデ
を施す。

密 良好 内外　灰白色

第107図 369 14・15 遺構外 須恵器 坏 器高△3.0
底径※8.0

底部は回転糸切り。体部との境には高台が付
く。内面底部は不定方向のナデ、他はヨコナデ
を施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰色

第107図 370 14・15 遺構外 須恵器 坏 器高△2.5
底径※10.4

底部は回転糸切りで上げ底状となる。内面底部
は不定方向のナデ、他はヨコナデを施す。内面
底部は使用のために摩滅する。

密、長石を含
む 良好 内外　灰色

第107図 371 14・15 遺構外 須恵器 坏 器高△2.7
底径※7.5

底部は回転糸切り。内面底部は不定方向のナ
デ、他はヨコナデを施す。

密、長石・マ
ンガンを含む 良好 内外　灰色

第107図 372 14・15 遺構外 須恵器 坏 口径※13.0
器高△3.9

外面口縁端部直下に凹線が付く。内外面ともに
ヨコナデを施す。 密 良好 内外　青灰色

第107図 373 14・15 遺構外 須恵器 坏 口径※11.3
器高△3.3

口縁部は湾曲して立ち上がり、端部付近で内傾
する。端部はやや外側へ屈曲し、内面は粘土を
貼り付け肥厚させる。内外ともにヨコナデを施
し、体部には凹凸が顕著にみられる。口縁部に
自然釉が付着する。

密 良好 内外　灰色

第107図 374 14・15 遺構外 須恵器 坏 器高△3.7
底径※8.0

底部は回転糸切り。内面底部には不定方向のナ
デ、他はヨコナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　暗青灰色

第107図 375 14・15 遺構外 須恵器 坏 器高△1.5 内面に線刻を有す。器面が摩滅し調整不明。 密、長石を含
む 良好 内外　灰色

第107図 376 14・15 遺構外 須恵器 高坏 器高△3.7 ２方向で対をなす切込みによる透かしを配す。
内外ともに横方向のナデを施す。

密、長石を少
し含む 良好 内外　灰色　　　　

　　　　　　

第107図 377 14・15 遺構外 須恵器 壺 器高△3.2 脚を有すが剥落し不明。外面は平行叩き後ナ
デ、内面はナデを施す。

密、長石、雲
母を少し含む 良好 外　灰色

内　灰白色

第107図 378 14・15 遺構外 須恵器 壺 器高△3.8
底径※9.0

底部の境に短い高台が付く。内外面ともにナデ
を施す。

密、石英・長
石を含む 良好 外　褐灰色

内　灰色

第107図 379 14・15 遺構外 須恵器 壺 器高△2.9
底径※10.1

外面は不定方向のナデ、内面はヨコナデ後不定
方向のナデを行い凹凸を消す。底部外面と体部
の境には高台がつく。

密、長石を少
し含む 良好 内外　灰色

第107図 380 14・15 遺構外 須恵器 皿
口径※14.7
器高△2.3
底径※12.8

外面口縁端部直下に強いヨコナデが施され、や
や外反するような印象を与える。端部は丸味を
もち、やや内傾する。

密 良好 内外　黄灰色

第107図 381 14・15 遺構外 須恵器 甕 器高△8.8 外面には平行叩き、内面には同心円状の当具痕
が残る。 密 良好 内外　灰色

第107図 382 14・15 遺構外 須恵器 甕 口径※15.4
器高△3.0

内外面ともに横方向のナデを施し、内面口縁部
と外面肩部に釉が付着する。

密、長石を含
む 良好 外　赤灰色

内　褐灰色

第107図 383 14・15 遺構外 須恵器 壺 口径※34.0
器高△3.6

内外面ともに横方向のナデを施し、内面頸部以
下に自然釉が付着し、外面には鉄釉が塗布され
る。

密、石英・長
石を含む 良好 外　暗青灰～灰色

内　灰色

第107図 384 14・15 遺構外 須恵器 甕 口径※24.3
器高△4.4

口縁部はくの字状に屈曲し、外反して立ち上が
る。内外面ともに横方向のナデ。内面口縁部、
外面に釉がかかる。

密 良好 内外　灰色
断　　赤灰色

第107図 385 14・15 遺構外 須恵器 鉢 口径※30.0
器高△3.3 内外面ともに横方向のナデを施す。 密、長石を少

し含む 良好 外　灰白色
内　灰色

第117図 386 14・15 掘立柱建物11 白磁 皿 口径※11.0
器高△2.6 内面見込みに段を有す。 蜜 良好 胎土　灰白色

釉　　明緑灰色

第118図 387 14・15 柵列５ 土師器 皿
口径※7.9
器高△1.7
底径※5.4

回転台成形。底部は回転糸切り後ナデ、板目痕
が付く。内面は不定方向のナデ、他はヨコナデ
を施す。

密、石英・長
石・雲母を少
し含む

良好 内外　にぶい黄橙色

第121図 388 14・15 土坑63 土師器 坏
口径※13.8
器高△4.0
底径※7.4

回転台成形。底部は回転糸切りナデ。内面底部
は不定方向のナデ、他はヨコナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　橙色

第125図 389 14・15 道路１・２ 土師器 皿 口径※8.6
器高△1.7

回転台成形。底部は糸切り後一部にナデを施
し、上げ底状となる。内面底部は不定方向のナ
デで凹凸を消す。他はヨコナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい橙色

第125図 390 14・15 道路１・２ 土師器 鍋 口径※28.0
器高△3.1

くの字状に屈曲する口縁をもつ。外面口縁部の
一部にハケメ、外面端部から内面にかけて横方
向のハケメを施す。外面には煤が付着する。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 外　灰褐
内　にぶい橙色

第125図 391 14・15 道路１・２ 土師器 鍋 口径※31.0
器高△8.1

口縁部は僅かに外側に屈曲する。内面口縁部は
ナデ、体部は横方向のハケメを施す。外面には
押圧の痕跡が顕著にみられ、全体的に煤が付着
する。

密 良好
外　にぶい黄橙～灰
　　黄橙
内　黄橙～にぶい黄
　　橙

第125図 392 14・15 道路１・２ 瓦質土器 鍋 口径※24.6
器高△3.3

受け部状の口縁部をもつ。端部上面は水平で、
内側が僅かに突出する。内外面ともに横方向の
ナデを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　黄灰～淡黄色

第125図 393 14・15 道路１・２ 瓦質土器 羽釜 口径※25.6
器高△4.6

口縁部はやや湾曲しながら立ち上がる。口縁部
直下には長い鍔が付く。外面口縁部は横方向の
ナデ、体部は縦方向のハケメ、内面は横方向の
ハケメを施す。外面には煤が付着する。

密 良好 内外　灰黄褐色
断　　にぶい黄橙色

第125図 394 14・15 道路１・２ 瓷器系 甕 器高△7.0 外面に格子状の叩き、内面にはナデを施す。外
面には赤灰色の釉がかかる。 密 良好 胎土　灰赤色

釉　　暗赤灰色

第125図 395 14・15 道路１・２ 白磁 小壺 口径※2.2
器高△0.8 内外面に施釉される。 密 良好

胎土　明灰色
釉　　明オリーブ灰
　　　色

第126図 396 14・15 Ｐ489 瓦質土器 鍋 器高△2.2
受け部状の口縁部をもつ。端部は水平で、外側
がやや引き出される。内外面ともに横方向のナ
デを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好
外　にぶい橙～灰白
　　色
内　灰白～褐灰色

第126図 397 14・15 Ｐ490 瓦質土器 羽釜 器高△4.9
外面口縁部直下に短い鍔がつく。外面体部は粗
いナデ、内面は丁寧なナデを施す。外面体部に
は煤が付着する。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 外　灰色
内　黄灰色

第129図 398 14・15 水田１内溝 土師器 皿 口径※8.8
器高△1.6

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面はヨコ
ナデを施す。　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

密 良好 内外面ともにぶい黄
橙色

第129図 399 14・15 水田１内溝 土師器 皿
口径※8.4
器高△1.6
底径※5.1

回転台成形。底部は静止糸切り。器壁は薄い。
内面底部は不定方向のナデ、他はヨコナデか。
内外面ともに器面が摩滅し調整不明瞭。端部に
は煤が付着する。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰白色

第129図 400 14・15 水田１内溝 瓦質土器 羽釜 口径※24.6
器高△4.6

外面口縁部直下に断面三角形状の短い鍔がつ
く。口縁端部は内傾する。内外面口縁部は横方
向のナデ、内外面体部はナデを施す。外面には
煤が付着する。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰白色
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第３章　門前上屋敷遺跡の調査成果

表14　門前上屋敷遺跡土器観察表（13）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第129図 401 14・15 水田１内溝 瓦質土器 羽釜 口径※24.1
器高△

外面口縁部直下に短い鍔が付く。口縁部は横方
向のナデ、鍔以下は粗いナデ、内面は横方向の
ナデを施す。　　　　　　　　　　　　　　　

密、砂粒含む 良好 内外面とも灰色

第130図 402 14・15 水田１耕作土 土師器 坏 器高△2.4
底径※7.4

外面底部には高台が付く。内外面ともに器面が
摩滅し調整不明。

密、石英、長
石、橙色粒を
含む

良好 内外　浅黄橙色　　

第130図 403 14・15 水田１耕作土 土師器 坏 器高△1.8 外面底部には高台が付く。内外面ともに器面が
摩滅し調整不明。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　橙色

第130図 404 14・15 水田１耕作土 土師器 坏 器高△2.3
底径※5.4

回転台成形。底部は回転糸切り。内面底部は不
定方向のナデ、外面体部はヨコナデを施す。

密、石英、長
石を含む 良好 外　浅黄橙色

内　にぶい橙色

第130図 405 14・15 水田１耕作土 土師器 坏 器高△1.8
底径※6.0

回転台成形。底部は回転糸切り。内面底部は一
定方向のナデ、他はヨコナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい橙色

第130図 406 14・15 水田１耕作土 土師器 皿 口径※13.3
器高△2.7

手づくね成形か。内外面ともに器面が摩滅し調
整不明。

密、長石、雲
母を含む 良好 内外　浅基橙色

第130図 407 14・15 水田１耕作土 褐釉陶器 壺 器高△2.2
底径※9.2

内外面ともに露胎。底部は削り出しによる高台
が付く。

密、白色粒、
黒色粒を含
む。

良好 外　浅黄橙色
内　灰白色

第130図 408 14・15 水田１耕作土 褐釉陶器 四耳壺 器高△18.8
底径8.4

肩部に耳が付く。底部は削り出しによる高台が
付く。内外面に釉が塗布されるが、底面は露胎
する。

密 良好
胎土　褐灰色
釉　　暗オリーブ～
　　　灰オリーブ色

第130図 409 14・15 水田１耕作土 土師器 甕 口径※28.0
器高△3.4

くの字状に屈曲する口縁部をもち、端部は外側
に屈曲する。外面は縦方向のハケメ後ナデ、内
面は横方向のハケメ後ナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 外　褐灰色

内　にぶい橙色

第130図 410 14・15 水田１耕作土 土師器 鍋 口径※32.4
器高△2.3

受け部状の口縁部をもつ。端部はナデにより平
坦となる。内側はやや鋭利となり、後側は丸味
をもつ。内外面ともに横方向のナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　灰色

第130図 411 14・15 水田１耕作土 瓦質土器 羽釜 口径※24.8
器高△8.6

外面口縁部直下に短い鍔が付く。端部は内傾
し、ナデにより凹む。端部外側は若干外側に屈
曲し、内面端部直下には凹線が付く。内外面口
縁部は横方向のナデ、外面体部は粗いナデ、内
面は丁寧なナデが施される。外面に煤が付着す
る。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰色

第130図 412 14・15 水田１耕作土 瓦質土器 羽釜 器高△6.0

外面口縁部直下に断面三角形状の短い鍔がつ
く。口縁端部は内傾し、ナデにより段を有す。
内面端部直下には強い横方向のナデによる凹線
が付く。内外面口縁部は横方向のナデ、外面体
部は粗いナデ、内面は丁寧なナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰白色

第130図 413 14・15 水田１耕作土 瓦質土器 羽釜 器高△5.1
外面口縁部直下に断面形が三角形状の短い鍔が
つく。口縁端部は内傾する。内外面口縁部は横
方向のナデ、外面体部は粗いナデ、内面は丁寧
なナデを施す。外面に粘土接合痕がみられる。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰色

第130図 414 14・15 水田１耕作土 須恵器 甕 器高△4.8 くの字状に屈曲する口縁部をもつ。内外面とも
に横方向のナデを施す。 密 良好 内外　灰褐

第130図 415 14・15 水田１耕作土 須恵器 甕 器高△4.3
底径※7.3

底面はナデ、他は横方向のナデを施す。外面に
は粘土紐接合の痕跡が顕著にみられる。やや軟
質。

密、石英・長
石・黒色粒を
含む

良好 内外　浅黄橙色

第130図 416 14・15 水田１耕作土 須恵器 鉢？ 口径※40.6
器高△5.9

口縁端部付近で外側に屈曲する。端部の上面に
は１条の沈線がめぐる。内外面は横方向のナデ
を施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　灰褐色　　　

断　　にぶい赤褐色

第133図 417 14・15 畠１耕作土 瓦質土器 羽釜 器高△3.8

外面口縁部直下に短い鍔が付く。口縁部は内側
に屈曲し、端部は内傾する。内面端部直下には
凹線が付く。内外面口縁部は横方向のナデ、内
外面体部はナデを施す。外面には煤が付着す
る。

密、長石を含
む 良好 内外　灰色

断　　灰白色　

第134図 418 14・15 畠２耕作土 土師器 鍋 器高△4.0
受け部状の口縁部をもち、端部は水平となる。
器面が摩滅し内外面ともに調整不明。外面口縁
部に煤が付着。

密 良好 内外　浅黄橙色

第134図 419 14・15 畠２耕作土 青磁 碗 口径※14.8
器高△2.2 龍泉窯系青磁碗。体部外面に鎬蓮弁文を有す。 密 良好 胎土　灰白色

釉　　緑灰色

第135図 420 14・15 畠３耕作土 備前焼 甕 器高△5.4 内外面ともに横方向のナデ。内面にヘラ記号が
施される。

密、長石を多
く含む 良好 内外　明赤褐色

第135図 421 14・15 畠３耕作土 土師器 風炉 口径※31.6
器高△6.6

口縁部は垂直に立ち上がり、端部は水平とな
る。口縁部の境と胴部に突帯が付き、胴部に透
かしが付く。外面口縁部に菊花スタンプ文、胴
部に菱形スタンプ文を押印する。胴部はヘラミ
ガキ、他はナデを施す。内面に煤が付着。

密、砂粒含む やや　
不良

外面　褐灰色
内面　黒褐色

第135図 422 14・15 畠３耕作土 土師器 皿
口径※8.8
器高△2.1
底径※5.0

回転台成形。底部は静止糸切り。内面底部は不
定方向のナデ、他は内外面ともに器面が摩滅し
調整不明。

密 良好 外　灰白～赤褐色
内　灰白色

第135図 423 14・15 畠３耕作土 土師器 坏 器高△1.1
底径※4.6

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
器面が摩滅し調整不明。

密、石英・長
石・橙色粒・
雲母を含む

良好 内外　にぶい橙色

第135図 424 14・15 畠３耕作土 陶器 皿？ 器高△2.2
底径※6.4

底部は回転糸切りか。内外面ともにナデを施
す。

密、黒色粒を
含む　 良好 内外　にぶい黄橙色

第135図 425 14・15 畠３耕作土 土師器 鍋 器高△2.3
受け部状の口縁部をもち、端部は若干膨らむ。
端部には面取り風のナデが施される。内外面と
もにナデ。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　浅黄橙色

第135図 426 14・15 畠３耕作土 土師器 鍋 口径※35.2
器高△3.3

受け部状の口縁部をもち、端部はやや丸味をも
つ。外面口縁部は横方向のハケメ後ナデ、内面
口縁部は横方向のナデ、外面体部は縦方向のハ
ケメを施す。外面には煤が付着する。

密 良好 内外　浅黄橙色

第135図 427 14・15 畠３耕作土 土師器 鍋 口径※28.0
器高△6.8

受け部状の口縁部をもち、端部は平坦で、内側
が若干張り出す。外面口縁部はハケメ後横方向
のナデ、内面は横方向のナデ、外面体部は縦方
向のハケメ、内面は横方向のハケメを施す。外
面には煤が付着する。

密、石英を僅
かに含む 良好 内外　浅黄橙色

第135図 428 14・15 畠３耕作土 瓦質土器 羽釜 器高△4.2

外面口縁部直下に短い鍔がつく。端部は内傾
し、横方向のナデにより段を有す。内面端部直
下には微かな凹線が付く。内外面口縁部に横方
向のナデ、外面体部は粗いナデ、内面はナデを
施す。

密　石英・長
石を含む 良好 内外　浅黄橙色

第135図 429 14・15 畠３耕作土 瓦質土器 羽釜 口径※27.8
器高△4.8

外面口縁部直下に断面三角形の短い鍔が付く。
端部は内傾し、外側はやや外反する。内面端部
直下には微かな凹線が付く。内外面口縁部は横
方向のナデ、内外面体部はナデを施す。外面体
部には煤が付着する。

密　石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　暗灰色
断　　灰白色
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第10節　遺物観察表

表15　門前上屋敷遺跡土器観察表（14）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第135図 430 14・15 畠３耕作土 瓦質土器 羽釜 口径※28.0
器高△8.4

外面口縁部直下に断面三角形状の短い鍔が付
く。端部は丸く外側に屈曲する。内面端部直下
に明瞭な凹線を有す。内外面口縁部は横方向の
ナデ、外面体部は粗いナデ、内面は丁寧なナデ
を施す。外面に煤が付着する。

密、石英・長
石を多く含む 良好 内外　灰色

第135図 431 14・15 畠３耕作土 瓦質土器 鉢 口径※27.8
器高△6.8

玉縁状の口縁部をもつ。口縁部は横方向のナ
デ、外面体部は粗いナデ、内面は丁寧なナデを
施す。

密、石英を少
し含む 良好 外　灰白色

内　暗青灰色

第135図 432 14・15 畠３耕作土 白磁 皿 口径※12.8
器高△2.7 口縁部のみ残存。内面に沈線を有す。 密 良好 胎土　灰白色

釉　　灰白色

第135図 433 14・15 畠３耕作土 白磁 碗 器高△1.6
底径※6.0 白磁碗Ⅳ類。畳付け、高台内面は露胎。 密、黒色粒を

含む 良好 胎土　灰白色
釉　　灰白色

第135図 434 14・15 畠３耕作土 青磁 碗 口径※15.6
器高△3.8

龍泉窯系青磁碗Ⅰ類。内面に片彫蓮花文を有
す。 密 良好 内外　灰オリーブ色

第135図 435 14・15 畠３耕作土 青磁 碗 口径※10.0
器高△2.3

龍泉窯系青磁碗Ⅰ類。内面に片彫蓮花文を有
す。 密 良好 内外　灰オリーブ色

第135図 436 14・15 畠３耕作土 青磁 碗 器高△2.7
底径※5.6

龍泉窯系青磁碗Ⅰ類。底部内面に片彫の文様を
有す。高台の畳付け、内部は露胎。 密 良好 胎土　灰白色

釉　　オリーブ灰

第135図 437 14・15 畠３耕作土 青磁 碗 器高△1.9
底径※5.2

龍泉窯系青磁碗Ⅰ類。高台の畳付け、内部は露
胎。 密 良好 胎土　灰白色

釉　　オリーブ灰色

第136図 438 14・15 畠３耕作土 須恵器 甕 口径※40.0
器高△4.8

口縁部はくの字状に屈曲し、外反しながら立ち
上がる。内外面口縁部はナデ、外面肩部は格子
状の叩き、内面はナデを施す。外面口縁部、内
面頸部以下に釉が付着し、内面口縁端部に粘土
が付着。勝間田系。

密 良好 内外　灰白色～暗灰
　　　色

第136図 439 14・15 畠３耕作土 須恵器 甕 器高△10.3 外面はハケメ、内面はハケメ後ナデを施す。勝
間田系。 密 良好 内外　灰色

第136図 440 14・15 畠３耕作土 須恵器 甕 器高△7.8 外面は格子状の叩き後頸部付近をナデ消す。内
面は工具によるナデを施す。勝間田系。 密 良好 外　灰白色

内　灰色

第136図 441 14・15 畠３耕作土 須恵器 甕 器高△9.5 外面には格子状の叩き、内面にはハケメを施
す。 密 良好 内外　黄灰色

断　　にぶい赤褐色

第136図 442 14・15 畠３耕作土 瓷器系 甕 器高△7.7 外面に格子状の叩きを一部に施す。 密、石英、長
石を含む。 良好 外　にぶい赤褐色

内　赤灰色

第141図 443 14・15 溝29 土師器 坏 器高△2.0
底径※6.4

底部は回転糸切り。体部外面の調整はヨコナ
デ。底部内面はナデにより凹凸を消す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい橙色

第141図 444 14・15 大畦畔１ 瓦質土器 鍋 口径※29.4
器高△4.7

受け部状の口縁部をもち、端部付近で肥厚す
る。端部上面はナデによりやや凹み、端部外側
は張り出す。内外面口縁部は横方向のナデ、外
面体部は粗いナデ、内面は丁寧なナデを施す。

密 良好 内外　暗灰色
断　　灰白色

第141図 445 14・15 溝29 瓦質土器 鍋 口径※27.8
器高△3.3

受け部状の口縁部をもつ。端部は平坦で内側が
やや引き出される。内外面に横方向のナデを施
す。

密、長石を少
し含む 良好 胎土　灰白色

内外　灰色

第141図 446 14・15 溝29 土師器 鍋 器高△3.0
受け部状の口縁部をもち、端部付近で若干膨ら
む。端部はナデにより若干凹む。内外ともにハ
ケメ後ナデを施す。外面には煤が付着する。

密、長石を含
む 良好 内外　浅黄橙色

第141図 447 14・15 溝29 瓦質土器 羽釜 器高△6.6

口縁部直下に短い鍔が付く。端部はやや外反
し、内面端部直下には横方向のナデにより凹線
状の凹みが付く。外面体部は粗いナデ、内面体
部は丁寧なナデを施す。外面体部には煤が付着
する。

密、長石を多
く含む 良好 内外　灰色

第141図 448 14・15 溝29 瓦質土器 羽釜 口径※23.7
器高△8.1

口縁部のみ残存。口縁部直下には短い鍔がつ
く。端部は内傾し、強いナデによって段がつ
く。内面の調整は丁寧なナデ、体部外面は粗い
ナデが施される。外面には煤が付着する。

密、長石・石
英・雲母を含
む

良好 外　淡黄色
内　黄灰色

第141図 449 14・15 溝29 瓦質土器 羽釜 口径※21.8
器高△5.1

口縁部直下には短い鍔が付く。端部は内傾し、
その直下にはナデによる凹線が付く。外面体部
は粗いナデ、内面は丁寧なナデが施される。

密、石英・長
石を多く含む 良好 外　浅黄橙色

内　灰白色

第141図 450 14・15 溝31 瓦質土器 擂鉢
口径※24.5
器高9.6
底径10.8

内外面は横方向のナデを施す。内面には５条１
単位の卸目が付く。 密 良好 内外面とも灰白～暗

黄灰色

第141図 451 14・15 溝30 白磁 碗 器高△2.7 白磁碗Ⅱ類。口縁部は小さな玉縁状を呈する。 密 良好 胎土　灰白色
釉　　灰白色

第141図 452 14・15 溝29 白磁 碗 器高△1.8
底径※3.5 白磁碗Ⅱ類。高台部分は露胎。 密 良好 胎土　灰白色

釉　　淡黄色

第144図 453 14・15 Ⅲ層 土師器 坏 器高△1.9
底径※6.2

回転台成形。底部は糸切り。内面底部は不定方
向のナデ、他はヨコナデを施す。

密、石英・長
石・褐色粒を
含む

良好 内外　橙色

第144図 454 14・15 Ⅲ層 土師器 坏 器高△2.1
底径※5.3

回転台成形。底部は糸切り。内外面ともにヨコ
ナデ。

密、長石を含
む 良好 内外　灰色

第144図 455 14・15 Ⅲ層 土師器 鍋 器高△3.6 受け部状の口縁部をもつ。内外面ともに横方向
のナデを施す。外面には煤が付着する。 密 良好 内外　にぶい黄橙色

第144図 456 14・15 Ⅲ層 瓦質土器 羽釜 器高△2.5 外面口縁部直下に鍔が付く。端部は外傾する。
内外面口縁部に横方向のナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　黄灰～灰色

第144図 457 14・15 Ⅲ層 瓦質土器 羽釜 口径※19.0
器高△5.8

口縁部直下に短い鍔が付く。端部は内傾し、丸
味をもつ。内面端部直下には横方向のナデによ
り凹線状の凹みを有す。外面体部は粗いナデ、
内面体部は丁寧なナデを施す。外面体部には煤
が付着する。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰白色

第144図 458 14・15 Ⅲ層 須恵器 甕 口径31.0　
器高7.0

口縁部はくの字状に屈折し、端部付近でさらに
外反する。内外面口縁部は横方向のナデ、外面
肩部は幅の広い格子状叩き後、横方向のナデを
施す。内面肩部は縦方向のハケメを施す。

密、長石・褐
色粒を含む 良好 外　褐灰色

裏　黄灰色

第145図 459 14・15 Ⅳ層 青磁 碗 口径※14.4
器高△2.5 龍泉窯系青磁碗。体部外面に鎬蓮弁文を有す。 密　 良好 胎土　灰白色　釉　

灰オリーブ色

第146図 460 14・15 Ⅱ～Ⅳ層 土師器 皿
口径※8.6
器高△1.5
底径※7.0

回転台成形。底部は回転糸切り後板目痕が付
く。内外面ともにヨコナデ。

密、雲母を含
む 良好 内外　橙色

第146図 461 14・15 Ⅱ～Ⅳ層 白磁 碗 器高△1.8
底径※7.0

白磁Ａ類か。内外面施釉。畳み付け・高台内は
露胎。 密 良好 内外　灰白色

第146図 462 14・15 Ⅱ～Ⅳ層 土師器 皿
口径※7.4
器高1.8
底径※5.0

回転台成形。底部は回転糸切りか。内外面はヨ
コナデを施す。　　 密 良好 内外　浅黄橙色

第146図 463 14・15 Ⅱ～Ⅳ層 土師器 皿
口径※6.4
器高2.3
底径※5.8

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面はヨコ
ナデを施す。　　

密、砂粒を含
む 良好 内外　黄橙色
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第３章　門前上屋敷遺跡の調査成果

表16　門前上屋敷遺跡土器観察表（15）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第146図 464 14・15 Ⅱ～Ⅳ層 土師器 皿
口径※8.4
器高△11.0
底径※3.4

手づくね成形。口縁部外面、内面全体に横方向
のナデを施す。内外面全体に煤が吸着し、口縁
端部には油分を燃焼してできた煤が付着する。

密、石英を僅
かに含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第146図 465 14・15 Ⅱ～Ⅳ層 瓦質土器 羽釜 口径※21.4
器高△3.7

口縁部直下に短い鍔が付く。外面口縁部は横方
向のナデ、体部は粗いナデ、内面はナデを施
す。

密、砂粒を含
む 良好 外　オリーブ灰色

内　灰黄褐色

第146図 466 14・15 Ⅱ～Ⅳ層 瓦質土器 擂鉢 口径※31.2
器高△9.7

外面口縁部に２条の沈線を施す。体部は粗いナ
デ、内面は横方向のナデを施す。内面には８～
９条の粗い卸目が付く。外面底部に煤付着。

密、石英を僅
かに含む 良好

外　灰～オリーブ黒
　　色
内　オリーブ黒色

第147図 467 14・15 Ⅴ層 黒色土器 坏 器高△1.1
底径※5.2

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデ。内黒焼成。外面煤付着。 密 良好 外　明黄橙色

内　褐灰色

第147図 468 14・15 Ⅴ層 土師器 坏
口径※7.0
器高△1.2
底径※4.8

回転台成形。底部は回転糸切り。内面底部は不
定方向のナデ、他はヨコナデ。 密 良好 内外　浅黄橙色

第147図 469 14・15 Ⅴ層 土師器 皿
口径※9.0
器高△1.5
底径※6.4

回転台成形。底部は糸切りか。内外面ともにヨ
コナデを施す。 密 良好 内外　にぶい橙色

第147図 470 14・15 Ⅴ層 白磁 碗 口径※14.8
器高△2.9

白磁碗Ⅱ類。口縁部は長い扁平な玉縁状を呈す
る。外面の釉が発泡する。

密、黒色粒を
含む。 良好 胎土　灰白色

釉　　灰白色

第147図 471 14・15 Ⅴ層 土師器 鍋 口径※34.6
器高△5.2

くの字状に屈曲する口縁部をもち、端部はやや
内傾する。外面は縦方向のハケメ、内面は横方
向のハケメを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第147図 472 14・15 Ⅴ層 土師器 鍋 口径※26.2
器高△4.6

受け部状の口縁部をもつ。端部はやや丸味をも
つ。口縁部外面は横方向のハケメ後ナデ、内
面・体部外面はナデを施す。外面には煤が付
着。

密、石英・雲
母を僅かに含
む

良好 内外　にぶい橙色

第147図 473 14・15 Ⅴ層 瓦質土器 鍋 口径※30.0
器高△5.7

受け部状の口縁部をもち、端部はやや丸味をも
つ。内外面に横方向のナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰白～黒褐色

第147図 474 14・15 Ⅴ層 瓦質土器 羽釜 口径※22.2
器高△4.4

外面口縁部直下に断面三角形状の短い鍔が付
く。口縁端部は内傾し、ナデによりやや凹む。
内外面口縁部に横方向のナデ、内外面体部にナ
デを施す。外面には煤が付着する。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　暗灰色

断　　浅黄色

第148図 475 14・15 遺構外　　　段状遺構１・２ 土師器 坏 器高△5.1
底径※7.4

底部は糸切り。体部外面には凹凸が顕著に認め
られる。体部と底部の境には高台がつく。内外
ともに器面が摩滅し調整不明瞭。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第148図 476 14・15 遺構外　　　段状遺構１・２ 土師器 坏 器高△1.7
底径※7.7

体部との境に高台が付く。外面は横方向のナ
デ、内面は器面が剥離し調整不明。

密、長石・橙
色粒・雲母を
含む

良好 内外　橙色

第148図 477 14・15 遺構外　　　段状遺構１・２ 土師器 坏 器高△1.6
底径※7.2

回転台成形。底部は静止糸切り。底部内面は一
定方向のナデを施す。内外面ともに器面が摩滅
し調整不明瞭。

密、石英・長
石・小石を含
む

良好 内外　淡赤橙色

第148図 478 14・15 遺構外　　　段状遺構１・２ 土師器 坏 器高△2.7
底径※6.0

回転台成形。底部は回転糸切り。外面底部と体
部の境に段が付く。外面はヨコナデ、内面はナ
デによって凹凸部分を消す。

密 良好 内外　橙色

第148図 479 14・15 遺構外　　　段状遺構１・２ 土師器 柱状高台 器高△3.0
底径※5.6

回転台成形。底部は糸切り。内外面ともに器面
が摩滅し調整不明。

密、長石を少
し含む 良好 内外　にぶい橙色

第148図 480 14・15 遺構外　　　段状遺構１・２ 土師器 皿
口径※8.5
器高△1.8
底径△3.5

回転台成形。底部は回転糸切り。内面底部は不
定方向のナデ、他はヨコナデを施す。

密　長石・雲
母を僅かに含
む

良好 内外　橙色

第148図 481 14・15 遺構外　　　段状遺構１・２ 土師器 皿
口径※10.2
器高△1.5
底径※8.2

回転台成形。底部は糸切り。内外面ともに器壁
が摩滅し調整不明。 密 良好 内外　浅黄橙色

第148図 482 14・15 遺構外　　　段状遺構１・２ 土師器 皿
口径※8.4
器高△1.7
底径※6.4

回転台成形。底部は糸切り。器面が摩滅し調整
不明。 密 良好 内外　浅黄橙色

第148図 483 14・15 遺構外　　　段状遺構１・２ 土師器 皿
口径※8.2
器高△1.6
底径※5.8

回転台成形か。内外面ともに器面が摩滅し調整
不明。

密、石英・長
石・橙色粒を
含む

良好 内外　浅黄橙色

第148図 484 14・15 遺構外　　　段状遺構１・２ 土師器 皿
口径△12.8
器高△1.4
底径△9.0

手づくね成形。内面は不定方向のナデを施す。
外面は器面が摩滅し調整不明。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　橙色

第148図 485 14・15 遺構外　　　段状遺構１・２ 土師器 鍋 器高△3.2
くの字状に屈曲する口縁部をもつ。外面は縦方
向のハケメ後頸部付近で一部にナデ、内面は横
方向のハケメ、口縁端部に横方向のナデを施
す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　灰褐色

第148図 486 14・15 遺構外　　　段状遺構１・２ 土師器 鍋 器高△5.7
受け部状の口縁部をもつ。内面口縁部は横方向
のナデ、内面体部は横方向のハケメ後ナデを施
す。外面の調整は器面が摩滅し不明。

密 良好 内外　にぶい橙色

第148図 487 14・15 遺構外　　　段状遺構１・２ 瓦質土器 羽釜 口径※20.8
器高△3.1

外面口縁部直下に断面三角形状の短い鍔がつ
く。口縁端部は内傾しやや凹む。内外面口縁部
に横方向のナデを施す。外面には煤が付着す
る。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰色

断　　灰白色

第148図 488 14・15 遺構外　　　段状遺構１・２ 瓦質土器 羽釜 口径※25.0
器高△5.0

口縁部直下に短い鍔が付く。口縁端部は内傾し
強い横方向のナデにより段を有す。内外面口縁
部は横方向のナデ、外面体部は粗いナデ、内面
体部は丁寧なナデを施す。

密 良好 外　灰色
内　灰白色

第148図 489 14・15 遺構外　　　段状遺構１・２ 瓦質土器 羽釜 器高△5.8
口縁部直下に短い鍔が付く。端部は細く丸味を
もつ。内面端部直下には凹線がめぐる。内外面
ともにナデ。内面に煤が付着。

密、石英・長
石を少し含む 良好 表　にぶい橙色

裏　暗赤褐色

第148図 490 14・15 遺構外　　　段状遺構１・２ 瓦質土器 鍋 口径※26.0
器高△7.5

口縁部直下に短い鍔が付く。端部はやや丸味を
もつ。口縁部は横方向のナデを施す。外面体部
は粗くナデ、内面は丁寧にナデる。外面には煤
が付着する。

密、石英・長
石・雲母を多
く含む

良好 内外　褐灰色　　　
　　　　　　

第148図 491 14・15 遺構外　　　段状遺構１・２ 白磁 皿
口径※9.8
器高△2.4
底径△3.8

白磁皿Ⅲ類。口縁部は外反する。体部内面には
沈線を有す。外面の体部下半から高台部分は露
胎。

密 良好 外　にぶい黄橙色
内　灰白色

第149図 492 14・15 遺構外　　　 土師器 坏
口径※11.8
器高△3.8
底径※5.6

回転台成形。底部は静止糸切り。底面は糸切り
後一部にナデ、他はヨコナデ。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい橙色

第149図 493 14・15 遺構外　　　 土師器 坏 器高△2.6
底径※8.4

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデ。内面に煤が付着する。 密 良好 内外　浅黄橙色

第149図 494 14・15 遺構外　　　 土師器 坏 器高△11.0
底径※6.8

回転台成形による。底部は回転糸切り。底部内
面はナデにより凹凸部分を消す。 密 良好 内外　浅黄橙色

第149図 495 14・15 遺構外　　　 土師器 坏 器高△2.7
底径※6.7

底部に貼付による高台が付く。内外面ともに横
方向のナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　にぶい赤褐色

第149図 496 14・15 遺構外　　　 土師器 柱状高台
付坏 器高△3.6

底部は糸切りか。内外面ともに器面が摩滅し調
整不明。一部に赤色顔料を塗布した痕跡があ
る。

密 良好 内外　浅黄橙色

第149図 497 14・15 遺構外　　　 土師器 坏 器高△1.2
底径※5.8

回転台成形。底部は回転糸切り。内面底部は不
定方向のナデを施す。 密 良好 内外　浅黄橙色
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第10節　遺物観察表

表17　門前上屋敷遺跡土器観察表（16）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第149図 498 14・15 遺構外　　　 土師器 坏 器高△1.8
底径6.2

回転台成形。底部は回転糸切り。外面はヨコナ
デ、内面は不定方向のナデを施す。内面には同
心円状に凹凸が認められる。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　浅黄橙色

第149図 499 14・15 遺構外　　　 土師器 皿
口径※8.2
器高△1.3
底径※5.8

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデ。底部内面には微かに凹凸がみられ
る。器壁はやや薄い。

密 良好 内外　にぶい黄橙色

第149図 500 14・15 遺構外　　　 土師器 皿
口径※7.8
器高△1.3
底径※3.8

回転台成形。底部は糸切り。器面が摩滅し調整
不明。

密、長石を含
む 良好 内外　浅黄橙色

第149図 501 14・15 遺構外　　　 土師器 皿 器高△1.4
底径※5.7

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデを施す。 密 良好 内外　浅黄橙色

第149図 502 14・15 遺構外　　　 土師器 皿
口径※7.2
器高△1.6
底径※4.8

回転台成形。底部は静止糸切り。内面底部は不
定方向のナデ、内外面口縁部はヨコナデを施
す。

密 良好 内外　橙色

第149図 503 14・15 遺構外　　　 土師器 鍋 口径※16.4
器高△4.7

くの字状に屈曲する口縁部をもち、端部は上に
引き上げられる。外面は縦方向のハケメ後横方
向のナデ、内面は横方向のハケメが施される。

密、長石を含
む 良好 内外　橙色　　　　

　　　　　　　　

第149図 504 14・15 遺構外　　　 土師器 鍋 口径※28.4
器高△3.8

くの字状に屈曲する口縁部をもち、端部付近で
肥厚する。端部上面は水平であるがナデにより
若干窪み、その外側は若干引き出される。外面
には縦方向のハケメ、内面には横方向のハケメ
が施される。

密、長石を少
し含む 良好 内外　にぶい黄橙　

　　　　　

第149図 505 14・15 遺構外　　　 土師器 鍋 口径※22.0
器高△3.0

受け部状の口縁部をもち、端部は水平となり若
干肥厚する。内外面ともに器面が剥離し調整不
明。２次火を受けたのか一部が赤色化してい
る。

密、長石・雲
母を僅かに含
む

良好 内外　浅黄橙色
断　　褐灰色

第149図 506 14・15 遺構外　　　 瓦質土器 羽釜 口径※22.0
器高△8.7

口縁部直下に短い鍔が付く。端部は内傾し、外
側が若干外方に折れ曲がる。外面体部では粗い
ナデ、内面は丁寧なナデによって仕上げられ
る。外面には煤が付着する。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　暗灰色

第149図 507 14・15 遺構外　　　 瓦質土器 羽釜 口径※24.0
器高△8.1

口縁部直下に短い鍔が付く。端部は内傾し、外
側が若干引き出される。内面端部直下には横方
向のナデにより若干凹む。外面体部では粗いナ
デ、内面は丁寧なナデが施される。外面には煤
が付着する。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　暗灰色

第149図 508 14・15 遺構外　　　 備前焼 擂鉢 口径※28.4
器高△11.0

備前ⅣA期。口縁部内面が上にのび、外側がや
や突出する。内面には８条１単位の卸目を２本
以上もつ。

密 良好 内外　にぶい赤褐色

第149図 509 14・15 遺構外　　　 白磁 碗 器高△2.3 底部内面に沈線を有す。外面は露胎。 密、黒色粒を
含む 良好 胎土　浅黄橙色

釉　　灰白色

第149図 510 14・15 遺構外　　　 青磁 碗 口径※15.6
器高△3.1

龍泉窯系青磁碗Ⅰ類。内面に片彫蓮花文を有
す。 密 良好 胎土　灰白色

釉　　オリーブ灰

第149図 511 14・15 遺構外　　　 須恵器 甕 器高△3.0 外面には格子状の叩き、内面にはハケメを施
す。勝間田系。 密 良好 外　灰色

内　暗灰色

第149図 512 14・15 遺構外　　　 須恵器 甕 胴部のみ残存。外面には格子状の叩き、内面に
はハケメを施す。勝間田系。

密、長石・橙
色粒を含む 良好 内外　灰色

断　　灰赤色

第151図 513 14・15 第２次造成土中 土師器 皿 口径※9.0
器高△1.2

手づくね成形。横方向のナデを施し、口縁部外
面に段を有す。口縁端部は細くなる。内面は横
方向のナデにより丁寧に仕上げられる。

密 良好 内外　にぶい黄橙色

第151図 514 14・15 第２次造成土中 土師器 皿
口径※9.0
器高△1.5
底径※4.0

手づくね成形。内面口縁端部直下には微かな凹
線を有す。外面口縁部には横方向のナデを施
す。内面は横方向のナデにより丁寧に仕上げら
れる。

密 良好 内外　浅黄橙色

第151図 515 14・15 第２次造成土中 青磁 碗 口径※15.0
器高△3.2

青磁碗D類。口縁部は外反する。２次火を受け
たためか内外面の釉が剥落する。 密 良好 胎土　灰白色

釉　　明緑灰色

第151図 516 14・15 第２次造成土中 黒釉陶器 天目茶碗 器高△5.2
底径※4.4

体部外面の下半から底部は露胎。高台は削り出
しによる。中国産か。 密 良好 胎土　浅黄色

釉　　黒褐色

第151図 517 14・15 第２次造成土中 青磁 碗 器高△1.8 肥前系磁器。 密 良好 胎土　灰白色
釉　　明緑灰

第151図 518 14・15 第２次造成土中 染付 碗
口径※11.0
器高△5.7
底径※7.4

広東碗。底部外面に足の高い高台が付く。畳付
け部分に砂目跡が付く。外面には植物をモチー
フにした文様、内面見込みには不明の文様が描
かれる。

密 良好
釉　　明緑灰色、暗
　　　青色
胎土　灰白色

第152図 519 14・15 第２次造成土以前 土師器 坏 器高△1.9
底径5.4

回転台整形。底部は回転糸切り後板目痕が付
く。内面底部は不定方向のナデ、他はヨコナデ
を施す。

密 良好 内外　橙色

第152図 520 14・15 第２次造成土以前 土師器 坏 器高△1.5
底径5.2

回転台成形。底部は回転糸切り。外面はヨコナ
デ、内面は風化のため調整不明。 密 やや

不良 内外　橙色

第152図 521 14・15 第２次造成土以前 土師器 坏 器高△2.0
底径4.8

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデを施す。 密 やや

不良 内外　橙色

第152図 522 14・15 第２次造成土以前 土師器 坏 器高△1.8
底径5.4

回転台成形。底部は回転糸切り後板目が付く。
外面はヨコナデ、内面は風化のため調整不明。 密 やや

不良
外　黄橙色
内　浅黄橙色

第152図 523 14・15 第２次造成土以前 土師器 坏 器高△2.0
底径5.0

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデを施す。 密 やや

不良 内外　黄橙色

第152図 524 14・15 第２次造成土以前 土師器 坏 器高△1.1
底径5.4

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデを施す。 密 良好 内外　黄橙色

第152図 525 14・15 第２次造成土以前 土師器 坏 器高△1.9
底径5.0

回転台成形。外面は底部回転糸切り。内外面と
もに器面が摩滅し調整不明。 密 やや

不良 内外　橙色

第152図 526 14・15 第２次造成土以前 土師器 坏 器高△1.2
底径5.0

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデを施す。 密 やや

不良 内外　にぶい橙色

第152図 527 14・15 第２次造成土以前 土師器 坏 器高△1.4
底径5.2

回転台成形。底部は回転糸切り後板目痕が付
く。内外面ともにヨコナデを施す。内面は器面
が摩滅し調整不明瞭。

密 やや
不良 内外　橙色

第152図 528 14・15 第２次造成土以前 土師器 坏 器高△2.0
底径5.0

回転台成形。底部は回転糸切り後板目痕が付
く。内外面ともにヨコナデを施す。 密 やや

不良 内外　黄橙色

第152図 529 14・15 第２次造成土以前 土師器 坏 器高△1.4
底径5.4

回転台整形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデを施す。内面は器面が摩滅し調整不明
瞭。

密 良好 内外　橙色

第152図 530 14・15 第２次造成土以前 土師器 坏 器高△2.0
底径5.4

回転台成形。底部は回転糸切り後板目痕が付
く。外面はヨコナデ、内面はナデを施す。 密 良好 内外　橙色

第152図 531 14・15 第２次造成土以前 土師器 坏 器高△1.2
底径※5.2

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデを施す。 密 やや

不良 内外　橙色

第152図 532 14・15 第２次造成土以前 土師器 坏 器高△1.1
底径※5.8

回転台成形。底部は回転糸切り後板目痕が付
く。内外面ともにヨコナデを施す。 密 良好 内外　橙色

第152図 533 14・15 第２次造成土以前 土師器 坏 器高△1.8
底径5.2

回転台成形。底部は回転糸切り。外面は器面が
摩滅し調整不明。内面はヨコナデを施す。底部
に「普庵」と墨書。

密 やや
不良 内外　橙色
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第３章　門前上屋敷遺跡の調査成果

表18　門前上屋敷遺跡土器観察表（17）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第152図 534 14・15 第２次造成土以前 土師器 坏 器高△1.2
底径5.2

回転台成形。底部は回転糸切りか。外面は器面
が摩滅し調整不明。内面はヨコナデを施す。 密 やや

不良
外　黄橙色
内　にぶい橙色

第152図 535 14・15 第２次造成土以前 土師器 皿
口径※7.0
器高1.8
底径※3.6

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデを施す。 密 良好 内外　橙色

第152図 536 14・15 第２次造成土以前 土師器 皿
口径※7.3
器高1.7
底径※4.0

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデを施す。 密 やや

不良 内外　橙色

第152図 537 14・15 第２次造成土以前 土師器 皿
口径※9.8
器高1.8
底径※4.0

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデを施す。 密 良好 内外　浅黄橙色

第152図 538 14・15 第２次造成土以前 土師器 皿 器高△1.2
底径※4.6

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデを施す。外面底部に黒斑がみられる。 密 良好 外　にぶい橙色　　

内　浅黄橙色

第152図 539 14・15 第２次造成土以前 土師器 坏 器高△1.6
底径※3.8

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデを施す。外面体部に糸切りの痕跡がみ
られる。

密 良好 内外　浅黄橙色

第152図 540 14・15 第２次造成土以前 土師器 皿 器高△1.4
底径※3.4

回転台成形。底部は回転糸切り後板目痕が付
く。内面はヨコナデを施す。 密 やや

不良
外　黄橙色
内　橙色

第152図 541 14・15 第２次造成土以前 土師器 皿 器高△0.9
底径3.0

回転台成形。底部は回転糸切り後板目痕が付
く。内外面ともにヨコナデを施す。 密 良好 内外　浅黄色

第152図 542 14・15 第２次造成土以前 土師器 皿 器高△1.4
底径3.4

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデを施す。 密 良好 内外　黄橙色

第152図 543 14・15 第２次造成土以前 土師器 皿 器高△1.3
底径3.2

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデを施す。 密 やや

不良
外　橙色
内　浅黄橙色

第152図 544 14・15 第２次造成土以前 土師器 皿 器高△0.5
底径※3.7

回転台成形。底部は回転糸切り。内面はナデを
施す。 密 良好 内外　橙色

第152図 545 14・15 第２次造成土以前 土師器 皿
口径※7.2
器高1.7　
底径※3.6

回転台成形。底部はケズリ。内外面はヨコナデ
を施す。口縁端部に油煙が付着する。 密 やや

不良 内外　浅黄橙色

第152図 546 14・15 第２次造成土以前 土師器 皿
口径※6.6
器高1.7　
底径※2.2

内外面ヨコナデ。 密 良好 外　浅黄橙色
内　橙色

第152図 547 14・15 第２次造成土以前 土師器 皿
口径※8.0
器高2.3　
底径※4.8

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデを施す。外面体部から底部にかけて墨
書。

密 良好 内外　浅黄橙色

第152図 548 14・15 第２次造成土以前 土師器 皿 口径※10.6
器高1.8

手づくね成形。口縁部は横方向のナデにより外
面に段が付く。内面は横方向のナデを施す。　
　　　　　　　　　　　　　　

密 良好 内外　浅黄橙色

第152図 549 14・15 第２次造成土以前 土師器 皿 口径※10.2
器高1.3

手づくね成形。口縁部は外反し、横方向のナデ
により外面に段が付く。内面は横方向のナデを
施す。

密 良好 内外　浅黄橙色

第152図 550 14・15 第２次造成土以前 土師器 皿 口径※11.8
器高△1.3

手づくね成形。口縁部は外反し、横方向のナデ
により外面に段が付く。内面は横方向のナデを
施す。

密 良好 外　灰黄褐色　　　
内　褐灰色

第153図 551 14・15 第２次造成土以前 瓦質土器 羽釜 器高△5.0
口縁部直下に鍔が付く。口縁端部は内傾する。
外面口縁部及び内面は横方向のナデ、外面はケ
ズリを施す。

密 良好 外　灰色
内　灰白色

第153図 552 14・15 第２次造成土以前 瓦質土器 火鉢 器高△3.0
口縁端部は水平で内側に拡張する。外面には沈
線が施され、その間に花形スタンプ文、格子ス
タンプ文を押印する。

密 良好 外　黄灰色
内　黒褐色

第153図 553 14・15 第２次造成土以前 土師器 風炉 口径※31.1
器高△7.1

口縁部は垂直に立ち上がり、端部は水平とな
る。口縁部は横方向のナデ、外面胴部はヘラミ
ガキ、内面は粗い横方向のハケメを施す。

密 良好 内外　にぶい黄橙色

第153図 554 14・15 第２次造成土以前 瓦質土器 擂鉢 口径※32.4
器高△6.6

内外面ともに横方向のナデを施す。内面には５
条１単位の卸目が付く。 密 良好 内外　灰褐色

第153図 555 14・15 第２次造成土以前 備前焼 壺 口径※10.5
器高△3.7

口縁端部が若干外側に屈曲する。内外面ともに
横方向のナデを施す。 密 良好 内外　暗赤灰色

第153図 556 14・15 第２次造成土以前 備前焼 甕 器高△8.0 玉縁状の口縁部をもつが欠損し詳細は不明。内
外面ともに横方向のナデを施す。 密 良好 内外　暗赤褐色

第153図 557 14・15 第２次造成土以前 備前焼 水屋甕 外面に装飾が付く。内外面ともに横方向のナデ
を施す。 密 良好 内外　暗赤褐色

第153図 558 14・15 第２次造成土以前 備前焼 擂鉢 器高△5.3 備前Ⅲ期。外面口縁端部は横方向のナデ、内面
は横方向のナデ後卸目が付く。 密 不良 内外　灰黄色

断　　橙褐色

第153図 559 14・15 第２次造成土以前 備前焼 擂鉢 口径※25.0
器高△5.7

備前Ⅳ期。外面は横方向のナデ、内面は横方向
のナデ後７条１単位の卸目が付く。 密 良好 内外　にぶい赤褐色

第153図 560 14・15 第２次造成土以前 備前焼 擂鉢 器高△7.9
底径※12.1

外面は横方向のナデ、内面は横方向のナデ後６
条１単位の卸目が付く。 密 良好 外　橙色

内　にぶい赤褐色

第153図 561 14・15 第２次造成土以前 備前焼 擂鉢 口径※22.3
器高△8.3

備前Ⅳ期。外面は横方向のナデ、内面は横方向
のナデ後７条１単位の卸目が付く。 密 良好 内外　にぶい赤褐色

第153図 562 14・15 第２次造成土以前 備前焼 擂鉢 器高△5.9
底径※12.4

外面は横方向のナデ、内面は横方向のナデ後６
条１単位の卸目が付く。 密 良好 内外　にぶい赤褐色

第153図 563 14・15 第２次造成土以前 青磁 碗
口径※14.1
器高7.9
底径5.6

龍泉窯系青磁碗ＤⅡａ類。高台部は露胎してい
る。内面見込みに花文が押印される。 密 良好 内外　オリーブ灰～

　　　淡緑色

第153図 564 14・15 第２次造成土以前 青磁 碗 龍泉窯系青磁碗ＢⅣ類。外面に線描き蓮弁が施
される。 密 良好 内外　灰オリーブ色

第153図 565 14・15 第２次造成土以前 李朝青磁 碗 器高△0.9
底径※3.6

内外面に釉がかかる。内面見込みに胎土目、高
台畳付に耐火粘土が付着する。 密 良好 内外　灰色

第153図 566 14・15 第２次造成土以前 瀬戸 卸皿 器高△2.0 古瀬戸後期Ⅰ期。口縁端部に釉がかかる。それ
以下は露胎する。 密 良好 外　浅黄色

内　黄灰色

第153図 567 14・15 第２次造成土以前 染付け 碗 器高△1.7
底径※5.0 内外面に釉がかかる。内面見込みに釉剥ぎ。 密 良好 内外　灰白色

第153図 568 14・15 第２次造成土以前 唐津 坏 器高△1.7
底径※5.8

内外面ともに釉がかかる。外面体部下半は露胎
する。底部は削り出しによる高台がつく。内面
見込みに砂目痕がつく。

密 良好 内外　橙色

第155図 569 14・15 第１次造成土 土師器 坏 器高△2.3
底径※7.8

回転台成形。底部は静止糸切り。内外面とも器
面が剥離・摩滅し調整不明瞭。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい橙色

第155図 570 14・15 第１次造成土 土師器 皿 口径※11.6
器高△2.1

手づくね成形。口縁部は外側へ屈曲し、横方向
のナデが施される。端部は先端に向かい徐々に
細くなる。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　淡黄～橙色

第155図 571 14・15 第１次造成土 土師器 坏 器高△2.1
底径※5.5

回転台成形。底部は回転糸切り。外面底部は糸
切り後ナデ、内面は不定方向のナデ、内外面体
部はヨコナデを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　橙～灰褐色

第155図 572 14・15 第１次造成土 土師器 坏 器高△1.5
底径※6.4

回転台成形。底部は回転糸切り後板目痕が付
く。内外面はヨコナデを施す。底部に墨書か。 密 良好 内外　明黄褐色

第155図 573 14・15 第１次造成土 土師器 坏 器高△1.4
底径5.5

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面はヨコ
ナデを施す。底部に「智光」と墨書。 密 良好 内外　橙色
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第10節　遺物観察表

表19　門前上屋敷遺跡土器観察表（18）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第155図 574 14・15 第１次造成土 土師器 坏 器高△1.3
底径※6.0

回転台成形。底部は回転糸切り。外面底部は糸
切り後ナデを施し、板目痕が付く。内面は不定
方向のナデを施す。

密 良好 内外　橙色

第155図 575 14・15 第１次造成土 土師器 坏 器高△2.3
底径※5.2

回転台成形。底部外面には板目痕が付く。内面
はナデを施す。

密、石英・長
石・雲母・橙
色粒を含む

良好 内外　橙色

第155図 576 14・15 第１次造成土 土師器 皿 器高△1.0
底径※5.4

回転台成形。底部は回転糸切り後ナデ、内面は
不定方向のナデを施す。 密 良好 内外　浅黄橙色

第155図 577 14・15 第１次造成土 土師器 坏 器高△2.9
底径※5.6

回転台成形。外面は底部回転糸切り。内外面と
もに器面が摩滅し調整不明。外面に化粧土を施
す。

やや粗 良好 内外　浅黄橙色。

第155図 578 14・15 第１次造成土 土師器 皿 器高△2.0
底径※2.0

回転台成形。底部は糸切りか。内面底部と体部
の境には段がつく。内外面はヨコナデ、底部内
面は横方向のナデを施す。器面が摩滅し調整不
明瞭。

密、石英を僅
かに含む 良好 内外　にぶい橙色

第155図 579 14・15 第１次造成土 土師器 皿
口径※7.9
器高1.5　
底径5.6

回転台成形。底部は回転糸切り後板目痕が付
く。内外面ともにヨコナデを施す。 密 やや

不良 内外　浅黄橙色

第155図 580 14・15 第１次造成土 土師器 皿 口径※8.8
器高△1.7

手づくね成形。外面口縁部直下に明瞭な凹線、
内面端部直下に微かな凹線を有す。内外面口縁
部に横方向のナデを施し、内面は丁寧に仕上げ
られる。内面には煤が付着し、外面には化粧土
が塗布された痕跡がある。

密 良好 内外　灰白色

第155図 581 14・15 第１次造成土 土師器 皿 口径※8.8
器高△1.8

手づくね成形。口縁端部は外側へ屈曲し、内面
端部直下には微かな凹線を有す。外面口縁部は
横方向のナデにより段を有す。内面全体は横方
向のナデにより丁寧に仕上げられる。

密 良好 内外　にぶい黄橙色

第155図 582 14・15 第１次造成土 土師器 皿 器高△1.6
口縁端部付近で外反する。外面口縁部は横方向
のナデにより段を有す。内面は横方向のナデに
より丁寧に仕上げられる。

密、長石を少
し含む 良好 内外　にぶい橙色

第155図 583 14・15 第１次造成土 土師器 皿 口径※12.4
器高△2.0

手づくね成形。口縁部は外側に屈曲し、外面に
僅かな断を有す。内外面口縁部は横方向のナデ
が施され、内面は丁寧に仕上げられる。

密、石英・長
石・雲母・橙
色粒を含む

良好 内外　浅黄橙色

第155図 584 14・15 第１次造成土 土師器 皿 口径※12.2
器高△2.3

手づくね成形。口縁部は外側に屈曲し、外面に
僅かな段を有す。内外面口縁部は横方向のナデ
が施され、内面は丁寧に仕上げられる。

密、長石、雲
母を含む 良好 内外　浅黄橙色

第155図 585 14・15 第１次造成土 土師器 皿
口径※13.0
器高△1.9
底径※6.0

手づくね成形。口縁部付近で僅かに外反する。
外面口縁部は横方向のナデを施し、内面は横方
向のナデにより丁寧に仕上げる。底部内外面に
煤が付着する。

密 良好 内外　灰黄褐～黒褐

第155図 586 14・15 第１次造成土 土師器 羽釜 口径※23.2
器高△2.9

口縁端部はやや内傾し、内面端部直下は強い横
方向のナデにより段を有す。口縁部の直下には
短い鍔がつく。２次火を受けたためか内外面の
器面が赤色となる。

蜜、石英・長
石雲母を含む 良好

外　赤橙色
内　浅黄橙～赤橙色
断　褐灰色

第155図 587 14・15 第１次造成土 備前焼 擂鉢 器高△8.4
底径※15.0

内外面ともにナデを施し、内面には７条１単位
の卸目が３本以上つく。

密、長石・橙色
粒を少し含む 良好 内外　橙～明赤灰色

第155図 588 14・15 第１次造成土 備前焼 甕？ 器高△6.0 外面には７条１単位の櫛状工具により文様が施
される。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　にぶい赤褐色

第155図 589 14・15 第１次造成土 備前焼 甕 器高△3.3
底径※33.0 内外面に横方向のナデを施す。 密、長石・橙

色粒を含む 良好 外　赤褐色
内　暗灰色

第155図 590 14・15 第１次造成土 青磁 碗 口径※16.8
器高△4.2

青磁碗Ｄ類。口縁部のみ残存。口縁部は外反す
る。 密 良好 胎土　灰白色

釉　　オリーブ灰色

第155図 591 14・15 第１次造成土 瀬戸 平碗 口径※15.2
器高△7．2

古瀬戸後期Ⅰ期。口縁部～体部にかけて残存。
釉がかかる。 密 良好 胎土　灰黄色

釉　　オリーブ色

第157図 592 14・15 掘立柱建物12 備前焼 甕 口径※12.6
器高△3.0

玉縁状の口縁部をもつ。内面口縁部は横方向の
ナデ、外面は釉が付着し調整不明。

密、長石を多
く含む 良好 内外　暗灰色

第157図 593 14・15 掘立柱建物12 備前焼 甕 器高△10.8
肩部にボタン状の装飾が付く。内外面ともに横
方向のナデ、内面に沈線が４条以上付く。外面
には釉が付着する。

密、長石を含
む 良好 外　暗赤褐色

内　赤黒色

第157図 594 14・15 掘立柱建物12 備前焼 甕 器高△9.0
底径※21.6

底面はナデ、外面底部は横方向のヘラケズリ、
内面は横方向のナデを施す。

密、長石を含
む 良好

内外　にぶい赤褐色
断　　暗青灰色、明
赤褐色

第160図 595 14・15 掘立柱建物13 土師器 皿 口径※15.0
器高△1.9

手づくね成形。口縁端部付近で僅かに外反す
る。口縁部に横方向のナデを施す。内面はナデ
により丁寧に仕上げられる。

密 良好 内外　浅黄橙色

第160図 596 14・15 掘立柱建物13 土師器 皿 口径※11.0
器高△1.8

手づくね成形。口縁端部付近で外反する。外面
口縁部に横方向のナデを施し、外面に明瞭な段
が付く。内面はナデにより丁寧に仕上げられ
る。

密 良好 内外　浅黄橙色

第160図 597 14・15 掘立柱建物13 土師器 皿 口径※10.8
器高△1.1

手づくね成形。内面口縁端部直下には凹線を有
す。外面口縁部に横方向のナデを施す。内面は
横方向のナデにより丁寧に仕上げられる。

密 良好 内外　浅黄橙色

第160図 598 14・15 掘立柱建物13 備前焼 甕 器高△7.8
内外面ともに横方向のナデ、外面には３条１単
位の沈線文が施される。外面には釉が付着す
る。

密 良好 外　黒褐色
内　灰赤色

第160図 599 14・15 掘立柱建物13 備前焼 甕 器高△13.7
底径※25.4

底面はナデで一部に粘土を削り取った痕跡を有
す。外面底部は底面との境付近でヘラケズリを
施した後、全体に縦横方向のナデ、内面は横方
向のナデを施す。内面底部に釉が付着する。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　赤褐～暗赤灰

　　　色　

第161図 600 14・15 掘立柱建物14 須恵器 甕 器高△3.0 外面には格子状の叩き、内面にはナデを施す。
勝間田系。 密 不良 内外　灰白色　　　

　　　　　　　

第162図 601 14・15 掘立柱建物15 土師器 坏 口径※9.6
器高△2.2

回転台成形か。内外面ともに器面が摩滅し調整
不明。

密、長石を僅
かに含む 良好 内外　橙色

第162図 602 14・15 掘立柱建物15 土師器 坏
口径※6.7
器高△1.7
底径※5.6

回転台成形。底部は糸切り。底部には粘土が剥
落してできた円状の孔がみられる。内外面とも
に器面が摩滅し調整不明。

密　長石を僅
かに含む 良好 内外　浅黄橙色

第162図 603 14・15 掘立柱建物15 土師器 皿 口径※12.0
器高△2.0

手づくね成形。口縁端部は外側へ屈曲し、内面
端部直下には微かな凹線を有す。口縁部には横
方向のナデが施され、外面に段が付く。内面全
体は横方向のナデにより丁寧に仕上げられる。

密 良好 内外　浅黄橙色

第162図 604 14・15 掘立柱建物15 土師器 皿 口径※11.0
器高△2.7

手づくね成形。口縁端部付近で僅かに外反す
る。口縁部には横方向のナデを施し、外面に微
かな段が付く。内面全体は横方向のナデにより
丁寧に仕上げられる。

密 良好 内外　浅黄橙色

第162図 605 14・15 掘立柱建物15 土師器 皿
口径※8.0
器高△2.0
底径※2.9

手づくね成形。内外面口縁部に横方向のナデ、
内面には右回転のハケの痕跡がみられる。

密、長石を僅
かに含む 良好 内外　浅黄橙色

第162図 606 14・15 掘立柱建物15 土師器 皿 口径※10.4
器高△2.0

手づくね成形。口縁端部付近で僅かに外反す
る。口縁部には横方向のナデを施し、外面に微
かな段が付く。内面は横方向のナデにより丁寧
に仕上げられる。

密 良好 内外　にぶい黄橙色
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第３章　門前上屋敷遺跡の調査成果

表20　門前上屋敷遺跡土器観察表（19）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第163図 607 14・15 柱穴55 土師器 皿 口径※9.0
器高△1.7 回転台成形か。内外面ともにヨコナデを施す。 密 良好 内外　浅黄橙色

第164図 608 14・15 柱穴56 土師器 皿 口径※13.0
器高△1.7

手づくね成形。口縁端部付近で僅かに外反す
る。口縁部には横方向のナデを施し、外面に微
かな段が付く。内面は横方向のナデにより丁寧
に仕上げられる。

密、長石を僅
かに含む 良好 内外　にぶい橙色

第164図 609 14・15 柱穴56 土師器 皿 口径※12.4
器高△1.6

手づくね成形。口縁端部付近で外反する。口縁
部には横方向のナデを施し、外面に段が付く。
内面端部直下に凹線を有す。内面は横方向のナ
デにより丁寧に仕上げられる。

密 良好 内外　にぶい橙色

第164図 610 14・15 柱穴56 土師器 皿 口径※12.8
器高△1.7

手づくね成形。口縁部にかけて湾曲しながら立
ち上がり、端部付近で外反する。外面口縁部に
は横方向のナデを施し、体部との境に微かな段
が付く。内面は横方向のナデにより丁寧に仕上
げられる。

密 良好 内外　浅黄橙色

第164図 611 14・15 柱穴56 土師器 皿 口径※8.4
器高△1.8

手づくね成形。口縁部に横方向のナデを施し、
外面に段が付く。内面端部直下には微かな凹線
を有す。内面は横方向のナデにより丁寧に仕上
げられる。

密 良好 内外　にぶい黄橙色

第165図 612 14・15 柱穴57 土師器 皿 口径※10.5
器高△2.0

手づくね成形。口縁部に横方向のナデを施し、
外面に段が付く。内面端部直下には凹線を有
す。内面は横方向のナデにより丁寧に仕上げら
れる。

密 良好 内外　灰白～橙色

第165図 613 14・15 柱穴57 土師器 皿 器高△1.1
底径※3.0

回転台成形。底部は糸切り。内外面ともにヨコ
ナデを施す。 密 良好 内外　灰黄褐色

第166図 614 14・15 土坑65 陶器 小型碗
口径7.2
器高3.9
底径3.1

外面はケズリ、内面はナデを施す。外面には赤
色顔料を塗布する。 密 良好 内外　淡黄色

第167図 615 14・15 土坑66 土師器 皿 口径※10.6
器高△1.5

手づくね成形。口縁端部は外側へ屈曲し、内面
端部直下には微かな凹線を有す。口縁部には横
方向のナデが施され、外面に段が付く。内面全
体は横方向のナデにより丁寧に仕上げられる。

密、長石を僅
かに含む 良好 外　橙～にぶい橙色

内　橙色

第168図 616 14・15 土坑67 土師器 皿 口径※15.6
器高△2.0

手づくね成形。口縁端部付近で外反する。口縁
部に横方向のナデを施し、外面に段が付く。内
面端部直下には微かな凹線を有す。内面は横方
向のナデにより丁寧に仕上げられる。

密 良好 内外　橙色

第168図 617 14・15 土坑67 土師器 皿 口径※12.8
器高△2.1

手づくね成形。口縁端部付近で外反する。外面
口縁部には横方向のナデを施し、体部との境に
段を有す。内面は横方向のナデにより丁寧に仕
上げられる。

密 良好 内外　浅黄橙～褐灰
　　　色

第168図 618 14・15 土坑67 土師器 皿
口径※11.4
器高△2.2
底径※5.0

手づくね成形。口縁端部付近で外反する。口縁
部に横方向のナデを施し、外面に段が付く。内
面端部直下には微かな凹線を有す。内面は横方
向のナデにより丁寧に仕上げられる。

密 良好 内外　にぶい橙色

第168図 619 14・15 土坑67 土師器 坏 器高△1.2
底径※5.0

回転台成形。底部は糸切り。底部内面には不定
方向のナデが施され平坦となる。内外面ともに
器面が摩滅し調整不明瞭。

密 良好 内外　灰白色

第168図 620 14・15 土坑67 白磁？ 皿 口径※14.8
器高△3.2

内外面ともに釉がかかるが、外面底部付近が露
胎する。

密　褐色粒含
む。 良好 胎土　灰白色

釉　　灰白色

第169図 621 14・15 Ｐ492 土師器 皿 口径※11.6 回転台成形か。内外面ともにヨコナデを施す。 密 良好 内外　にぶい黄褐色

第173図 622 14・15 遺構外　　　 須恵器 口縁部 口径※13.4
器高△3.6

平瓶又は提瓶の口縁部か。内外面ともヨコナデ
を施す。 密 良好 内外面とも灰色

第173図 623 14・15 遺構外　　　 土師器 坏 器高△2.8
底径※6.4

回転台成形。底部は静止糸切り。内外面ともに
器面が摩滅し調整不明瞭。

密、石英、長
石を含む 良好 内外　にぶい橙色

第173図 624 14・15 遺構外　　　 土師器 皿 口径※9.0
器高△1.1

回転台成形。底部は静止糸切り。底面は糸切り
後一部にナデ、他はヨコナデを施す。 密 良好 内外　浅黄橙色

第173図 625 14・15 遺構外　　　 土師器 坏 器高△1.7
底径※5.2

回転台成形。底部は静止糸切り。内面底部は不
定方向のナデ、他はヨコナデか。 密 良好 内外　にぶい黄橙色

第173図 626 14・15 遺構外　　　 土師器 皿
口径※9.0
器高△1.8
底径※6.0

回転台成形か。内外ともにヨコナデ。口縁端部
には煤が付着する。 密 良好 内外　にぶい橙色

第173図 627 14・15 遺構外　　　 土師器 皿 口径※12.4
器高△1.8

手づくね成形。口縁端部付近で外反する。内面
端部直下には凹線を有す。口縁部に横方向のナ
デを施し、外面に明瞭な段が付く。内面はナデ
により丁寧に仕上げられる。

密 良好 内外　浅黄橙色

第173図 628 14・15 遺構外　　　 土師器 皿
口径※11.8
器高△2.1
底径△34.0

手づくね成形。口縁端部は外側に屈曲する。口
縁部には横方向のナデが施され、外面に段が付
く。内面端部直下に凹線を有す。内面は丁寧に
仕上げられる。底面に黒斑がある。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　橙色

第173図 629 14・15 遺構外　　　 土師器 皿 口径※10.2
器高△1.7

手づくね成形。口縁端部は外側に屈曲する。口
縁部には横方向のナデが施され、外側に段が付
く。内面端部直下に微かな凹線を有す。内面は
丁寧に仕上げられる。

密 良好 内外　浅黄橙色

第173図 630 14・15 遺構外　　　 土師器 皿 口径※10.6
器高△1.4

手づくね成形。口縁端部付近で外反する。内面
端部直下には微かな凹線を有す。口縁部に横方
向のナデを施す。内面はナデにより丁寧に仕上
げられる。

密 良好 内外　浅黄橙色

第173図 631 14・15 遺構外　　　 土師器 皿
口径※8.7
器高△1.4
底径※4.0

手づくね成形。口縁部にかけて湾曲して立ち上
がる。口縁部には横方向のナデが施され、内面
端部直下に凹線を有す。内面は横方向、不定方
向のナデにより丁寧に仕上げられる。

密 良好 内外　浅黄橙色

第173図 632 14・15 遺構外　　　 土師器 皿
口径※8.8
器高△1.3
底径※3.0

手づくね成形。口縁端部直下には凹線を有す。
口縁部に横方向のナデを施し、外面に微かな段
が付く。内面はナデにより丁寧に仕上げられ
る。

密 良好 内外　灰白色

第173図 633 14・15 遺構外　　　 瀬戸 丸皿
口径※10.6
器高△2.1
底径※6.1

大窯２段階。口縁部は内湾して立ち上がる。底
部には高台がつく。内外面には釉がかかる。内
面見込みに印花文が押印される。

密 良好 胎土　灰白色
釉　　オリーブ灰色

第173図 634 14・15 遺構外　　　 瓦質土器 火鉢
口径※21.2
器高4.9
底径※15.0

口縁部は湾曲し、端部は水平で肥厚する。底部
脚欠損する。外面はナデ、内面口縁部ヨコナ
デ、体部は工具によるナデを施す。

密 良好 外　灰～灰白色
内　灰色

第173図 635 14・15 遺構外　　　 瓦質土器 火桶 器高△8.4
底径※21.1

外面体部はミガキ、底面はヨコナデ、内面はケ
ズリを施す。 密 良好 外　灰色

内　暗灰色

第173図 636 14・15 遺構外　　　 青磁 碗 口径※11.3
器高△3.2

龍泉窯系青磁碗ＢⅢ類。内外面施釉する。外面
には崩れた鎬蓮弁が付く。 密 良好 内外　オリーブ灰色

第177図 637 16 遺構外
Ⅱ・Ⅲ層　 弥生土器 甕 口径※23.1

器高△2.0
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の
凹線ないし沈線文を施す。器面が摩滅し調整不
明。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第177図 638 16 遺構外
Ⅳ層 弥生土器 甕 器高△2.7

底径※6.3 内外面ともにナデ。外面に煤が付着する。 密、石英・長
石を含む 良好 外　褐灰色

内　にぶい黄橙色
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第10節　遺物観察表

表21　門前上屋敷遺跡土器観察表（20）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第177図 639 16 遺構外
溝８ 須恵器 坏身 口径※11.2

器高△1.5 内外面ともにヨコナデを施す。 密 良好 内外　灰色

第181図 640 16 耕作痕５ 土師器 坏 器高△1.2
底径※5.0

回転台成形。底部は回転糸切り。外面はヨコナ
デ、内面底部は器面が剥離し調整不明。

密、石英、長
石を少し含む 良好 内外　明黄褐色

第184図 641 16 溝８最下層 土師器 坏 口径※13.4
器高△2.7 回転台成形か。内外面はヨコナデを施す。 密 良好 内外　にぶい黄橙色

第184図 642 16 溝８最下層 土師器 坏 器高△1.4
底径※9.2

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰白色

第184図 643 16 溝８最下層 土師器 皿 口径※16.6
器高△2.6

手づくね成形。口縁部にかけて肥厚しながら立
ち上がり、端部付近で細くなる。内外面には横
方向のナデを施す。

密 良好 内外　にぶい黄橙

第184図 644 16 溝８最下層 白磁 皿 口径※8.2
器高△1.8 白磁皿Ⅱ類。口縁部は玉縁状を呈する。 密 良好 胎土　灰白色

釉　　明オリーブ灰

第184図 645 16 溝８下層 土師器 坏 口径※14.0
器高△2.6

回転台成形か。内外面ともに横方向のナデ。外
面に沈線が２条みられる。 密 良好 内外　浅黄色

第184図 646 16 溝８下層 土師器 坏 器高△2.5
底径※8.0

底部のやや内側に高台を有す。内外面ともに赤
色顔料の痕跡がある。内外面ともに器面が摩滅
し調整不明。

密 良好 内外　灰白色

第184図 647 16 溝８下層 土師器 皿
口径※8.8
器高△1.9
底径※6.4

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　橙色

第184図 648 16 溝８下層 土師器 皿
口径※8.4
器高△1.6
底径※6.0

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ナデを施す。

密、石英・長
石・黒色粒を
含む

良好 内外　にぶい橙色

第184図 649 16 溝８下層 土師器 皿
口径※7.0
器高△2.4
底径※5.8

回転台成形。底部は糸切り。内面底部は不定方
向のナデ、他はヨコナデを施す。外面口縁端部
直下にはヨコナデによる凹みを有す。

密、石英、長
石を少し含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第184図 650 16 溝８上層 土師器 坏 器高△2.9
底径※7.5

回転台成形。底部は糸切り。内外面ともにヨコ
ナデを施す。内面には凹凸が認められる。

密、石英・長
石・金雲母を
含む

良好 外　明褐灰色
内　褐灰色

第184図 651 16 溝８上層 土師器 坏 器高△1.3
底径※7.6

回転台成形。底部は糸切りで上げ底状となる。
内外面ともにヨコナデを施す。内面底面には凹
凸が認められる。

密、長石を含
む 良好 外　浅黄橙色

内　灰白色

第184図 652 16 溝８上層 土師器 坏 器高△1.4
底径※5.6

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面口縁部
ともにヨコナデ、内面底面にはナデが一部に施
される。

密、長石を僅
かに含む 良好 内外　浅黄橙色

第184図 653 16 溝８上層 土師器 皿
口径※7.2
器高△1.8
底径※5.8

回転台成形。底部は回転糸切り。口縁部はやや
湾曲して立ち上がる。口縁部内外面はヨコナ
デ、内面底部はナデを施す。

密 良好 内外　浅黄橙色

第184図 654 16 溝８上層 土師器 皿
口径※6.6
器高△1.5
底径※4.8

回転台成形。底部は回転糸切り。器面が摩滅し
調整不明瞭。

密、長石・雲
母を少し含
む。

良好 外　橙～淡橙色
内　淡橙色

第184図 655 16 溝８上層 土師器 皿
口径※9.1
器高△2.0
底径※5.2

回転台成形。底部は回転糸切り。内面底部は不
定方向のナデ、他はヨコナデを施す。外面に黒
斑がある。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　橙色

第184図 656 16 溝８上層 土師器 皿
口径※7.2
器高△2.0
底径※5.6

回転台成形。底部は回転糸切り。内外面ともに
ヨコナデを施す。 密 良好 内外　浅黄橙色

第184図 657 16 溝８上層 須恵器 甕 器高△7.6 外面には格子状の叩き、内面にはハケメを施
す。勝間田系。 密 不良 内外　灰白色　　　

　　　　　　　

第185図 658 16 溝９ 土師器 皿
口径※10.6
器高△1.8
底径※7.8

回転台成形。底部は糸切り。器面か摩滅し調整
不明。 密 良好 内外　浅黄橙色

第185図 659 16 溝９ 土師器 皿
口径※8.4
器高△1.7
底径※6.6

回転台成形。底部は回転糸切りか。内面底部と
口縁部の境は凹む。内外ともにヨコナデを施
す。

密、長石を僅
かに含む 良好 内外　橙色

第185図 660 16 溝９ 土師器 皿
口径7.2器
高1.7底径
5.2

回転台成形。底部は回転糸切り。内面底部と口
縁部の境は強いナデによって凹み、中心部は高
くなる。中心部には横方向のナデにより凹凸が
消される。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　橙色

第185図 661 16 溝９ 瓦質土器 羽釜 器高△3.7
口縁部にかけて湾曲して立ち上がり、外面口縁
部直下に鍔が付く。口縁端部は若干内傾し肥厚
する。内外面ともに横方向のナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　黒褐色
断　　灰白色

第186図 662 16 溝８・９ 土師器 坏 口径※8.8
器高△2.5

回転台成形。底部は回転糸切り。体部との境に
高台が付く。内面底部は一定方向のナデを施
す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい橙色

第186図 663 16 溝８・９ 青磁 碗 口径※8.4
器高△2.5 密 良好 胎土　灰白色

釉　　緑灰色

第186図 664 16 溝８・９ 土師器 皿
口径※8.2
器高△1.7
底径※6.5

回転台成形。底部は回転糸切り。内面底部はナ
デによって凹み、中心部は高くなる。内面底部
はナデ、他はヨコナデを施す。

密長石を僅か
に含む 良好 内外　浅黄橙色

第186図 665 16 溝８・９ 土師器 皿
口径※8.2
器高△1.6
底径※8.6

回転台成形。底部は糸切りか。内外面ともに器
面が摩滅し調整不明。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい橙色

第186図 666 16 溝８・９ 土師器 皿
口径※6.7
器高△1.3
底径※5.2

回転台成形。底部は糸切り。内面底部は不定方
向のナデ、内外面口縁部はヨコナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　明赤褐色

第186図 667 16 溝８・９ 土師器 鍋 口径※35.0
器高△3.3

受け部状の口縁部をもつ。口縁端部はナデが施
され先端部が若干突出する。外面は細かい縦方
向のハケメ後、口縁部付近で横方向のハケメ及
びナデを施す。内面は横方向のハケメ後、口縁
部ではナデを施す。外面には煤が付着する。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 外　橙～浅黄橙色
内　黄橙色

第188図 668 16 土坑69 土師器 皿 器高△11.0
底径※4.2

回転台成形。内外面ともに器面が摩滅し調整不
明。

密、石英・長
石を僅かに含
む

良好 外　にぶい橙色
内　浅黄橙色

第190図 669 16 溝20 土師器 坏 器高△1.5
底径※6.2

回転台成形か。内外面ともに器面が摩滅し調整
不明。

密、長石を含
む 良好 内外　浅黄橙色

第190図 670 16 溝20 土師器 坏 口径※12.6
器高△3.0

手づくね成形。外面端部直下に１条の凹線が付
く。内外面口縁部は横方向のナデ、内面はナデ
で丁寧に仕上げる。

密、長石を僅
かに含む 良好 外　灰褐色

内　にぶい橙色

第190図 671 16 溝20 土師器 皿
口径7.6器
高1.2
底径6.6

回転台成形。底部は回転糸切り後ナデ。内部底
面には凹凸が顕著に認められる。内外面ともに
ヨコナデを施す。

密 良好 内外　灰白色

第190図 672 16 溝20 土師器 鍋 口径※23.4
器高△3.0

受け部状の口縁部をもち、端部はやや丸味をも
つ。口縁部内外面はハケメ後横方向のナデ、外
面体部は縦方向のハケメ、内面は横方向のハケ
メを施す。外面には煤が付着する。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄褐色

第190図 673 16 溝20 青花 碗 口径※12.4
器高△2.7

口縁部のみ残存。口縁部内外面に２条の界線、
胴部外面に文様が描かれる。 密 良好

胎土　灰白色
釉　　明晴灰色、コ
　　　バルトブルー
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第３章　門前上屋敷遺跡の調査成果

表22　門前上屋敷遺跡土器観察表（21）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第190図 674 16 落ち込み１ 土師器 皿 口径※10.8
器高△2.1

手づくね成形。口縁端部付近で外反する。内面
端部直下には微かな凹線を有す。口縁部に横方
向のナデを施し、外面に段が付く。

密 良好 内外　灰白

第190図 675 16 落ち込み１ 土師器 鉢 器高△3.3
口縁部にかけて湾曲して立ち上がり、端部は工
具により面取りを行う。内外面ともにナデを施
す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　黄橙～橙色

第190図 676 16 落ち込み１ 陶器 碗 器高△1.7
底径※3.6 体部外面の下半から高台部分にかけて露胎。 密 良好 胎土　灰白色　　　

　釉　灰白色

第190図 677 16 落ち込み１ 青磁 碗 口径※14.2
器高△3.8

青磁碗C類。口縁部外面に雷文帯、体部内面に
文様を有す。 密 良好 胎土　灰白色

釉　　灰オリーブ色

第191図 678 16 耕作痕７ 白磁 碗 口径※16.8
器高△3.3 白磁碗Ⅳ類。口縁部は玉縁状を呈する。 密 良好 胎土　灰白色

釉　　灰白色

第192図 679 16 Ⅱ層 土師器 坏
口径※8.1
器高△1.8
底径※6.0

回転台成形。底部は回転糸切り。内面底部は不
定方向のナデ、他はヨコナデを施す。

密、石英・長
石・橙色粒を
少し含む

良好 内外　浅黄橙色

第192図 680 16 Ⅱ層 瀬戸 山茶碗 器高△2.7
底径※7.8

底部のみ残存。底部外面に糸切りの痕跡。高台
部分は貼り付けによる。内面の一部に釉がかか
る。

密 良好 胎土　灰黄色
釉　　オリーブ黄色

第193図 681 16 Ⅲ層 青磁 碗 口径※17.6
器高△4.7

青磁碗Ｄ類。口縁部のみ残存。口縁部は外反す
る。２次火を受けたためか内外面の器面に発泡
がみられる。

密 良好 胎土　灰白色
釉　　オリーブ灰色

第193図 682 16 Ⅲ層 青磁 坏 口径※12.0
器高△2.3 龍泉窯系青磁坏。端反り坏。 密、白色粒を

含む 良好 胎土　灰白色
釉　　オリーブ灰

第193図 683 16 Ⅱ・Ⅲ層 土師器 皿
口径※8.2
器高△1.5
底径※6.4

回転台成形。底部は糸切り。内外面ともに器面
が摩滅し調整不明。

密、長石・石
英を含む 良好 内外　橙色

第193図 684 16 Ⅱ・Ⅲ層 瓦質土器 鉢 口径※24.8
器高△3.0

内外面ともにナデ。内外端部に面取りが施され
る。外面に煤が付着する。

密、長石・石
英を含む 良好 内外　灰色

第193図 685 16 Ⅱ・Ⅲ層 瓦質土器 火鉢 器高△2.9
底径※25.2

外面に２条の沈線の間に連続した菊文を押印す
る。

密、石英・長
石を含む 良好

内外　黄灰～浅黄灰
　　　色
断　　にぶい黄橙色

第198図 686 17 竪穴住居２ 弥生土器 壺 口径※24.8
器高△24.5

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。口縁部の外面直下には断面形が
三角形を呈する貼付突帯を配する。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 外　にぶい橙色
内　にぶい黄橙色

第198図 687 17 竪穴住居２ 弥生土器 甕 口径17.2器
高4.8

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。外面はハケメ、内面はナデを施
す。

密、長石を多
く含む 良好 内外　灰褐色

第198図 688 17 竪穴住居２ 弥生土器 甕 口径※17.6
器高△2.3

上に拡張した口縁端部をもち、そこに凹線文を
施す。外面頸部には連続した刺突文を施した貼
付突帯文を配す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　浅黄色

第198図 689 17 竪穴住居２ 弥生土器 甕 口径※18.2
器高△3.25

上方に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。頸部外面は縦方向のハケメ後ナ
デ、内面はナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 外　にぶい橙色
内　にぶい褐色

第198図 690 17 竪穴住居２ 弥生土器 甕 口径※18.8
器高△12.3

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに４条の
凹線文を施す。外面はハケメ後ナデ、内面はナ
デ、体部中位までヘラケズリを施す。外面に煤
が付着する。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　浅黄橙色

第198図 691 17 竪穴住居２ 弥生土器 甕 口径※18.0
器高△2.6

上下に拡張した口縁端部をもち、４条の凹線文
を施した後、連続した刻目状の沈線文を施す。

密、石英・長
石・雲母・黒
色粒含む

良好 内外　浅黄橙色

第198図 692 17 竪穴住居２ 弥生土器 甕 口径※14.6
器高△3.5

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。頸部外面は縦方向のハケメ後横
方向のナデを施す。外面には赤色顔料の痕跡が
認められる。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　橙色

第198図 693 17 竪穴住居２ 弥生土器 壺 器高△5.6
底径※8.0

底部のみ残存。底面はナデ、外面底部は縦方向
のヘラミガキ、内面は縦方向のヘラケズリを施
す。

密 良好
外　にぶい褐～明赤
　　褐色
内　にぶい黄褐色

第198図 694 17 竪穴住居２ 弥生土器 甕 器高△4.5
底径※4.4

底面はナデ、外面は縦方向のヘラミガキ、内面
はナデを施す。外面に煤が付着する。

密、石英・長
石・角尖石を
含む

良好 外　にぶい黄褐色
内　浅黄橙色

第198図 695 17 竪穴住居２ 弥生土器 甕 器高△5.7
底径※6.0

底部のみ残存。底面はナデ、底部は縦方向のヘ
ラミガキ、内面は縦方向のヘラケズリを施す。
底面に黒斑が認められる。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい橙色

第200図 696 17 竪穴住居４ 弥生土器 壺 口径※25.0
器高△7.4

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の
凹線文を施す。外面は縦方向のハケメ後ナデ、
内面は横方向のハケメ後ナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好
内外　にぶい黄橙色
　　　　　　　　　
　断　褐灰色　

第200図 697 17 竪穴住居４ 弥生土器 甕 口径※17.0
器高△4.5

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の
凹線文を施す。外面は叩き後縦方向のハケメ、
内面はハケメを施す。

密、石英・長
石・雲母を少
し含む

良好 内外　橙～浅黄橙色

第200図 698 17 竪穴住居４ 弥生土器 壺 器高△8.3
外面に連続した刺突文を施した貼付突帯文を３
条配する。外面は縦方向のハケメを施す。内面
の調整は器面が摩滅し不明。

密、石英・長
石を含む 良好 外　にぶい黄橙色

内　灰黄褐色

第200図 699 17 竪穴住居４ 弥生土器 甕 器高△5.3
底径※6.6

底面はナデ、底部は縦方向のヘラミガキ、内面
は縦方向のヘラケズリを施す。底面に黒斑が認
められる。

密、石英・長
石を多く含む 良好 内外　にぶい橙色

第200図 700 17 竪穴住居４ 弥生土器 甕 器高△3.8
底径※6.0

底面はナデ、外面底部は縦方向のヘラミガキ、
内面はナデを施す。

密、長石を含
む 良好 外　にぶい橙色

内　橙色

第200図 701 17 竪穴住居４ 弥生土器 高坏 器高△5.1
底径※11.8

上下に拡張した端部をもち、そこに２条の凹線
文を施す。外面には連続した２条１単位のハの
字状をなすヘラ描沈線紋を２段以上配す。内外
面ともに横方向のナデを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

断　　褐灰色

第201図 702 17 竪穴住居９ 土師器 甕 口径※13.2
器高△3.7 複合口縁をもつ。内外面ともにナデを施す。 密、石英・長

石を含む 良好 内外　浅黄橙色

第201図 703 17 竪穴住居９ 土師器 低脚坏
口径※14.0
器高△5.1
底径※5.0

底面にはハの字に開く短い脚部をもつ。内外面
ともに器面が摩滅し調整不明。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　浅黄褐色

第201図 704 17 竪穴住居９ 土師器 鼓形器台 器高△3.8
底径※15.0

内面端部付近までヘラケズリを施す。外面は横
方向のナデを施す。内外面には赤色顔料を塗布
した痕跡がある。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　橙色

第201図 705 17 竪穴住居９ 土師器 鼓形器台 器高△4.1
底径※14.6

内面端部付近までヘラケズリを施す。外面は器
面が摩滅し調整不明。

密、石英・長
石を含む 良好 外　橙色

内　橙～淡橙色

第201図 706 17 竪穴住居９ 土師器 高坏 器高△6.3 外面は幅の広い縦方向のヘラミガキ後細い横方
向のヘラミガキを施す。内面はナデ。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　橙色

第202図 707 17 遺構外　　　
下段Ⅴ層 縄文土器 深鉢 器高△3.7 外面は縄文を施した後沈線文を配し、その周り

を磨り消す。内面はナデを施す。
密、石英・長
石を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

断　　褐灰色

第202図 708 17 遺構外　　　
下段Ⅴ層 縄文土器 深鉢 器高△2.3

粗製土器。外反する口縁部をもつ。端部と内面
には横方向の条痕、外面は不定方向の条痕を施
す。

密 良好 内外　にぶい黄橙色
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第10節　遺物観察表

表23　門前上屋敷遺跡土器観察表（22）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第202図 709 17 遺構外　　　
下段Ⅴ層 縄文土器 深鉢 器高△4.3

波状口縁をもつ。口縁部は体部との境で屈曲
し、外反して立ち上がる。屈曲部には連続した
刺突文を配す。内外面口縁部は横方向のナデ、
外面体部は横方向のハケメ、内面は縦方向のハ
ケメを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　にぶい橙色

第202図 710 17 遺構外　　　
下段 縄文土器 鉢 口径※21.0

器高△4.2
精製土器。口縁部は体部との境で屈曲し、端部
付近でやや外反する。内外面ともに横方向のヘ
ラミガキを施す。

密 良好 内外　にぶい黄橙色
　　　　　　　

第202図 711 17 遺構外　　　
下段Ⅴ層 縄文土器 深鉢 口径※20.0

器高△13.9
粗製土器。外反する口縁部をもつ。端部と内面
には横方向の条痕、外面は不定方向の条痕を施
す。外面には煤が付着する。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　灰黄褐色

第202図 712 17 遺構外　　　
下段 縄文土器 深鉢 口径※18.0

器高△5.6
粗製土器。口縁部のみ残存。内外面にナデを施
す。

蜜、石英・長
石・雲母を含
む

良好 外　明赤褐色
内　にぶい黄橙色

第202図 713 17 遺構外　　　
下段 縄文土器 深鉢 器高9.1

底径8.0
粗製土器。内外面に植物質工具によるナデを施
す。

密、石英・長
石を多く含む 良好 外　橙色

内　にぶい黄橙色

第202図 714 17 遺構外　　　
下段Ⅴ層 縄文土器 深鉢 器高△6.4

外面端部には断面形が三角形を呈する刻目付貼
付突帯文が付く。体部には焼成後に外面からの
穿孔が施される。内外面ともに器面が摩滅し調
整不明。

密、石英・長
石を含む 良好 外　灰黄褐色

内　にぶい黄橙色

第202図 715 17 遺構外　　　
溝34 縄文土器 鉢 口径※10.0

器高△2.8

口縁部のみ残存。外面端部には連続した工具に
よる刻目を施した断面形が三角形の貼付突帯文
を施す。内外面には丁寧な横方向のナデを施
す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　黄灰色

第203図 716 17 遺構外　　　
下段Ⅴ層 弥生土器 壺 口径※19.0

器高△4.3

下に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の沈
線文と２条の凹線文を施す。外面は縦方向のハ
ケメ後横方向のナデ、内面は横方向のナデを施
す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい赤褐色
断　　褐灰色

第203図 717 17 遺構外　　　
下段 弥生土器 壺 口径※21.0

器高△4.4
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。内外面に横方向のナデを施す。

密、石英・長
石・雲母含む 良好 内外　浅黄橙色

断　　褐灰色

第203図 718 17 遺構外　　　
下段Ⅴ層 弥生土器 壺 口径※18.8

器高△5.5

くの字状に屈曲した口縁端部をもち、そこに３
条の凹線文を施す。外面頸部には３条以上の凹
線文を施す。外面は縦方向のハケメ後横方向の
ナデ、内面はハケメ後ナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰黄褐色

断　　褐灰色

第203図 719 17 遺構外　　　
竪穴住居９ 弥生土器 壺 口径※8.8

器高△6.0

くの字状に屈曲した口縁端部をもち、そこに３
条の凹線文を施す。外面頸部には３条以上の凹
線文が施される。内外面ともに器面が摩滅し調
整不明。

密、長石を含
む 良好 内外　灰白色

断　　褐灰色

第203図 720 17 遺構外　　　
上段 弥生土器 壺 口径※8.1

器高△4.5
やや肥厚した口縁部をもつ。外面は縦方向のハ
ケメ後横方向のナデ、内面は横方向のナデを施
す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　明褐色

第203図 721 17 遺構外　　　
下段Ⅴ層 弥生土器 壺 口径※16.7

器高△3.0

上に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の凹
線文を施す。内外面口縁部は横方向のナデ、外
面体部は縦方向のハケメを施す。外面に煤が付
着する。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい橙色

第203図 722 17 遺構外　　　
竪穴住居９ 弥生土器 甕 口径※18.0

器高△4.5
上に拡張した口縁端部をもち、そこに１条の凹
線文を施す。外面は縦方向のハケメ、内面はナ
デを施す。

密 良好 内外　浅黄橙色　　

第203図 723 17 遺構外　　　
竪穴住居９ 弥生土器 甕 口径※15.2

器高△7.2
上に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の凹
線文を施す。外面は縦方向のハケメ、内面は斜
め方向のハケメを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好
外　にぶい黄橙～褐
　　灰色
内　浅黄橙色

第203図 724 17 遺構外　　　
下段Ⅴ層 弥生土器 甕 口径※19.4

器高△2.5
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。頸部には連続した刺突文を配し
た貼付突帯文が付く。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　明褐色

第203図 725 17 遺構外　　　
竪穴住居９　 弥生土器 甕 口径※22.4

器高△6.9

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。外面頸部には連続した刺突文を
配す貼付突帯が付く。外面は縦方向のハケメ、
内面は横方向のハケメを施す。外面に煤が付着
する。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　灰黄褐色

第203図 726 17 遺構外　　　
上段 弥生土器 甕 口径※23.0

器高△3.3

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。外面頸部には連続した刺突文を
配した貼付突帯が付く。口縁部内外面には横方
向のナデ、内面頸部以下にはハケメを施す。

密、長石・雲
母を少し含む 良好 内外　にぶい橙色

第203図 727 17 遺構外　　　
竪穴住居９ 弥生土器 甕 口径※15.8

器高△3.6
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに４～５
条の凹線文を施す。外面は縦方向のハケメ後ナ
デ、内面は横方向のナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい黄橙～
　　　灰黄褐色

第203図 728 17 遺構外　　　
下段 弥生土器 甕 口径※25.0

器高△2.5
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
沈線文を施す。内外面ともにナデ。 密 良好 内外　明褐灰色　　

断　　褐灰色

第203図 729 17 遺構外　　　
下段 弥生土器 甕 口径※14.0

器高△4.3

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。外面は縦方向のハケメ後横方向
のナデ、内面は幅の広い横方向のハケメを施
す。外面には黒斑が認められる。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい橙色

第203図 730 17 遺構外　　　
竪穴住居９ 弥生土器 甕 口径※13.2

器高△4.2
上下に拡張した口縁端部をもつ。外面はナデ、
内面は頸部までヘラケズリを施す。外面に煤が
付着。

密、長石を多
く、雲母を含
む

良好 表　にぶい褐色
裏　にぶい橙色

第203図 731 17 遺構外　　　
竪穴住居９ 弥生土器 甕 口径※16.2

器高△1.7
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。内外面ともに横方向のナデを施
す。

密、長石を含
む 良好 内外　浅黄橙～橙色

第203図 732 17 遺構外　　　
下段 弥生土器 甕 口径※17.0

器高△3.7
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。内面頸部付近にまで横方向のヘ
ラケズリを施す。

密、長石を多
く含む 良好 内外　橙色

第203図 733 17 遺構外　　　
上段 弥生土器 甕 口径※18.6

器高△3.7
複合口縁をもち、そこに５条の平行沈線文を施
す。内面頸部までヘラケズリが行われ、他はナ
デが施される。

密、長石を多
く含む 良好 内外　浅黄橙色

断　　褐灰色

第203図 734 17 遺構外　　　
溝32・33 弥生土器 壺 口径※27.0

器高△3.4
上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。内外面ともにナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい橙色　
　　　　　

第203図 735 17 遺構外　　　
竪穴住居９ 弥生土器 甕 器高△2.5

上に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の凹
線文を施す。内外面ともに横方向のナデを施
す。器面が摩滅し調整不明瞭。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第203図 736 17 遺構外　　　
竪穴住居９ 弥生土器 甕 口径※13.0

器高△2.1
上に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の凹
線文を施す。内外面ともに横方向のナデを施
す。

密 良好 内外　浅黄橙色

第203図 737 17 遺構外　　　
竪穴住居９ 弥生土器 甕 器高△2.5

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の
凹線文を施す。内外面ともに器面が摩滅し調整
不明。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい黄橙色

第203図 738 17 遺構外　　　
竪穴住居９ 弥生土器 甕 器高△2.2

上に拡張した口縁端部をもち、そこに２条の凹
線文を施す。内外面ともに横方向のナデを施
す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色
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第３章　門前上屋敷遺跡の調査成果

表24　門前上屋敷遺跡土器観察表（23）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第203図 739 17 遺構外　　　
下段Ⅴ層 弥生土器 甕 器高△4.5

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに凹線文
を施す。頸部には連続した刺突文を配した突帯
文が付く。内外面ともに器面が摩滅し調整不
明。

密、石英・長
石・橙色粒を
含む

良好 内外　にぶい黄橙色

第203図 740 17 遺構外　　　
竪穴住居９ 弥生土器 甕 器高△2.6 上下に拡張した口縁端部をもち、そこに凹線文

を施す。外面には煤が付着する。
密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　灰褐～橙色

第203図 741 17 遺構外　　　
竪穴住居９ 弥生土器 甕 器高△2.8

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに４条の
凹線文を施す。内外面ともに横方向のナデを施
す。

密、長石・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第203図 742 17 遺構外　　　
竪穴住居９ 弥生土器 甕 口径※13.0

器高△3.0
上に拡張した口縁端部をもち、そこに凹線文を
施す。内外面ともに器面が摩滅し調整不明。 密 良好 内外　浅黄橙色

第203図 743 17 遺構外　　　
竪穴住居９ 弥生土器 甕 器高△5.9

上下に拡張した口縁端部をもち、そこに３条の
凹線文を施す。外面は縦方向のハケメ後頸部付
近で横方向のナデ、内面はナデを施す。内面に
は赤色顔料を塗布した痕跡が残る。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第203図 744 17 遺構外　　　
溝34 弥生土器 壺 器高△7.6

外面に連続した刺突文を施した貼付突帯文を３
条配する。外面は縦方向のハケメ、内面は横方
向のヘラミガキを施す。

密 良好 外　浅黄橙色
内　灰白色

第203図 745 17 遺構外　　　
下段 弥生土器 壺 器高△5.5

外面には連続した押圧を三段施した貼付突帯文
を配す。内面には突帯を貼り付けた際にできた
圧痕が認められる。

密、長石を多
く含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第203図 746 17 遺構外　　　
竪穴住居９ 弥生土器 高坏 器高△5.9

外面に４条１単位の櫛描沈線文を施す。内外面
ともにナデを施す。外面に赤色顔料を塗布した
痕跡がある。

密、長石を含
む 良好 内外　浅黄橙色

断　　褐灰色

第203図 747 17 遺構外　　　
下段Ⅴ層 弥生土器 高坏 器高△6.2

外面には上に７条の沈線文、下に２条以上の沈
線文を施し、その間に内面まで貫通しない透か
しを配す。外面はナデ、内面は横方向のヘラケ
ズリを施す。外面には赤色顔料を塗布する。

密、石英・長
石を含む 良好 外　にぶい橙色

内　にぶい黄橙色

第203図 748 17 遺構外　　　
下段Ⅴ層 弥生土器 高坏 器高△11.4

底径※2.6

上下に拡張した端部をもち、そこに１条の凹線
文を施す。外面端部直上には３条の凹線文が施
され、その上には貫通する透かしを配す。外面
は縦方向のハケメ後ナデ、内面は横方向のナデ
を施す。端部には黒斑がみられる。

密、石英・長
石、石英・雲
母を含む

良好 内外　にぶい橙～灰
白色

第204図 749 17 遺構外　　　
下段Ⅴ層 弥生土器 壺 口径※48.3

器高△12.2

下に拡張した口縁端部をもち、そこに４条の凹
線文を施す。外面頸部と体部の境には1.5㎝程
度の粘土粒が連続して付く。外面は縦方向のハ
ケメ後部分的に横方向のナデを施す。内面は器
面が摩滅し調整不明。

密　石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい黄橙色
断　　褐灰色

第204図 750 17 遺構外　　　
下段Ⅴ層 弥生土器 壺 器高△8.8

底径※9.0
底面は不定方向のハケメ、外面底部は縦方向の
ハケメ、内面は縦方向のナデを施す。外面には
黒斑がみられる。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰白色

第204図 751 17 遺構外　　　
竪穴住居９ 弥生土器 甕 器高△2.5

底径※6.0
底面はナデ、外面底部は縦方向のヘラミガキ、
内面はナデを施す。

密、長石を含
む 良好 内外　にぶい黄橙色

第204図 752 17 遺構外　　　
溝32・33 弥生土器 甕 器高△3.9

底径※6.6
底面はナデ、底部は縦方向のヘラミガキ、内面
は縦方向のナデを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 外　橙色
内　灰黄褐色

第204図 753 17 遺構外　　　
竪穴住居９ 弥生土器 甕 器高△2.8

底径※5.0
底面はナデ、外面底部は縦方向のヘラミガキ、
内面はナデを施す。底部内側から穿孔される。

密、長石・石
英・雲母を含
む

良好 外　橙色
内　にぶい褐色

第204図 754 17 遺構外　　　
竪穴住居９ 弥生土器 甕 器高△2.7

底径※5.4
底面はナデ、外面底部は縦方向のヘラミガキ、
内面はナデを施す。

密、長石・雲
母を含む 良好 外　にぶい橙色

内　灰褐色

第204図 755 17 遺構外　　　
下段 弥生土器 甕 器高△4.4

底径※5.2

外面底部にはハの字状に広がる短いく脚部が付
く。外面底部は縦方向のヘラミガキ、内面は縦
方向のナデ、脚部内面は横方向のナデを施す。
脚部内面には黒斑がみられる。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい黄橙色

第204図 756 17 遺構外　　　
下段Ⅴ層 弥生土器 甕 器高△3.4

底径※6.0
外面底部にはハの字状に広がる短いく脚部が付
く。内外面ともにナデを施す。脚部内面には黒
斑がみられる。外面底部には煤が付着する。

密、石英・長
石を多く含む 良好 外　にぶい橙色

内　浅黄橙色

第204図 757 17 遺構外　　　
上段 弥生土器 甕 器高△3.9

底径※6.2
底部のみ残存。底部には脚が付く。外面底部は
ヘラミガキ、内面はナデを施す。

密、石英・雲
母を含む 良好 外　にぶい黄橙色

内　褐灰色

第204図 758 17 遺構外　　　
上段 弥生土器 壺 器高△8.6

底径※8.0
内外面ともに器面が摩滅し調整不明瞭。内面は
ハケメ後縦方向ヘラケズリを施す。外面に黒斑
が認められる。

密、長石を多
く含む 良好 内外　にぶい橙色

第204図 759 17 遺構外　　　
竪穴住居９ 弥生土器 壺 器高△3.3

底径※9.0
底面はナデ、外面底部は縦方向のヘラミガキ、
内面は縦方向のヘラケズリを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい黄褐～
　　　黄橙色

第204図 760 17 遺構外　　　
上段 弥生土器 壺 器高△3.9

底径※10.0
底面はナデ、外面底部は縦方向のヘラミガキ、
内面は縦方向のヘラケズリを施す。

密、長石を多
く含む 良好 外　にぶい橙色

内　褐灰色

第205図 761 17 遺構外　　　
溝34 土師器 甕 口径※13.0

器高△3.6
口縁部はくの字状に屈曲し、端部は上方に引き
上げられる。口縁部内外面は横方向のナデ、内
面頸部以下はヘラケズリを施す。

密、石英・雲
母を含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第205図 762 17 遺構外　　　
溝34 土師器 甕 口径※12.4

器高△10.3

口縁部はくの字状に屈曲し、端部は上方に引き
上げられる。口縁部内外面は横方向のナデ、外
面頸部以下はハケメ、内面頸部以下はヘラケズ
リを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい黄橙色

第205図 763 17 遺構外　　　
溝34　 土師器 甕 口径※13.6

器高△14.3

くの字状に屈曲する複合口縁様を呈する口縁部
をもつ。内外面口縁部は横方向のナデ、外面は
縦方向のハケメ後横方向のハケメ、その後肩部
付近まで横方向のナデを施す。内面は肩部付近
まで横方向のヘラケズリを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　にぶい橙色

第205図 764 17 遺構外　　　
上段 土師器 羽釜 器高△4.5

鍔の部分のみ残存。外面には押圧の痕跡が認め
られる。内面には虫によって粘土を掻き取られ
た痕跡が認められる。

密、長石を多
く含む 良好 内外　にぶい黄橙色

断　　褐灰色

第210図 765 17 土坑71 土師器 坏
口径14.4
器高3.8
底径6.4

回転台成形。底部は糸切りか？体部との境に明
確な段が付く。全体的に歪んでいるが椀形を呈
す。底部内面はナデにより凹凸を消す。器面が
摩滅し調整不明瞭。回転台の回転方向は右。

密、長石・雲
母を少し含む 良好 内外　黒褐色

第212図 766 17 溝34 土師器 坏 口径※12.4
器高△3.4

体部から口縁部にかけてやや内湾しながら立ち
上がる。器壁は薄く、外面はヨコナデを施す。
内面の調整は器面が摩滅し不明。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　浅黄橙色

第216図 767 17 遺構外　　　
下段 土師器 坏 器高△1.9

底径※7.4
回転台成形か。内外面ともに器面が摩滅し調整
不明。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　黄橙色

第216図 768 17 遺構外　　　
下段 土師器 坏 器高△2.6

底径※6.6
回転台成形。底部は回転糸切り。内面底部から
体部にかけて凹凸が顕著にみられる。内外面と
もにヨコナデ、内面底部ではナデ施す。

密 良好 内外　橙色

第216図 769 17 遺構外　　　
下段 土師器 坏 器高△1.5

底径※5.6
回転台成形。切り離しは不明。内外面ともにヨ
コナデを施す。内面には凹凸が認められる。 密 良好 内外　浅黄橙色
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第10節　遺物観察表

表25　門前上屋敷遺跡土器観察表（24）

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 法量（㎝） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第216図 770 17 遺構外　　　
下段 土師器 坏 器高△1.5

底径※2.8
回転台成形。切り離しはヘラ切りによるもの
か？内外ともに器面が摩滅し調整不明。 密 良好 内外　浅黄橙色

第216図 771 17 遺構外　　　
下段Ⅴ層 土師器 皿 口径※13.0

器高△3.1
手づくね成形。内外面口縁部は横方向のナデ、
内面は不定方向のナデを施す。

密、石英・長
石・橙色粒を
少し含む

良好 内外　淡橙～褐灰色

第216図 772 17 遺構外　　　
下段Ⅴ層 土師器 皿 口径※4.3

器高△1.7
手づくね成形。内外面口縁部は横方向のナデ、
内面は不定方向のナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　にぶい橙色

第216図 773 17 遺構外　　　
下段Ⅴ層 土師器 鍋 器高△2.5

口縁部はくの字状に屈曲し、外反して立ち上が
る。内外面ともにハケメ後ナデを施す。器面が
摩滅し調整不明瞭。

密、長石・石
英を含む 良好 内外　浅黄橙色

第216図 774 17 遺構外　　　
下段 土師器 鍋 口径※32.6

器高△4.6
受け部状の口縁部をもつ。内外面ともに器面が
摩滅し調整不明。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　浅黄橙色

第216図 775 17 遺構外　　　
下段 土師器 火鉢？ 口径※43.0

器高△8.7
口縁部は湾曲して立ち上がる。内外面に横方向
のナデを施したのち端部をナデて平坦に仕上げ
る。内外面体部は不定方向のハケメを施す。

密、石英・長
石・雲母を含
む

良好 内外　にぶい橙色

第216図 776 17 遺構外　　　
下段 須恵器 甕 口径※30.1

器高△15.1

口縁部はくの字状に屈曲する。口縁部は横方向
のナデ、外面体部は縦方向のハケメ後横方向の
ハケメ、一部横方向のナデを施す。内面はハケ
メ後横方向のナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰白色

第217図 777 17 遺構外
上段Ⅳ層 瓦質土器 鍋 口径※24.4

器高△5.2

受け部状の口縁部をもち、端部は平坦で、内側
がナデにより若干引き出される。外面口縁部は
横方向のハケメ後端部付近でナデ、体部は縦方
向のハケメ後斜め方向のハケメ、内面は丁寧な
ナデを施す。外面口縁部に煤が付着。

密、石英・長
石を多く含む 良好 外　にぶい黄橙色

内　灰黄色

第217図 778 17 遺構外
上段Ⅳ層 須恵器 壺 器高△3.1

底径※9.6
外面底部の境にはナデ後横方向のヘラケズリ、
内面は横方向のナデを施す。

密、石英・長
石を含む 良好 内外　灰白色

第217図 779 17 遺構外　　　
上段 須恵器 甕 器高△4.5 外面には間隔の広い格子状の叩き、内面はナデ

を施す。勝間田系。 密 良好 内外　灰白色

第217図 780 17 遺構外　　　
上段　 須恵器 甕 器高△7.6

外面には間隔の広い格子状の叩き後ハケメを施
し、その後一部にヘラ状工具で沈線文を配す
る。内面はナデを施しており、一部にうっすら
と同心円状の当具の痕跡が残る。

密、長石含む 良好 外　暗灰色
内　灰色

第217図 781 17 遺構外
上段Ⅳ層 備前焼 擂鉢 口径※29.6

器高△5.4
備前Ⅲ期。口縁端部が平坦で内側がやや上に飛
び出る。内面には４条１単位の卸目を有す。

密、石英・長
石を多く含む 良好 内外　にぶい黄橙色

第217図 782 17 遺構外
上段Ⅱ層 瀬戸 直縁大皿 口径※21.0

器高△4.1 古瀬戸後期Ⅰ期かⅡ期。内外面に釉がかかる。 密　長石を含
む 良好 胎土　灰白色

釉　　オリーブ黄色

第217図 783 17 遺構外
上段Ⅱ層 唐津 碗 器高△2.1

底径※6.0
底部のみ残存。底部内面に胎土目痕有り。釉が
内外面にかかるが、体部外面の下半から高台部
分にかけて露胎。

密 良好 胎土　にぶい黄橙色
釉　　灰白色



― 212 ―

第３章　門前上屋敷遺跡の調査成果

表26　門前上屋敷遺跡石器観察表

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 器種 材質 最大長

（㎝）
最大幅
（㎝）

最大厚
（㎝）

重さ
（ｇ） 手法・形態上の特徴 備考

第33図 Ｓ１ 8 遺構外 鏃 黒曜石 1.5 1.7 0.3 0.3 

第33図 Ｓ２ 8 遺構外 鏃 黒曜石 1.9 1.8 0.4 0.9 一部欠損する。

第38図 Ｓ３ 9 遺構外
溝３ 鏃 黒曜石 1.2 1.5 0.4 0.5 一部欠損する。

第38図 Ｓ４ 9 遺構外
石列１ 鏃 黒曜石 1.7 1.5 0.3 0.7 

第38図 Ｓ５ 9 遺構外　　 鏃 サヌカイト 2.1 0.3 0.5 一部欠損する。

第38図 Ｓ６ 9 遺構外
Ⅰ層 鏃 黒曜石 1.9 1.3 0.4 0.6 

第38図 Ｓ７ 9 遺構外　　　
竪穴住居９ 鏃 サヌカイト 2.1 1.6 0.3 0.9 

第38図 Ｓ８ 9 遺構外　　　
溝25 鏃 黒曜石 2.3 1.6 0.4 0.9 一部欠損する。

第38図 Ｓ９ 9 遺構外　　　
竪穴住居９ 鏃 サヌカイト 3.5 2.0 0.4 2.4 

第38図 Ｓ10 9 遺構外
石列１ 鏃 サヌカイト 1.7 1.4 0.3 0.5 

第38図 Ｓ11 9 遺構外　　 鏃 サヌカイト 2.2 1.4 0.4 1.1 

第38図 Ｓ12 9 遺構外
石列１ 鏃 サヌカイト 2.2 1.2 0.3 0.8 

第38図 Ｓ13 9 遺構外
石列１ 鏃 黒曜石 2.2 1.7 0.6 2.3 

第38図 Ｓ14 9 遺構外　　　
溝24 鏃 サヌカイト 2.9 1.8 0.4 1.7 

第39図 Ｓ15 9 遺構外
溝３ 剥片 サヌカイト 15.2 10.3 2.6 486.0 

第64図 Ｓ16 11 遺構外 鏃 黒曜石 1.5 1.1 0.3 0.3 一部欠損する。

第64図 Ｓ17 11 遺構外 鏃 黒曜石 2.0 1.4 0.4 0.7 

第64図 Ｓ18 11 遺構外 未成品 黒曜石 2.5 1.6 0.5 2.0 

第64図 Ｓ19 11 遺構外 鏃 黒曜石 2.0 1.3 0.3 0.5 

第68図 Ｓ20 12 竪穴住居５ 鏃 サヌカイト 2.4 1.6 0.6 1.2 

第76図 Ｓ21 12 遺構外 鏃 黒曜石 1.3 1.2 0.3 0.4 

第76図 Ｓ22 12 遺構外 鏃 黒曜石 2.2 1.7 0.4 0.9 一部欠損する。二次火を受け表面が発泡する。

第76図 Ｓ23 12 遺構外 鏃 黒曜石 2.0 1.7 0.3 0.7 

第76図 Ｓ24 12 遺構外 鏃 黒曜石 1.6 2.0 0.4 0.9 先端部が欠損する。

第98図 Ｓ25 14・15 遺構外 楔形石器 黒曜石 3.3 2.9 0.8 9.7 

第98図 Ｓ26 14・15 遺構外　　　Ⅴ層 異形石器 サヌカイト 6.0 4.2 1.0 17.2 

第98図 Ｓ27 14・15 遺構外　　　溝29 スクレイパー 黒曜石 5.0 3.9 1.2 18.2 

第98図 Ｓ28 14・15 遺構外 磨製石剣 安山岩 4.2 2.6 0.6 9.5 

第98図 Ｓ29 14・15 遺構外　　　Ⅴ層 磨製石斧 安山岩 8.5 6.1 2.1 168.0 

第98図 Ｓ30 14・15 遺構外　　　Ⅱ～Ⅴ層 磨石 安山岩 5.8 7.7 2.2 108.0 

第98図 Ｓ31 14・15 遺構外段状遺構1・2 敲石 安山岩 9.4 8.7 4.5 505.0 

第136図 Ｓ32 14・15 畠３耕作土 砥石 流紋岩 8.6 3.3 2.0 71.0 

第147図 Ｓ33 14・15 包含層Ⅴ層 砥石 流紋岩 7.8 3.3 2.0 63.0 

第148図 Ｓ34 14・15 遺構外段状遺構1・2 砥石 流紋岩 14.5 4.7 3.7 280.0 

第157図 Ｓ35 14・15 掘立柱建物12 未成品 堆積岩？ 4.7 3.6 1.4 36.0 硯を転用する。

第163図 Ｓ36 14・15 柱穴55 砥石 流紋岩 6.8 2.9 0.6 10.0 

第165図 Ｓ37 14・15 柱穴57 錘？ 安山岩 6.5 4.2 1.5 59.5 

第177図 Ｓ38 16 遺構外 鏃 黒曜石 1.7 1.1 0.3 0.5 

第177図 Ｓ39 16 遺構外 鏃 黒曜石 0.9 1.0 0.3 0.2 

第198図 Ｓ40 17 竪穴住居２ 鏃 サヌカイト 2.3 2.1 0.3 1.1 

第200図 Ｓ41 17 竪穴住居４ 凹石 安山岩 9.0 5.8 2.5 184.0 

第204図 Ｓ42 17 遺構外 鏃 サヌカイト 1.8 1.5 0.3 1.1 先端部が欠損する。

第204図 Ｓ43 17 遺構外　　　
竪穴住居９ 楔形石器 頁岩？ 3.2 4.9 0.9 16.8 

第204図 Ｓ44 17 遺構外 未成品 緑色凝灰岩 3.4 1.5 1.1 8.3 玉未成品か。

第217図 Ｓ45 17 遺構外　　　
Ⅳ層 錘 安山岩 5.5 4.7 2.0 67.5 

第217図 Ｓ46 17 遺構外　　　
Ⅱ・Ⅲ層 硯 頁岩 10.7 3.2 2.0 88.0 外面の一部に線刻を施す。

第217図 Ｓ47 17 遺構外　　　
Ⅴ層 磨石 安山岩 7.6 7.1 8.9 700.0 



― 213 ―

第10節　遺物観察表

表27　門前上屋敷遺跡金属器観察表（１）
挿図 遺物番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 径（㎝）最大長（㎝）最大幅（㎝）最大厚（㎝）重さ（ｇ） 備考

第18図 Ｍ１ 8 掘立柱建物１ 鉄製品（鍛造品） 棒状不明品 4.2 1.7 1.3 13.4 構成No.2。

第19図 Ｍ２ 8 掘立柱建物２ 鉄製品（鍛造品） 板状不明品 2.7 3.0 0.3 8.3 構成No.3。

第25図 Ｍ３ 8 土坑39 鉄製品（鍛造品） 釘 3.1 1.2 0.7 2.2 構成No.1。

第31図 Ｍ４ 8 Ｐ484 鉄製品（鍛造品） 小釘 4.2 0.5 0.5 0.8 構成No.4。

第32図 Ｍ５ 8 包含層Ⅴ層 鉄製品（鍛造品） 釘？ 2.9 1.0 1.0 21.4 構成No.5。

第32図 Ｍ６ 8 包含層Ⅴ層 鉄製品（鍛造品） 釘状不明品 2.5 1.0 0.7 1.4 構成No.6。

第32図 Ｍ７ 8 包含層Ⅴ層 鉄製品（鍛造品） 棒状不明品 2.1 1.3 1.0 4.5 構成No.7。

第32図 Ｍ８ 8 包含層Ⅴ層 鉄製品（鍛造品） 板状不明品 5.4 3.2 1.3 21.4 構成No.8。

第49図 Ｍ９ 9 遺構外 銅製品 銭 2.3 0.1 2.2 寛永通寶。

第61図 Ｍ10 11 石列２ 銅製品 銭 2.4 0.1 3.2 寛永通寶。

第82図 Ｍ11 12 遺構外 青銅塊 不明 1.6 2.4 1.2 8.5 構成No.11。

第82図 Ｍ12 12 遺構外 銅製品 銭 2.4 0.1 2.6 寛永通寶。

第111図 Ｍ13 15 掘立柱建物７ 椀形鍛冶滓 4.7 2.7 2.2 36.4 構成No.34。

第119図 Ｍ14 15 土坑61 鉄製品（鍛造品） 刀子 10.7 1.1 0.3 構成No.31。柄の部分が残る。

第119図 Ｍ15 15 土坑61 鉄製品（鍛造品） 板状不明品 7.6 2.3 0.6 構成No.31。

第119図 Ｍ16 15 土坑61 鉄製品（鍛造品） 刀 36.7 5.0 2.5 532.0 構成No.31。鞘、柄の部分が残る。

第126図 Ｍ17 15 Ｐ488 鉄製品（鍛造品） 薄板状不明品 3.3 1.6 1.0 5.2 構成No.46。

第126図 Ｍ18 15 Ｐ488 椀形鍛冶滓 極小 3.4 2.5 1.5 19.2 構成No.45。

第131図 Ｍ19 15 水田１耕作土 鍛冶滓 含鉄 3.2 2.8 1.4 23.6 構成No.60。

第131図 Ｍ20 15 水田１耕作土 鉄製品（鍛造品） 棒状不明品 4.0 1.3 1.0 5.5 構成No.68。

第131図 Ｍ21 15 水田１耕作土 鉄製品（鋳造品） 鍋（体部） 4.1 4.8 2.0 29.8 構成No.79。

第131図 Ｍ22 15 水田１耕作土 鉄製品（鋳造品） 鍋（体部又は注口部） 2.9 1.4 0.8 5.6 構成No.76。

第131図 Ｍ23 15 水田１耕作土 鉄製品（鋳造品） 鍋（口縁部） 4.1 5.2 2.8 60.5 構成No.80。

第131図 Ｍ24 15 水田１耕作土 鉄製品（鋳造品） 鍋（体部） 8.2 5.4 2.4 122.0 構成No.83。

第132図 Ｍ25 15 水田２耕作土 鉄製品（鍛造品） 棒状不明品 6.3 1.6 1.3 24.2 構成No.70。

第132図 Ｍ26 15 水田２耕作土 鉄製品（鋳造品） 鍋（体部） 2.6 3.8 0.9 13.0 構成No.71。

第132図 Ｍ27 15 水田２耕作土 鉄製品（鍛造品） 鎌 5.0 3.1 1.0 22.6 構成No.75。

第133図 Ｍ28 15 畠１耕作土 鉄製品（鍛造品） 薄板状不明品 3.5 1.4 0.6 5.3 構成No.65。

第133図 Ｍ29 15 畠１耕作土 鉄製品（鍛造品） 釘？ 6.0 1.4 1.1 13.8 構成No.69。

第133図 Ｍ30 15 畠１耕作土 鉄製品（鍛造品） 釘？ 2.0 0.7 0.7 1.8 構成No.94。

第133図 Ｍ31 15 畠１耕作土 鉄製品（鍛造品） 鎌 5.0 3.8 0.8 22.2 構成No.74。

第133図 Ｍ32 15 畠１耕作土 鉄製品（鋳造品） 鍋（口縁部） 6.7 5.6 1.4 99.5 構成No.82。

第133図 Ｍ33 15 畠１耕作土 鉄製品（鋳造品） 鍋（体部から底部） 9.0 8.7 4.3 269.0 構成No.84。

第133図 Ｍ34 15 畠１耕作土 椀形鍛冶滓 極小 3.8 3.1 1.8 27.2 構成No.56。

第133図 Ｍ35 15 畠１耕作土 流動滓 3.2 6.1 1.7 55.5 構成No.62。

第133図 Ｍ36 15 畠１耕作土 鍛冶滓 2.8 2.0 1.5 8.0 構成No.90。

第133図 Ｍ37 15 畠１耕作土 流動滓 8.7 4.7 1.8 126.0 構成No.63。

第133図 Ｍ38 15 畠１耕作土 椀形鍛冶滓 中 10.3 8.7 5.2 647.0 構成No.85。

第134図 Ｍ39 15 畠２耕作土 鉄製品（鍛造品） 刀子？ 3.5 1.5 1.2 6.8 構成No67。

第134図 Ｍ40 15 畠２耕作土 鉄製品（鋳造品） 鍋（体部） 3.2 3.6 1.7 25.6 構成No.77。

第136図 Ｍ41 15 畠３耕作土 鉄製品（鋳造品） 鍋（底部） 9.8 6.9 2.8 157.0 構成No.30。

第136図 Ｍ42 15 畠３耕作土 鉄製品（鍛造品） 大型釘？ 9.4 3.4 2.6 76.0 構成No.29。

第136図 Ｍ43 15 畠３耕作土 鉄製品（鍛造品） 棒状不明品 3.9 1.2 1.0 7.6 構成No.66。

第136図 Ｍ44 15 畠３耕作土 鉄製品（鍛造品） 釘状鉄製品 4.4 2.5 1.6 16.2 構成No.72。

第136図 Ｍ45 15 畠３耕作土 鉄製品（鍛造品） 薄板状不明品 3.8 1.9 0.9 9.8 構成No.73。

第137図 Ｍ46 15 畠３耕作土 椀形鍛冶滓 極小 3.9 4.3 2.6 47.8 構成No.27。

第137図 Ｍ47 15 畠３耕作土 椀形鍛冶滓 極小・含鉄 3.7 3.4 1.9 32.6 構成No.57。

第137図 Ｍ48 15 畠３耕作土 椀形鍛冶滓 極小・含鉄 4.3 3.1 2.1 33.2 構成No.58。

第137図 Ｍ49 15 畠３耕作土 椀形鍛冶滓 中・含鉄 8.5 8.2 2.5 257.0 構成No.55。

第137図 Ｍ50 15 畠３耕作土 鍛冶滓 3.5 2.3 1.0 9.1 構成No.28。

第137図 Ｍ51 15 畠３耕作土 鍛冶滓 含鉄 3.1 2.3 2.5 18.8 構成No.59。

第137図 Ｍ52 15 畠３耕作土 流動滓 1.5 2.1 1.3 9.4 構成No.61。

第141図 Ｍ53 15 大畦畔１・溝29・30 鉄製品（鍛造品） 刀？ 6.2 3.1 1.3 26.8 構成No.100。

第141図 Ｍ54 15 大畦畔１・溝29・30 鉄製品（鍛造品） 3.5 1.4 1.3 6.9 構成No.97。

第141図 Ｍ55 15 大畦畔１・溝29・30 鉄製品（鍛造品） 15.0 4.4 4.0 267.0 構成No.101。

第141図 Ｍ56 15 大畦畔１・溝29・30 椀形鍛冶滓 中 6.2 3.8 2.9 69.0 構成No.53。

第141図 Ｍ57 15 大畦畔１・溝29・30 椀形鍛冶滓 3.5 4.3 1.9 32.8 構成No.89。

第141図 Ｍ58 15 大畦畔１・溝29・30 椀形鍛冶滓 極小 5.3 3.0 2.5 43.6 構成No.88。

第141図 Ｍ59 15 大畦畔１・溝29・30 鍛冶滓 3.0 2.5 1.9 13.8 構成No.91。

第141図 Ｍ60 15 大畦畔１・溝29・30 粘土質溶解物 5.3 5.6 2.7 61.5 構成No.93。

第141図 Ｍ61 15 大畦畔１・溝29・30 椀形鍛冶滓 小・含鉄 6.5 5.1 4.5 168.0 構成No.87。

第143図 Ｍ62 15 包含層Ⅱ層 椀形鍛冶滓 中 8.5 8.9 3.7 294.0 構成No.54。

第143図 Ｍ63 15 包含層Ⅱ層 鉄製品（鋳造品） 鍋（底部）？ 4.9 5.2 2.8 71.5 構成No.81。

第143図 Ｍ64 15 包含層Ⅱ層 鉄製品（鋳造品） 鍋（注口部） 3.4 3.8 1.6 22.8 構成No.78。

第144図 Ｍ65 15 包含層Ⅲ層 鉄製品（鍛造品） 刀子？ 3.4 1.8 1.3 6.6 構成No.99。

第144図 Ｍ66 15 包含層Ⅲ層 鉄製品（鋳造品） 鍋（底部）？ 4.4 3.8 0.7 35.4 構成No.103。
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第３章　門前上屋敷遺跡の調査成果

表28　門前上屋敷遺跡金属器観察表（２）
挿図 遺物番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 径（㎝）最大長（㎝）最大幅（㎝）最大厚（㎝）重さ（ｇ） 備考

第144図 Ｍ67 15 包含層Ⅲ層 鉄製品（鍛造品） 棒状不明品 3.8 1.1 0.7 4.2 構成No.96。

第144図 Ｍ68 15 包含層Ⅲ層 鉄製品（鍛造品） 棒状不明品 3.6 1.4 0.7 5.2 構成No.95。

第144図 Ｍ69 15 包含層Ⅲ層 鉄製品（鍛造品） 楔状不明品 5.3 1.7 1.5 13.2 構成No.98。

第144図 Ｍ70 15 包含層Ⅲ層 鉄製品（鋳造品） 鍋（底部）？ 8.2 5.3 2.8 121.0 構成No.104。

第144図 Ｍ71 15 包含層Ⅲ層 鉄製品（鋳造品） 鍋（底部）？ 3.0 2.3 1.1 7.5 構成No.102。

第144図 Ｍ72 15 包含層Ⅲ層 椀形鍛冶滓 小・含鉄 6.1 5.8 3.4 127.0 構成No.86。

第145図 Ｍ73 15 包含層Ⅳ層 椀形鍛冶滓 極小 2.4 2.3 1.0 15.6 構成No.105。

第147図 Ｍ74 15 包含層Ⅴ層 椀形鍛冶滓 含鉄 2.4 2.7 2.0 14.2 構成No.108。

第147図 Ｍ75 15 包含層Ⅴ層 椀形鍛冶滓 極小 3.8 2.8 1.9 28.0 構成No.106。

第147図 Ｍ76 15 包含層Ⅴ層 椀形鍛冶滓 極小 6.6 3.9 2.3 80.0 構成No.107。

第148図 Ｍ77 15 遺構外　段状遺構１・２ 鉄製品（鋳造品） 鍋 4.3 5.6 1.7 57.0 構成No.52。

第148図 Ｍ78 15 遺構外　段状遺構１・２ 鉄製品（鍛造品） 釘 3.4 1.1 1.1 6.4 構成No.50。

第148図 Ｍ79 15 遺構外　段状遺構１・２ 鉄製品（鍛造品） 釘 3.8 1.0 0.9 3.1 構成No.49。

第148図 Ｍ80 15 遺構外　段状遺構１・２ 鉄製品（鍛造品） 棒状不明品 8.7 1.9 1.7 34.0 構成No.51。

第148図 Ｍ81 15 遺構外　段状遺構１・２ 椀形鍛冶滓 極小 3.0 2.2 2.0 19.0 構成No.47。

第148図 Ｍ82 15 遺構外　段状遺構１・２ 金属製品 中・含鉄 5.1 3.3 3.7 83.5 構成No.48。

第149図 Ｍ83 15 遺構外 鉄製品（鍛造品） 刀子 1.0 1.3 0.4 1.1 構成No.14。

第149図 Ｍ84 15 遺構外 流動滓 含鉄 2.0 3.6 1.7 12.8 構成No.13。

第151図 Ｍ85 15 第２次造成土 銅製品 銭 2.3 0.1 1.7 寛永通寶。一部欠損。

第151図 Ｍ86 15 第２次造成土 銅製品 銭 2.5 0.1 25.2 元豊通寶。錆により10枚が貼り付く。

第153図 Ｍ87 15 第２次造成土以前 銅製品 銭 2.5 0.1 景祐元寶か嘉祐元寶。

第157図 Ｍ88 15 掘立柱建物12 椀形鍛冶滓 小 3.4 2.2 1.7 17.4 構成No.36。

第158図 Ｍ89 15 柵列６ 鉄製品（鍛造品） 棒状不明品 3.0 1.7 1.5 5.9 構成No.32。

第158図 Ｍ90 15 柵列６ 鉄製品（鍛造品） 釘 4.5 1.1 0.9 5.1 構成No.33。

第160図 Ｍ91 15 掘立柱建物13 鉄製品（鍛造品） 棒状不明品 1.5 0.7 0.6 0.5 構成No.16。

第160図 Ｍ92 15 掘立柱建物13 鉄製品（鍛造品） 釘又は鉄鎌 2.6 0.6 0.5 1.5 構成No.41。

第160図 Ｍ93 15 掘立柱建物13 鉄製品（鍛造品） 釘 2.5 1.0 0.8 2.9 構成No.42。

第160図 Ｍ94 15 掘立柱建物13 鉄製品（鍛造品） 釘？ 3.1 1.4 1.1 4.9 構成No.43。

第160図 Ｍ95 15 掘立柱建物13 椀形鍛冶滓 極小 2.7 2.4 2.1 15.2 構成No.39。

第160図 Ｍ96 15 掘立柱建物13 椀形鍛冶滓 極小 2.8 2.2 2.3 20.0 構成No.40。

第161図 Ｍ97 15 掘立柱建物14 鉄製品（鍛造品） 棒状不明品 2.6 0.6 0.7 0.8 構成No.18。

第161図 Ｍ98 15 掘立柱建物14 鉄製品（鍛造品） 棒状不明品 2.3 1.0 1.0 1.4 構成No.17。

第161図 Ｍ99 15 掘立柱建物14 鉄製品（鍛造品） 棒状不明品 4.3 1.9 1.7 13.0 

第161図 Ｍ100 15 掘立柱建物14 鉄製品（鍛造品） 刀子？ 1.6 0.8 0.5 0.8 構成No.20。

第162図 Ｍ101 15 掘立柱建物15 鉄製品（鍛造品） 釘 6.6 1.5 1.5 10.1 構成No.44。

第164図 Ｍ102 15 柱穴56 鍛冶滓 含鉄 1.7 2.5 1.1 6.4 構成No.15。

第164図 Ｍ103 15 柱穴56 鉄製品（鍛造品） 棒状不明品 2.5 1.4 1.2 4.0 構成No.19。

第164図 Ｍ104 15 柱穴56 鉄製品（鍛造品） 刀子 2.2 0.8 0.3 3.0 構成No.21。

第165図 Ｍ105 15 柱穴57 鉄製品（鍛造品） 棒状不明品 3.2 1.2 1.0 4.7 構成No.38。

第165図 Ｍ106 15 柱穴57 椀形鍛冶滓 極小 3.0 1.5 1.7 8.5 構成No.37。

第166図 Ｍ107 15 土坑65 銅製品 煙管吸口 4.3 1.1 1.1 砲弾形。表面に円形浮文。裏面で閉じ合わせる。

第168図 Ｍ108 15 土坑67 鉄製品（鍛造品） 円盤状不明品 3.0 2.7 0.7 4.4 構成No.24。

第168図 Ｍ109 15 土坑67 鉄製品（鋳造品） 鍋（口縁部） 2.2 2.9 1.3 7.1 構成No.25。

第168図 Ｍ110 15 土坑67 鉄製品（鋳造品） 鍋（体部） 2.3 3.6 1.6 11.8 構成No.26。

第168図 Ｍ111 15 土坑67 鉄製品（鍛造品） 棒状不明品 1.6 0.6 0.6 0.9 構成No.22。

第168図 Ｍ112 15 土坑67 鉄製品（鍛造品） 鎌？ 5.9 1.2 0.9 8.5 構成No.23。

第169図 Ｍ113 15 Ｐ491 鍛冶滓 2.5 1.9 1.9 7.2 構成No.35。

第173図 Ｍ114 15 遺構外 銅製品 銭 2.6 0.1 3.0 嘉□通宝。背面には記号が付く。

第173図 Ｍ115 15 遺構外 銅製品 銭 2.5 0.1 寛永通宝。背上に「文」。

第173図 Ｍ116 15 遺構外 銅製品 銭 2.4 0.1 2.8 寛永通宝。

第177図 Ｍ117 16 遺構外 銅製品 耳環 2.4 0.5 4.6 

第184図 Ｍ118 16 溝８ 椀形鍛冶滓 極小 5.5 4.6 3.8 89.0 構成No.110。

第184図 Ｍ119 16 溝８ 鍛冶滓 3.9 3.0 2.6 19.0 構成No.112。

第184図 Ｍ120 16 溝８ 椀形鍛冶滓 極小・含鉄 5.1 3.5 3.3 44.6 構成No.111。

第184図 Ｍ121 16 溝８ 流動滓 4.0 3.4 2.7 45.2 構成No.113。

第185図 Ｍ122 16 溝９ 鉄製品（鍛造品） 棒状不明品 2.7 1.3 1.0 2.6 構成No.119。

第185図 Ｍ123 16 溝９ 椀形鍛冶滓 極小 3.8 2.5 1.7 18.0 構成No.116。

第185図 Ｍ124 16 溝９ 椀形鍛冶滓 極小・含鉄 4.0 4.5 2.7 50.5 構成No.117。

第185図 Ｍ125 16 溝９ 粘土質溶解物 3.1 3.4 1.7 10.8 構成No.118。

第186図 Ｍ126 16 溝８・９ 鉄製品（鍛造品） 釘 7.1 1.3 1.2 8.6 構成No.115。

第186図 Ｍ127 16 溝８・９ 椀形鍛冶滓 極小 3.2 2.9 1.6 17.8 構成No.114。

第188図 Ｍ128 16 土坑69 鉄製品（鍛造品） 釘？ 2.1 0.7 0.5 1.1 構成No.120。

第189図 Ｍ129 16 溝19 鉄塊系遺物 含鉄 5.0 2.6 2.1 35.0 構成No.109。

第190図 Ｍ130 16 落ち込み１ 鍛冶滓 2.6 2.2 1.9 14.2 構成No.121。

第190図 Ｍ131 16 落ち込み１ 鉄製品（鍛造品） 刀子？ 3.3 1.4 0.6 3.6 構成No.126。

第190図 Ｍ132 16 落ち込み１ 鉄製品（鋳造品） 鍋（体部） 3.5 5.3 0.3 12.6 構成No.127。
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第10節　遺物観察表

表29　門前上屋敷遺跡金属器観察表（３）

表31　門前上屋敷遺跡木製品観察表

表30　門前上屋敷遺跡土製品観察表

表32　門前上屋敷遺跡玉製品観察表

挿図 遺物番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 径（㎝）最大長（㎝）最大幅（㎝）最大厚（㎝）重さ（ｇ） 備考

第190図 Ｍ133 16 落ち込み１ 鉄製品（鍛造品） 釘？ 2.7 0.8 0.8 2.0 構成No.123。

第190図 Ｍ134 16 落ち込み１ 鉄製品（鍛造品） 棒状不明品 3.1 1.2 0.9 3.5 構成No.124。

第190図 Ｍ135 16 落ち込み１ 鉄製品（鍛造品） 釘？ 2.0 1.5 1.0 4.1 構成No.122。

第190図 Ｍ136 16 落ち込み１ 鉄製品（鍛造品） 棒状不明品 4.5 1.2 1.1 7.5 構成No.125。

第193図 Ｍ137 16 包含層Ⅱ層 鉄製品（鍛造品） 釘 3.2 1.0 0.9 3.3 構成No.132。

第193図 Ｍ138 16 包含層Ⅱ層 鉄製品（鍛造品） 環状鉄製品 5.1 3.0 1.0 16.3 構成No.133。

第193図 Ｍ139 16 包含層Ⅱ層 鉄製品（鋳造品） 鍋（口縁部）？ 3.4 5.1 0.8 21.9 構成No.134。

第193図 Ｍ140 16 包含層Ⅱ層 鉄製品（鋳造品） 鍋（体部） 3.9 3.9 0.4 17.0 構成No.135。

第193図 Ｍ141 16 包含層Ⅱ層 鉄製品（鋳造品） 鍋（底部） 7.0 4.0 0.8 79.5 構成No.137。

第193図 Ｍ142 16 包含層Ⅱ層 鉄製品（鋳造品） 鍋（底部） 5.9 3.5 2.1 36.4 構成No.136。

第193図 Ｍ143 16 包含層Ⅱ層 粘土質溶解物 3.8 4.9 2.2 22.0 構成No.131。

第193図 Ｍ144 16 包含層Ⅱ層 椀形鍛冶滓 極小・含鉄 3.7 3.7 2.4 43.4 構成No.129。

第193図 Ｍ145 16 包含層Ⅱ層 椀形鍛冶滓 中 3.7 6.0 3.2 101.0 構成No.128。

第193図 Ｍ146 16 包含層Ⅱ層 鍛冶滓 2.6 2.2 1.4 9.1 構成No.130。

第193図 Ｍ147 16 包含層Ⅲ層 鉄製品（鋳造品） 鍋（体部） 3.1 4.7 0.4 17.2 構成No.140。

第193図 Ｍ148 16 包含層Ⅲ層 鉄製品（鍛造品） 板状不明品 6.5 2.3 1.3 20.2 

第193図 Ｍ149 16 包含層Ⅲ層 鉄製品（鍛造品） 釘？ 4.0 1.4 1.3 13.6 構成No.138。

第193図 Ｍ150 16 包含層Ⅲ層 鉄製品（鍛造品） 釘？ 6.9 2.2 1.8 28.6 構成No.139。

第193図 Ｍ151 16 包含層Ⅳ層 炉壁 溶解炉？含鉄 2.9 2.7 1.7 12.0 構成No.142。

第193図 Ｍ152 16 包含層Ⅳ層 鍛冶滓 含鉄 2.4 1.6 1.3 8.5 構成No.141。

第208図 Ｍ153 17 掘立柱建物18 鉄製品（鍛造品） 馬具 16.2 1.8 1.2 85.2 構成No.9。

第209図 Ｍ154 17 土坑70 鉄製品（鍛造品） 棒状不明品 6.5 1.2 0.4 7.4 構成No.143。

第217図 Ｍ155 17 遺構外 銅製品 銭 2.2 0.1 2.0 洪武通宝。

挿図 遺物
番号 地区 遺構・層位名 器種 最大長

（㎝）
最大幅
（㎝）

最大厚
（㎝）

重さ
（ｇ） 手法・形態上の特徴 胎土 焼成 色調 備考

第33図 Ｃ１ 8 遺構外 土錘 4.8 1.2 7.2 管状土錘。中心に直径３㎜の孔を有す。外面には黒斑がみられる。 密 良好 内外　にぶい黄橙
色

第33図 Ｃ２ 8 遺構外 土錘 4.7 1.3 6.5 管状土錘。中心に直径４㎜の孔を有す。内面には黒斑がみられる。 密 良好 内外　にぶい橙色

第33図 Ｃ３ 8 遺構外 土錘 4.5 1.2 5.5 管状土錘。中心に直径３㎜の孔を有す。 密 良好 内外　淡黄色

第33図 Ｃ４ 8 遺構外 土錘 4.7 1.3 6.5 管状土錘。中心に直径４㎜の孔を有す。 密 良好 内外　明赤褐色

第49図 Ｃ５ 9 遺構外 錘 3.9 1.0 3.7 管状土錘。中心に直径４㎜の孔を有す。 密 良好 内外　明赤褐色

第49図 Ｃ６ 9 遺構外 錘 4.4 1.1 5.1 管状土錘。中心に直径４㎜の孔を有す。 密 良好 内外　明赤褐色

第68図 Ｃ７ 12 竪穴住居５ 紡錘車
未成品 4.7 4.3 0.6 16.4 甕を割って整形する。外面には焼成後の穿孔が施されるが貫通しない。孔の径は５㎜ほど。外面にはヘラミガキ、内面にはヘラケズリが施される。

密、石英・長
石・雲母を含む 良好 内外　暗灰黄色

第82図 Ｃ８ 12 遺構外 羽口 1.9 2.5 1.3 6.6 外面には厚く滓が付着する。 密、長石
を含む 良好 内外　にぶい橙色

第131図 Ｃ９ 14・15 水田１ 羽口 5.3 5.4 3.9 83.0 構成No.64。 密 良好 内外　浅黄橙色

第143図 Ｃ10 14・15 包含層Ⅱ層 羽口 4.4 3.3 1.2 14.2 密、長石・
雲母を含む 良好 外　にぶい褐色

内　浅黄橙色

第144図 Ｃ11 14・15 包含層Ⅲ層 羽口 4.3 3.3 2.2 24.8 構成No.92。 密 良好 外　橙色
内　灰白～にぶい黄橙色

第147図 Ｃ12 14・15 包含層Ⅴ層 羽口 8.3 7.2 1.0 133.0 構成No.12。 密 良好 外　黒褐色
内　にぶい橙色

第147図 Ｃ13 14・15 包含層Ⅴ層 羽口 7.8 5.6 3.2 93.0 外面は面取りしているのか断面形が多角形状を呈す。 密 良好 内外　浅黄橙色

挿図 遺物番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 材質 口径（㎝） 器高（㎝） 最大長（㎝） 最大幅（㎝） 手法・形態上の特徴 備考

第43図 Ｗ１ 9 溝21 漆器 椀 ※15.1 4.8 内外面に漆が塗布される。

第184図 Ｗ２ 16 溝８ 木製品 不明 キブシ 13.9 2.7 外面は刃物により削られる。

第184図 Ｗ３ 16 溝８ 木製品 不明 アカマツかクロマツ ※8.5 2.8 外面には樹皮が残る。

挿図 遺物番号 地区 遺構・層位名 種類 器種 材質 径（㎜） 孔径（㎜） 高さ（㎜） 重さ（ｇ） 手法・形態上の特徴 色調 備考

第36図 Ｊ１ 9 柱穴37 玉類 玉 ガラス 4.5 2.5 2.5 0.1以下 巻き付け。 青緑色

第68図 Ｊ２ 12 竪穴住居５ 玉類 玉 ガラス 7.0 3.0 5.0 0.3 青色

第68図 Ｊ３ 12 竪穴住居５ 玉類 玉 ガラス 3.0 1.0 2.5 0.1以下 青色
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門前鎮守山城跡は、標高約 36 ～ 52mの東西斜面部及び丘陵上に展開し、古代末から近世にかけて、

特に中世を中心とした遺跡である。

丘陵頂部は目立った平坦面はなく、現状では緩やかな自然地形となる。調査区南側では、中世（16

世紀以前）に土塁・堀切が築かれる。これらは、隣接する門前上屋敷遺跡に存在したと推定される屋

敷もしくは寺院に伴う、一種の砦状の施設と考えられる。その他、西側傾斜変換点付近に盛土遺構２

が作られている。また、正確な時期は不明であるが、製炭土坑１～４・５・７も検出されている。

西側斜面部では、段状遺構３・４が築かれている。いずれも、土塁下層及び盛土遺構２下層で検出

され、出土遺物から 14 世紀ごろのものと考えられる。この他、段状遺構３埋土上層で、時期不明の

製炭土坑 12 が検出されている。

東側斜面部では、11 世紀ごろに段状遺構５・６が作られている。段状遺構６からは、鍛冶滓、鍛

造薄片、粒状滓が出土しており平安時代末ごろに、この場所で小鍛冶が行われていたことを示すもの

である。隣接する門前上屋敷遺跡からも多量の鉄滓が出土しており、関連があるものと考えられる。

14 世紀ごろには盛土遺構１が築かれているが、築造前に地鎮祭祀を行ったと考えられ、鉄鍋内に

土師器坏を内包する土坑 10 が作られている。

15 世紀ごろには地下式横穴と考えられる土坑 15 があり、寺院の存在を示す墨書土器が出土してい

る。この土坑は、門前上屋敷遺跡に続く造成土上面に作られた施設に伴うものと考えられる。なお、

この造成は 15 世紀ごろに行われたものと考えられる。造成土以前には、石組井戸、石敷き遺構、石

蓋暗渠が作られており、門前上屋敷遺跡内にこの時期の屋敷跡が存在していたものと推察される。

16 世紀ごろには段状遺構１・２、溝１～５、石組遺構１～３が作られている。これらの遺構は、

およそ丘陵頂部の土塁・堀切と同時期のものと考えられ、丘陵全体が砦様の施設であった可能性があ

る。

これらの遺構検出面は、丘陵上では表土下のローム層上である。斜面部及び東側平坦面は、ローム

層又は御来屋砂礫層中である。また、当遺跡東側から門前上屋敷遺跡に続く造成土は、黄褐色土系の

土砂を用いており、おそらくは、丘陵裾部を掘削したものを盛り上げているものと考えられる。

当遺跡東側には、門前上屋敷遺跡が隣接しており、特に 15 世紀以降は、一体となる遺跡として理

解してよいであろう。（牧本）

第４章　門前鎮守山城跡の調査成果

第１節　遺跡の概要と基本層序
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第218図　門前鎮守山城跡調査前地形測量図

第１節　遺跡の概要と基本層序
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第219図　門前鎮守山城跡・門前上屋敷遺跡10・13・14区調査後地形測量図

第１節　遺跡の概要と基本層序
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第１節　遺跡の概要と基本層序

第220図　門前鎮守山城跡東側調査区際土層断面
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第221図　土塁・堀切

（１）土塁・堀切（第 221～ 227 図、

ＰＬ.53～56・70）

　土塁・堀切とも調査区南側のＦ４・

５、Ｇ５からＧ７グリッドにかけて

の標高 44.0 ～ 52.5 ｍの丘陵上から

斜面部にかけて立地する。

　土塁は、幅５～９ｍ、高さ約 1.5

ｍを測り、丘陵先端部を横断するよ

うに長さ約 44 ｍに亘って築かれて

いる。土塁頂部は、後世秋葉権現を

祀る祠が築かれており、頂部が深さ

50㎝程度削平を受けている。丘陵裾

部分の東西側は流失又は後世の掘削

を受けており、遺存状態は良好とは

いえない。

　盛土は、堀切の掘削土をそのまま

盛り上げたものと考えられ、丘陵頂

部に近い側はローム層が主体となっ

ているのに対し、丘陵裾部側は御来

屋礫層由来の砂礫層が主体となって

いる。丁寧に盛り上げられた感はな

く、北側に向かってゆるく傾斜して

いる。また、縦断面を見ると、西側

は頂部側から斜面に向かって順に盛

り上げていった過程が読み取れるの

に対し、東側は斜面部側から盛られ

た過程が読み取れる。土塁東端は、

後世に再盛土したものと考えられ、

暗灰褐色砂礫と暗黄褐色系砂礫が互

層状に盛られ、他とは異なった盛土

が施されている。

　土塁に接して南側には堀切があ

り、両者は別々の遺構ではなく、一

体とした遺構と判断される。

　堀切は、地山を深さ 1.0 ～ 2.2 ｍ

掘削し、西側は概ね３段の平坦面を

第２節　丘陵頂部の調査
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第２節　丘陵頂部の調査

第222図　堀切
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第223図　土塁・堀切土層横断面

もつ構造となっている。上面幅 3.9 ～ 5.5 ｍ、底面幅 1.8 ～ 2.4 ｍを測る。長さ約 23 ｍを調査した。

段の高さは、1.4 ～ 1.5 ｍを測る。

　最下段底面は丁寧に仕上げがされている。最下段と中段の間は、途中荒い斜面部となり中段へと繫

がる。中段部の底面は丁寧に仕上げられている。最上段は荒い加工のみで、仕上げられてはいない。

底面には、幅 10 ～ 25㎝前後、先端の形状が丸ないし方形の鋤又は鍬と考えられる工具痕が認められ

る。掘削は、堅固な御来屋礫層まで達しており、掘削にあたって鉄製刃を装着した道具が使用された

と推定される。また、刃部の形状が複数認められることから、複数の人間又は複数の工具が使用され
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第２節　丘陵頂部の調査

第224図　土塁土層縦断面

たものと推察される。丘陵頂部側及び東側斜面部は、調査区外であったために調査が行えなかったが、

現状でも堀切状の凹地が認められ、秋葉権現へ通ずる石段が敷設されている。東側斜面部においても

同様の堀切が掘削されているものと考えられる。

　堀切埋土は、自然堆積したものと考えられる皿状の堆積状況を示す。最下段は縦断面を見ると自然

堆積の状況が窺われるが、一部埋土を掘り込んで、人為的な大型石材の投入が行われたものと判断で

きる。この石材は、堀切南側壁に接して盛り上がるように出土していることから、南側から投入され
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第225図　堀切工具痕

たものと推察される。

　出土遺物はほとんどな

く、土塁盛土中で中世ご

ろと考えられる須恵器壺

片１、堀切埋土中での土

師器坏片２・３を図化し

た。

　土塁・堀切とも明確な

築造時期は不明である

が、土塁盛土除去後に検

出された段状遺構４か

ら 14 世紀ごろの遺物が

出土しており、それ以後

の築造となる。また、堀

切最下段大型石材下で検

出された炭化物の 14C 年

代測定を行ったところ、

650 ± 40BP. という測定

値が示され、およそ 16

世紀代と推定された。こ

の大型石材投入は、堀切

廃絶後に行われたものと

考えられることから、土

塁・堀切の造営期間は、

長くても１世紀程度のも

のと考えられ、比較的短

期間であったものと考え

られる。

　堀切・土塁で区画され

た丘陵部は狭く、明瞭な

第226図　土塁・堀切出土遺物

平坦面は形成されていないこと、同時期には門前上屋敷遺跡地内で、屋敷又は寺院に伴うと推定され

る大規模な造成が丘陵東側裾部に存在することから、中世門前集落の一時的な避難場所としての砦の

可能性が考えられよう。（牧本）

（２）盛土遺構

盛土遺構２（第228図、ＰＬ.57）

　調査区西側、Ｅ６グリッドの標高 48.5 ～ 50 ｍの丘陵傾斜

変換点付近に立地する。調査前から凸状の平坦面が認められ
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第２節　丘陵頂部の調査

第227図　堀切内大型礫出土状況
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第228図　盛土遺構２
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第２節　丘陵頂部の調査

た場所である。

　南北 6.7 ｍ、東西 5.5mの範囲で半円状に盛土が認められた。盛土は、4層認められ、斜面側を厚く

盛って平坦部分を作り出している。盛土範囲内には、後世の製炭土坑である土坑４が掘り込まれてい

るが、それ以外には伴う遺構は見られない。

　南東側には部分的に溝が掘り込まれていた。溝埋土中から、拳大の円礫が出土している。

　出土遺物には、盛土中で土師器片、弥生土器片が出土しているが、図化できなかった。いずれも遺

構に伴うものではないと判断される。

　伴う遺物が出土していないため、時期、性格は不明である。（牧本）

（３）土坑

土坑１（第229図、ＰＬ.58）

　丘陵頂部の F５グリッド南西側にあり、標高 51.1 ｍの高さで確認した。平面形は東西に若干長い

隅丸方形である。規模は東西 1.30 ｍ、南北 0.82 ｍ、深さは検出面より 20cmを測る。埋土は上層に

暗褐色土、下層に褐色土が堆積し、いずれの層にも３～５mmほどの炭化物が含まれる。出土遺物は

ない。

第229図　土坑１

第230図　土坑２

　本遺構は南側で、15 ～ 16 世紀代と考えられる土

塁の裾部を部分的に掘り込むことから、それ以降の

ものである。性格は、埋土に炭化物が含まれること

から、製炭土坑の可能性がある。（野口）

土坑２（第230図、ＰＬ.58）

　調査区中央西側、Ｅ６グリッドにあり、盛土遺構

２の盛土中で検出された。標高は 48.5 ｍ前後であ

る。

　平面不整楕円形を呈し、長軸 1.0 ｍ、短軸 0.8 ｍ、

深さ 0.2 ｍを測る。断面は不整な皿状を呈し、底面

は凹凸が著しく、一部被熱し赤化している。埋

土中で、炭化材が出土している。

　埋土は炭化物を含む単層で、２層がブロック

状に入る。

　出土遺物はなく、正確な時期は不明であるが、

周辺の製炭土坑と同様のものと考えられる。（牧

本）

土坑３（第231図、ＰＬ.58）

　丘陵頂部のＦ５グリッド北東側にあり、標高

50.8 ｍの高さで確認された平面形円形の土坑で
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ある。

　規模は東西、南北とも 1.20 ｍ、深さは検出面より 40cm を測

る。埋土は下層より黒褐色土、暗褐色土、褐色土、淡褐色土の順

に堆積し、下層の黒褐色土中には非常に細かな炭化物が多く含ま

れる。

　出土遺物は認められなかった。本遺構の時期、性格は明らかで

ないが、本遺構の下層埋土に炭化物が含まれることなどから、周

辺で確認される製炭土坑と関連するものと思われる。（野口）

土坑４（第232図、ＰＬ.58）

　丘陵頂部東側斜面のＥ３グリッド南西隅からＦ３グリッド北西

隅にかけてあり、標高 47.6 ｍの高さで確認した。平面隅丸長方

形の土坑である。

第231図　土坑３

第232図　土坑４

　規模は長軸 4.10 ｍ、短軸 1.60 ｍ、深さは検出面より約 60cmを測る。本遺構は埋土中より多量の

炭化材が認められたことから、製炭土坑であったと考えられる。特に遺構北西側では、製炭後取り漏

れた太さ４～ 10cmほどの丸材

の炭が、幅約 90cmほどの範囲

で並べられた状況で認められ

た。

　本遺構の時期であるが、本遺

構からは土器等の年代を推察す

る出土遺物は認められなかった

が、遺構西側で 15 ～ 16 世紀代

と考えられる土塁の裾部を部分

的に掘り込んでいることから、

それ以降のものである。（野口）

土坑５（第233図、ＰＬ.58）

　丘陵西斜面のＦ６グリッド南

東側にあり、標高 49.4 ｍの高

さで確認した。東西方向に延び

た楕円形の土坑である。

　規模は東西 2.90 ｍ、南北 1.20

ｍ、深さは検出面より約 60cm

を測る。土坑４同様、遺構西側

の埋土中に多くの炭化材が残存

していたことから、製炭土坑と

考えられる。時期及び性格につ
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いては、周辺で確認される製

炭土坑と同時期で同様の性格

の可能性がある。（野口）

土坑７・８（第234～ 236図、

ＰＬ.59・70）

　丘陵東斜面の E４グリッ

ド中央にあり、標高 47.7 ～

48.1 ｍの高さで確認した。

　土坑７は、平面形不整のや

や東西に長い土坑で、北東側

を土坑８及び根による攪乱を

受ける。規模は長軸 2.88 ｍ、

短軸 1.70 ｍ、深さは検出面 第233図　土坑５

第234図　土坑７

第235図　土坑７出土遺物第236図　土坑８

より約 90cmを測る。性格は、不明である。

　時期は、土坑８に切られており土坑８以前であ

るが、詳細は不明である。出土遺物には縄文土器

４、弥生前期の甕口縁部５があるが、伴うものと

はいえない。

　土坑８は歪な円形を呈する土坑で、土坑７を掘

り込んでいる。規模は長軸 1.06 ｍ、短軸 1.00 ｍ、

深さは検出面より約 20cmを測る。本遺構も近在

する土坑４と同様、埋土中に炭化材が残存してい

たことから、製炭土坑であったと考えられる。時

期の詳細は不明であるが、周辺で確認される製炭

土坑と同時期と思われる。（野口）
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土坑９（第237図、ＰＬ.59）

　調査区中央南東側、Ｆ３グリッドにあり、東側土塁盛土中で検出さ

れた。標高は 48.5 ｍ前後である。

　平面不整形を呈し、長軸 0.8 ｍ、短軸 0.7 ｍ、深さ 0.4 ｍ以上を測る。

一部オーバーハングしている。底面はほぼ平坦である。

　埋土は２層に分層でき、いずれも炭化物を含む。

　出土遺物はなく、時期、性格とも不明であるが、土塁盛土中又は盛

土後に掘り込まれたものと考えられる。（牧本）

（４）集石遺構

集石遺構２（第238・239図、ＰＬ.59） 第237図　土坑９

第238図　集石遺構２

第240図　集石遺構３第239図　集石遺構2出土遺物

　丘陵頂部北側のD５グリッド中央、標高 49.0 ｍ

の高さで検出した。

　周辺には切り株、現代の攪乱が存在したことから、

集石上部は部分的に散在する状況であったが、160

×50cmの範囲に集中して認められる。また集石は、

長軸 2.0 ｍ、短軸 0.9cm、深さ 20cm あまりの掘り

込みを作った後に行われている。

　出土遺物には、陶器皿６があるが、伴うものでは

ない。本遺構の性格、時期は不明である。（野口）

集石遺構３（第240図、ＰＬ.59）

　調査区西側、Ｅ５グリッドの標高約 50.6 ｍの丘

陵頂部に立地する。

　拳大から人頭大の山石が、遺存状態は悪いが長軸

1.35 ｍ、短軸 0.7 ｍの範囲に並べられている。復元

すると、長方形状に並ぶ可能性がある。また、一部

転落したものもあるが、重なった状況が認められ、

本来は数段に亘って積まれたものと考えられる。中

央部に木根があり石材下部の調査はできなかったが、調査可能な

範囲では、土坑などの付属遺構は認められなかった。

　遺物はなく時期、性格は不明である。

（牧本）

集石遺構４（第241図、ＰＬ.59）

　調査区西北側、Ｅ６グリッドの標高 45.1

～ 50 ｍの丘陵傾斜変換点付近に立地する。

西側約１ｍには、盛土遺構２がある。


